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プロローグ







　カナデは走っていた。

　味方と敵の戦力差は絶望的、彼かれのチームが勝つためには敵の部隊長を叩たたくしかない。

　故ゆえに彼は走る。

　銃じゆう弾だんが飛とび交かい、砂さ塵じんが視界を覆おおう戦場をひたすら駆かけ抜ぬける。少しでも早く、少しでも遠くへ……そのために全力で大地を蹴ける。

　勝つためには停てい滞たいは許されない、負けないためには後退も許されない。

　目指すものを手に入れるためには前進あるのみ。

「っ！」

　カナデの視界の端はしに映る味方戦力ゲージがまた少し削けずれた。

　これでいよいよ猶ゆう予よはなくなった。彼のチームが勝つにはやはり、敵部隊長を倒たおしたときに入る攻こう撃げきボーナスしかない。そのボーナス分があれば、ちょうど戦力ゲージをゼロにする程度、相手のゲージを減らすことが出来るだろう。そうすれば戦力ゲージ消失によって、彼のチームは確実に勝つことができる。

　彼はそう考えながら、背せ負おったアサルトライフルを体の前で構えて止まる。

「敵は五人……僕ぼくが失敗したらこちらの負けは確定か」

　停滞も後退も許されないと定められた者が止まるのならば、その理由はただ一つ――目的地に到とう達たつした時のみだ。

　朽くちた建物が並ぶ荒こう野やフィールド。その端に配置されているのは、他の建物と比べれば頑がん丈じように見えるが、今にも壊こわれそうなことに変わりはないくすんだ壁かべを持つ廃はい墟きよ。

　カナデはその廃墟の壁が倒とう壊かいして出来た隙すき間まから、中の様子を窺うかがう。

　廃墟の中に居るのは五人。まるで戦争映画に出てくるいかにもといったような将軍服を着た人物と、その人物を守るように取り囲む各国の軍隊が着ていそうな服をまとった、統一性のない四人組。

「まず間ま違ちがいなく真ん中の奴やつがターゲットだろうな」

　一対五。通常ならば避さけた方がいいどころか、まず絶対に挑いどんではいけない戦いだ。しかし今のカナデに退くことは出来なかった。

「このまま何もしなければ負ける、僕がやらないと負けるんだ。だったらやるしかない。やらないで負ける……それだけは嫌いやだ、もしそんな事になったら」

　――僕は絶対に後こう悔かいする。

　カナデは心を落ち着けるように深呼吸し、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じる。深呼吸するのは自分を落ち着けるため、目を閉じるのは絶対に成功する自分を思おもい浮うかべるため。全すべての準備が整ったとき、彼は動きだす。

「よし、やってやる！」

　カナデは左手を腰こしに回してあるものを握にぎると、一気に廃墟の中へと躍おどりでる。

「な、いつの間にこんな所まで……くそ、撃うて！」

　勝利が目前という慢まん心しんからか、カナデの突とつ然ぜんの出現に慌あわてふためく五人。しかし慢心していたからといって、部隊長とその護衛を任じられているというだけあり腕うで前まえは確かなもの。五人はすぐさま彼に銃じゆう口こうを向けるが。




　彼の左手から投げられたものがそれを許さない。




「し、手しゆ榴りゆう弾だんだと!?」

　投げられた以上、カナデを殺したとしても手榴弾はそこに存在し続ける。つまり彼を殺したとしても手榴弾は爆ばく発はつし、五人は粉々になってしまうのだ。ならば五人の取る手段は一つ。

「散開だ、散開してから奴を狙ねらえ！」

　そう、それこそが最善の手段。

　手榴弾の爆殺確定圏けん内ないから退たい避ひし、五人でカナデへと集中砲ほう火かをする。手榴弾が投げ込まれた場合はそれが最善のセオリーだ……そう、投げ込まれたものが手榴弾だった場合は。

「やっぱり躱かわすか」

　――計算通り。

　カナデは心の中でほくそ笑えみながら、咄とつ嗟さの事態で乱れた陣じん形けいのど真ん中へと突っ込む。無論その間、アサルトライフルで敵をヘッドショットしていくことも忘れない。

「ツナマヨ太た郎ろうがやられたぞ！」

「喚わめくな、まだ四人いっ……」

　――あと三人。

　先ほど手榴弾が投げ込まれた辺りまで来たカナデは残る三人……部隊長を優先的に狙うが、敵側もそれを簡単に許してくれるような温ぬるさは持ち合わせていない。

「くそっ！　だがいけるぞ！　俺おれたちは今あいつを囲んでいる、一気に撃ちまくれ！」

　敵の言う通りカナデは今、敵の銃口の交点にいる。彼からしてみればそこは敵全員が見み渡わたせ、一気に全員を殺せる最高の位置取りであったが、敵からしてみればその逆。彼の今いる位置は三人から集中砲火を受けかねない最悪の位置取りなのだ。

　しかし。

「あいにく手榴弾は持ってきてないんだよ」

　言ってカナデは目を閉じ、さらに左手で両目を覆う。

　その直後、廃墟の中には目を焼かんばかりの閃せん光こうが溢あふれ出だす。光の爆発を生み出したのは、先ほど彼が投げ込み朽ちた床ゆかへと転がっていたもの。すなわち――。

「これは……閃せん光こう弾だんだと、しかも時限式か!?」

　――さぁ、これでまともに目が見えるのは僕だけになった。

　部隊長が苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で言う中、カナデは他の二人を的確にヘッドショットしていく。そして最後に彼は部隊長のもとまで歩いていき、頭に銃口を押おし付つけながら言う。

「投げられた手榴弾が爆発しなかった段階で気が付けよ、そうすれば僕を倒せたのに……残念だったね」

「き、貴様！」

「何にせよこれで僕たちの勝ちだ」

　人を睨にらみ殺せそうな顔を向ける部隊長を軽くあしらいながら、カナデは引き金に掛かける指へと力を込める。

「最後に覚えておけ、お前を倒した男のなま







第一章　ワールド・エンド







『江え馬ま奏かなで様、ゲームが強制終しゆう了りようされました』

　彼……奏はそんな声と共に瞳ひとみを開ける。

　奏が今入っているのは、どこかコックピットを彷ほう彿ふつとさせるカプセル型のゲーム機――アナザー・ワールズ・プラグ、通つう称しよう《ＡＷＰ》だ。

　何もおかしなことはない。彼は先ほどまでＡＷＰを使って、ゲームの中に五感の全てを投入し……つまり、精神がゲームの中に入る様な感覚でゲームをしていたのだ。

　この二〇五四年においては、何もおかしなことではない。ごくありふれたゲーム機であり、ごくありふれた家庭の光景だ。

『江馬奏様、ゲームが強制終了されました』

　再度聞こえてきた声に奏は声を上げる。

「は？」

　いつも通りごくありふれたゲーム機で、馴な染じみのゲームをしていたからこそ彼は声を上げた。ＡＷＰから聞こえてきた今まで聞いた事のない……厳密に言えば聞いた事はあるが、滅めつ多たに聞くことのない異音に声を上げたのだ。

「ちょっと待て、ちょっと待て！」

　奏は飛び起きようとするが、ＡＷＰの前面にあるスライドハッチに頭を打ち付け「ぐあっ！」と悶もん絶ぜつ。

「さっきのゲームはどうなった！　まだ僕は引き金を引いていなかったんだぞ!?」

　くそ！　こんなことならば格好つけないで、さっさと引き金を引いていれば。と、後悔してももう遅おそい。何なん等らかの理由によりＡＷＰに不具合が起き、ゲームが強制終了されてしまった以上、もう奏に出来る事は何もない。

「何でだ、何でいきなりこんな！」

　あと一歩のところで逆転勝利し、仲間から褒ほめ称たたえられるというところで、まさかの強制ゲーム終了という予期せぬログアウト。奏がどうしてこうなったのか、頭に手を置いて考えていると、その答えは向こうの方からやってきてくれた。

「お兄ちゃん、もうログアウトしてるんでしょ？　開けるからね！」

「よいしょっと」と、そんな可愛かわいらしい声と共にＡＷＰのハッチが外側から開けられる。

　今まで暗い空間に居たせいで暗順応していた目に、不意にさす光。

　時刻は夕暮れといえど今いる地下室には何ら関係ない――煌こう々こうと輝かがやく人工の光に奏は鬱うつ陶とうしそうに目を細める。

「お兄ちゃん、何やってるの？」

「お前が急に開けたから眩まぶしいんだよ、それ以外に何があるんだよ？」

　奏はＡＷＰのシートに胡坐あぐらをかくと、自分の横からこちらを覗のぞき込む少女を見る。

　いつも手入れを欠かしていないであろう腰まで届く黒曜石の様な黒くろ髪かみに、リボンのワンアクセントがついたお洒落しやれなカチューシャ、その癖くせ怠だるそうにパジャマを着ているせいで、適度に成長した胸が見えそうになっているやや身長低めの彼かの女じよは……間違いない。この春で中学三年生になったばかりの妹、江馬楓かえでだ。

「……それで、何の用だよ？」

　どんな用事にせよ、あのタイミングで――ある意味最高のタイミングでゲームを強制終了させた罪は重い。そんな思いを込めて奏は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる己おのが妹に冷やかな視線を向けるが、彼女はそんな事などまるで気にした様子もなく言う。

「お母さんがリビングで話があるんだって」

「話があるのはわかった。でもゲームを強制終了させるのは駄だ目めだろ！」

「何で？」

　本当にわからないのか、この場をやり過ごすためなのか。楓はリスの様に可愛らしく首を傾かしげている――だがしかし、どう見ても小こ悪あく魔まが首を傾げている様にしか見えない。

「何でって……お前だってそれくらいわかるだろ！　僕があのゲームにどれだけ本気なのか、それに強制終了したら他の人にだって迷めい惑わくじゃないか！　次にあのゲームをやるときに、みんなに謝あやまらないといけないし……どうするんだよ？」

「なんだ、そんな事を気にしてたんだ！」

「そんな事だと!?」

　外見は可愛いが、今まさに悪魔の如き言葉を吐はきまくっている妹に、奏は目を見開く。

　しかしそんな彼の行こう為いはまだ早かったのかもしれない。彼が本当に驚おどろくべき事はこれから数秒先の未来に訪おとずれる。それも先ほどと同じく妹の口を通して……。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、お兄ちゃん！」

　江馬楓は笑う。

　天使の様に微笑ほほえみながら告げる。

　悪魔の様な一言を。




「今いま頃ごろお母さんが解約手続きしてるから、そのゲームは二度とやらなくて済むよ！」




「…………」

　ワッツ？

　奏の頭に浮かんだ最初の言葉はそれだった。

　どういうことだ、妹の言っていることがまるで分からない。解約ってどういう事だ、どういう意味だ？　電子辞書……誰だれか電子辞書を用意しろ！　と、彼の脳内はバグったパソコンの様にエラーコードを吐き出し続ける。

「お母さんがね、お兄ちゃんはもう高校二年生なんだから、ゲームばっかりしてないで将来のためになる様な事をしなさいって」

「な、なん、だと……」

「聞こえなかったの？　えっとね、お兄ちゃんはもう二年生なんだから……っ」

「バカナァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　突然の大声に楓はビクっと体を揺ゆらすが、奏は気にせず続ける。

「母さんはついにおかしくなったのか!?　そんな理由で僕の世界を終わらせる？」

「いや、お兄ちゃんの世界は別に終わってないよ。だってここが――」

「終わっちゃったんだよ！　蟻ありの巣に水流し込むくらい絶望的な終しゆう焉えん迎むかえちゃうよ！」

「うるさい！　急に大声出さな――っ」

「シャラップ！」

　言って奏はＡＷＰのハードから飛び出す。

　世界を破は壊かいした魔ま王おうに挑むために、平和な世界を取とり戻もどすために。

　彼の冒ぼう険けんはこうして始まったのだった。

「僕の世界を……僕たちの世界を、返せぇええええええええええええええええええっ！」

　一階のリビングへ全力ダッシュし始める奏。

「…………」

　一方、地下に取り残された楓はそんな兄の後ろ姿を見て思うのだった。

「ちょっと可哀かわい想そうだけど仕方ないよね……かっこよくて頼たよりになる、そんな楓の大好きなお兄ちゃんに戻ってきてもらうためだもん」

　そうして彼女は二台あるＡＷＰのうち、先ほど兄が使っていたＡＷＰへと入りスライドハッチを閉める。

「えーと、よし」

　奏はよほど慌てていたのだろう。スライドハッチ前面についている簡易設定用モニターには。

『江馬奏様、続けてゲームをする場合はもう一度脳波を読み取る必要が～』

　と、奏の名でログインされたままだという事を示す画面が浮かんでいた。




　　　　　●●●




「どういうことだよ！　何で僕に黙だまってそんな事するんだよ！」

　所は変わってリビング。

　奏は台所で踏ふみ台だいに乗って夕飯を作っている女性――否いな、落ち着いた大人の女性といった雰ふん囲い気きの服装を身に纏まとった幼女に向け、あらん限りの怨えん嗟さを吐き出していた。

「何だよ、何でこんな事したんだよ？　卑ひ怯きようだよ、あんたは！」

「…………」

　幼女はそんな奏に背を向け、もくもくとまな板の上の人にん参じんを切っている。まるでそこに奏など存在しないかのような完全無視だ。幼女のそんな態度に彼の怒いかりのボルテージが限界値を突とつ破ぱしたのか、彼はなりふり構わず全力で叫さけぶ。

「っ……無視すんなよ、この貧乳！」




　ダンッ！




　奏が言ったその瞬しゆん間かんだった、幼女が人参と共にまな板を真っ二つに切きり裂さいたのは。

「何て？」

　幼女は振ふり返かえり、奏を睨み付けながら言う。楓によく似た声と口調、そして身長と胸の大きさ以外はそっくりなその容姿で歩く外見幼女詐さ欺ぎ――江馬兄妹きようだいの母は言う。

「今、何て言ったの？」

　包丁を持ち、寒気すら感じさせる凄すさまじい視線。並の人間なら卒倒しかねない殺気を真正面から受け奏は。

「何度でも言ってやるよ！　あんたは……今日も相変わらず胸が大きいですね」

　割とすぐに折れた。

　さっきまでの奏から放たれていた絶対に譲ゆずらないオーラはどこへ行ったのか。第三者が見ていたら、泣きたくなるほど情けない折れっぷりだった。

「貧乳……そう聞こえた気がしたんだけど？」

「巨乳の間違いではないですか？　お母様」

「…………」
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「…………」

　対たい峙じすること数秒。

　江馬母の目から殺意の波動を感じなくなった頃ころ、額から流れ落ちる嫌な汗あせを拭ぬぐいつつ奏は語りだす。

「何でネトゲを解約したんだよ？」

　当初の勢いこそ感じられないものの、奏の声からは深刻そうな様子を感じ取ることが出来た。そしてそれは江馬母にも伝わったのか、彼女は包丁を流しに置き。

「んしょっと」

　両手を使ってまるで完全なる幼女の様に踏み台から降り、トテトテ奏のもとまで歩いてくると、奏のちょうど腰くらいの位置から彼を見上げて言う。

「昔から言ってたでしょ？　二年生になったらもう少ししっかりしなさいよって」

「確かに言われたけど……だからって解約しなくてもいいじゃないか！　僕があのゲームにどれだけ時間をかけたと思ってるんだよ！　あれは僕が唯ゆい一いつ輝かがやける世界だったんだ……なのに、なのに僕の世界は！」

　頭を抱かかえて泣きそうになっている奏に、うんざりした様子で江馬母は続ける。

「だからでしょ！　二年生になったら少しは頑がん張ばるかと思ってたのに朝から晩までゲームばっかりして、もう奏ちゃんが二年生になってから――」

「ちゃんをつけるな！」

　昔から自分の女っぽい容姿と声、そして名前にコンプレックスのある彼は、それだけは譲ることが――。

「あ？」

「何でもないです」

　できなくもなかった。

「とにかく、もう二年生になってから一週間くらい経たつのに、奏ちゃんは部活にも入らなければ勉強もしない。やることはゲームばっかり……少しは妹の楓ちゃんを見習ったらどうなの？」

「母さんは楓、楓っていつも言うけどさ……あいつだってゲーマーじゃないか！　むしろ廃はい人じんじゃないかよ！」

　そう、奏の言う通り楓はゲーマーだ。おそらくは彼以上にゲームに時間を費やし、持てるほぼ全てのスペックをゲームに費やしている。

「なのに何であいつには注意しないんだよ！　注意されるのは僕ばっかり、卑怯じゃないか！」

　若じやつ干かん……いや、大いに母にビクビクしながらも何とか言い返す奏。

「あのねぇ、楓ちゃんはプロでしょ？　ヴァーチャルオリンピックの金メダリストなんだから、奏ちゃんとは訳が違ちがうの。逆に楓ちゃんの場合はゲームをやらなくなったら怒おこるわよ」

　しかし、奏の反論は容易たやすく論破される。

「それくらい奏ちゃんもわかってるでしょ？」

「うぐぅ」

　ＡＷＰによる仮想現実空間での戦いがオリンピック競技として認められた現代においては、確かに楓は廃人であって廃人ではない。彼女は全世界最高の廃人であるとともに、全世界から万ばん雷らいの喝かつ采さいを受ける最高の選手なのだ。

「それに楓ちゃんは奏ちゃんと違って、ちゃんとお金を稼かせいでるでしょ？」

「あうぅ」

　確かに楓はお金を稼いでいる。それも一家丸々養っても余りあるほどの財力を持っているのだ。

　江馬家は楓が小さい頃に父が他界して以来、ギリギリの生活を続けてきた。それはもう色々な意味でギリギリの生活だ。

　そんな江馬家に転機が訪れたのは楓が小学三年生になった頃――彼女は兄と一いつ緒しよにやっていたＡＷＰのゲームにおいて常人ならざる才能を発揮したのだ。それを機に彼女は様々な大会で、他者と圧あつ倒とう的てきな差をつけて優勝。さらにその一年後、江馬楓はヴァーチャルオリンピックに出場が決定し、金メダルを日本へと持ち帰った。

　ヴァーチャルオリンピックという天才同士の戦いにおいても他の天才を圧倒した楓は、日本に帰ると当然の様に英えい雄ゆう扱あつかいを受けた。テレビでは毎日の様に天才美少女として扱われ様々な番組に出演、彼女の年収は諸経費を抜きにしても五千万をゆうに超こえる。

　もちろん楓の最強神話は、彼女が中学三年生になった今も続いている。

「楓ちゃんみたいになれとは言わないから、奏ちゃんも少しは――」

「あ～～～もう！　そんなのどうでもいいよ、何でネトゲ解約したんだよ！」

　奏は最も早はやどうでもよかった。その一点以外はどうでもよかった。

「ゲームゲームってしつこい！　奏ちゃんは勉強頑張るか、部活に入って高校時代を有意義なものにするまでゲーム禁止」

「なっ!?」

　目の前で大切な人が居なくなったら、人間はこんな顔をするのだろうか。

　奏は魂たましいが抜けた様な蒼そう白はくな顔のまま、ガクリと膝ひざをつく。

　ゲーム禁止だと？　バカな、そんな事あっていいわけがない……いやまて、大丈夫だ。ネトゲは禁止だとしても、オフラインのゲームならやっていても家族にはばれない。それに僕には数年前からハマっているオフラインのやり込みゲーがある。と、奏は内心で自分にとって最善の案を瞬しゆん時じに考こう慮りよしていたのだが。

「あ、お母さん、言われた通りやってきたよ！」

　声と共にぱたぱたと楓がリビングへと駆けてくる。

　――言われた通りって、いったい何のことだ？

「お疲つかれ様さま、じゃあしっかりやったの？」




「うん、お兄ちゃんのゲームのセーブデータと、ダウンロードゲームおよびダウンロードコンテンツを全ぜん削さく除じよしたよ。ついでにアカウントも消しておいた！　ほめてほめて～！」




「なん、だと？」

　奏は自分の耳に入った言葉が聞きき間違いであるように、まるで最後の希望にすがるように己が妹に顔を向ける。

「えーとね」

　だがしかし、時として希望は人へ残ざん酷こくな真実を突つきつける。

「お兄ちゃんのアカウント消した」

「ワッツ!?」

　続いて奏は江馬母へと顔を向ける。

「楓ちゃんに頼たのんで、奏ちゃんがしばらくゲーム出来ないようにさせた」

　ありえない。

　奏は両手を床へと付け、絶望に打ちひしがれたように（実際その通りなのだが）意識を飛ばす。何年も何年も何年も何年もかけて積み上げてきたゲームデータ、それを蓄ちく積せきさせてきたアカウント……その事へと思いを傾かたむける。

「僕のデータ」

　――何でだ？

「何でだよ、楓！」

　バッと顔を上げ、奏は妹へと敵意を向ける。

「楓ならわかるだろ！　セーブデータだけならまだしも、アカウントがどんなに大事なものか!?　それなのに何で消したんだよ！　僕を……僕の全てを！」

「だってお兄ちゃんは学校以外、ほとんど引きこもってばっかりなんだもん。楓も引きこもりと言えば引きこもりだけど、ちゃんとお金稼いでるし。楓はお兄ちゃんにしっかりしてほしいの！」

　そこまで言うと楓は急に頬ほおを染めて俯うつむき、人差し指と人差し指を合わせてモジモジと若干声のトーンを落として続ける。

「そ、それに……このままお兄ちゃんと楓がそういう関係になったら……お兄ちゃんがヒモだと思われて、周りからバカにされちゃうの嫌だし……か、楓はそんなお兄ちゃんも好きだけど……でもでもやっぱり……ボソボソ」

　――そういう関係って何の事だ。おまけに後半小声過ぎて、何を言っているのか聞こえなかった。まぁいい、今はそんな事よりも。

「だからって……だからって！」

　だからと言って全てを消すことはないだろう。

　奏は歯を食いしばりながら楓を睨む。最も早はや彼かれの心を満たしているのは絶望などではなかった。あるのは炎ほのお――生まれて初めてといってもいいほど、一つの事に打ち込む決意をした純然たる炎。

「やってやる、僕は決めた」

「奏ちゃん？」
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「お兄ちゃん？」

　二人が訝いぶかしげに見つめる中、奏は先ほど生まれたばかりの己が目標を告げる。




「江馬楓！　僕はお前を倒す……お前が僕の全てを奪うばったように、僕がお前の全てを奪ってやる！」




　妹に対してではなく、一人の人間に対しての宣言……それを受け楓は言う。

「それはＡＷＰで楓に勝つって言う事？」

「あぁ」

「お兄ちゃんがヴァーチャルオリンピックで金メダルを取るってこと？」

「あぁ！」

　第三者が聞いたら軽くあしらわれ失しつ笑しようすらされかねない発言にも拘かかわらず、楓は微み塵じんも笑ったりはしなかった……否、侮ぶ蔑べつとはほど遠い笑み。すなわち心底楽しそうな笑みを浮かべて奏を――自分の新たなる敵を見る。

「いいよ。お兄ちゃんが楓に勝てたら、楓の全てを奪っても……地位も名めい誉よも全部あげる。その代わり」

　楓は奏の耳元まで口を寄せるとどこまでも妖あやしく、そしてどこまでも妖よう艶えんに呟つぶやく。

「楽しませてね、お兄ちゃん」




　　　　　●●●




「とは言ってみたものの」

　時は翌日の放課後、場所は学校。

「どうしたものかなぁ」

　奏は何の変へん哲てつもないブレザータイプの制服に身を包つつみ、放課後とはいえまだまだ人気と活気のある校舎の中をプラプラ歩いていた。当然、目的もなく歩いているわけではない。

「…………」




『いいよ。お兄ちゃんが楓に勝てたら、楓の全てを奪っても』




　脳のう裏りに過よぎるのは楓の放ったそんな言葉。

「あいつ、自分が負けるとか絶対に思ってないだろ」

　母さんがセーブデータの削さく除じよを命じた件も許せないが、楓がアカウントを削除した事は許せないどころではない。絶対に復ふく讐しゆうしてやる……いや、大衆の面前であいつに僕の感じた痛みを返してやる。

　そう思う一方、奏の中の冷静な部分は――無理だ、ヴァーチャルオリンピックの金メダリストにそう簡単に勝てるわけがない。と、ごく自然な事を考えてしまう。

「っ……それなら勝てるようになるだけだ。今の僕じゃ勝てないとしても、いずれ勝てるようになればいい。その為ために今どうすればいいか、時間ならたくさんある……考えろ」

　今勝てないとしてもいずれ勝てばいい。

　それは真理である。しかし、では実際に何をすればいいのか。それこそが、奏が先ほどからぶつぶつ同じことを呟きながら廊ろう下かを徘はい徊かいしている理由であった。

「強くなるのはＡＷＰのゲーム、それも楓が金メダルを取ったゲームタイトルであるイグニッションじゃないと意味がない――それ以外のタイトルであいつに勝っても、まるで嬉うれしくないどころか、復讐にも何にもならない……でも今の僕にはそれは無理だ」

　奏は昨日のあの一件の後、「という訳だからゲームやらせて」と、開き直ったのだが、江馬母から「バカでしょ」と、取り付く島もなく一いつ蹴しゆうされた。

「母さんめ、未来の金メダリストの練習を妨ぼう害がいするとはいい度胸だな。だけどこれでハッキリしたことがある。今の僕に必要なのは強くなるための環かん境きようだ！　すなわち、ＡＷＰをいつでも使用することが出来、強い奴らがたくさんいる場所……僕はそんな所に行く必要がある」

　さらに徘徊すること数分。

「そうなるとゲームセンターに通うのとかがいいんだろうけど、ＡＷＰのゲームは高いんだよな」

　今や全世界のご家庭に普ふ及きゆうしているＡＷＰ。このハード、実はゲームセンターにも置いてあるのだ。通常の筐きよう体たいよりも大きいハードなので、ゲームセンターに置いてあっても何の違い和わ感かんもない――むしろご家庭に置いてある方が違和感を覚えるだろう。

　さてこのＡＷＰだが、お値段の方が非常に高い。

　ご家庭用に買っても高いし、ゲームセンターでやっても高い。具体的な数字で言うならば前者は車一台買える値段、後者はこれでもかというほど高めのカラオケと同じ料金プランだと考えてもらえればいい。

　もっとも、なかなか手の出しにくいお値段にも拘わらず、世界最高と言っても過言ではないシェアを獲かく得とくしているのは、ＡＷＰひいてはそのゲームの魅み力りよくの高さを示している。

「どうする、どうすればいい？　母さんに金を借りるか……いや、それはない。絶対に貸してくれない事は目に見えている。それに下手をすれば『働け』という魔まのフレーズが出てくる可能性がある」

　…………。

　しばしの沈ちん黙もく。

「よし、楓に借りよう！」

　と、奏が男としても兄としても色々駄目な結論を出したとき、ふと目に入ってくるものがあった。それは新入生をターゲットにして貼られたポスターの『新入生歓かん迎げい』という文字。

「これは……」

　――部活と同好会の掲けい示じ板ばんか。

「っ！」

　その瞬間、奏は天てん啓けいにも等しい閃ひらめきを得た。

　今までどうすればいいか散々悩なやんでいた事が、心底バカらしく思えてくる。

　――金がないなら。

　――強くなりたいなら。




「部活に入ればいいじゃない」




　部活に入れば抱えていた二つの問題が解決するだけでなく、江馬母から言われた『部活に入って有意義云うん々ぬん』という事案も一気に解決する。

　さらに奏にとって都合のいいことに、この学校には部活用にＡＷＰも置いてあるため、無料でそれらを使えるだけでなく、それなりに強い生徒と対戦できる機会も増えるはずだ。とは言っても、ＡＷＰの一部のゲームがヴァーチャルオリンピックの種目として認められてからは、ＡＷＰを置く学校が増えてきているため、そんなに珍めずらしい事ではないのだが。

「でもこの時期に、それも二年生が部活に新入部員として入るか……」

　正直あまり気は進まない。

　奏は掲示板の前に立ち止まり、『ＡＷＰ研究部　新入生歓迎するわ！』と丸っこくて可愛らしい文字で書かれたポスターを見ながら考えていた。

　こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時期に部活に入れば、圧倒的な確率で疎そ外がい感かんを味わうことになるだろう。基本引きこもっている弊へい害がいで、他者とのコミュニケーションにかなりの苦手意識を持つ彼かれからしてみれば、そんな事は自殺行為に他ほかならない。

「あぁ駄目だ、なんだか心が折れそうになってきた」

　普ふ段だんは授業が終われば凄まじい速度で家に帰り、ゲームをしていた奏。もはや家に早く帰る理由がなくなった以上、いつもの様に凄まじい速さを発揮する必要は皆かい無むなのだが、望んで学校に居たいものでもない。

「うん、そうだ。今日は頑張った……どうすればいいかも考えたし、放課後に残るというリア充じゆうみたいな事もしたんだ。続きは明日、明日から本気だそう」

　奏がダメ人間特有の考えと行動をしようとしたその時。




「そこのお前、ＡＷＰに興味があるのか？」




　と、なんだか胡う散さん臭くさそうかつ芝しば居いがかった声が聞こえてきた。

　声につられて振り向むいた先に居たのは――。

「もし興味があるのならばついてくるがいい！　この私がお前を導いてやろう！」

　大きめのリボンによって後ろで一ひと房ふさだけ結ゆわれた、黒に近いくすんだ色の長い銀ぎん髪ぱつを窓から吹ふき込む風に揺らし、まるで王様の様に腕うでを組みながら自信に満みち溢れた瞳を向ける凛りんとした少女だった。







第二章　邂かい逅こう







　制服は男女の差を除けば全すべて同じはずだ。それなのに本人の美しさも相あい俟まって普ふ通つうの生徒が着るよりも、鋭するどい美しさがあるように見える少女の服装。自分と同じ高さから視線を投げかけてくるこの少女の制服が他の女子と違う点を探すとするのならば、制服と同系色である黒のニーソックスを穿はいている点くらいだろう。

「…………」

　――それにしてもこいつ。

　こいつはいったい何を言っているのだろうか。それこそが奏かなでが目の前の人物こと、桜さ月つきエリナという人間に対して抱いだいた最初の疑問だった。

　――というかこいつは何だ？

　いや、正確に言うのならば彼女が何者かは知っている。

「お前、うちのクラスの委員長……桜月さん、だよな？」

「その通りだ。この私の名前を憶おぼえているとは、なかなかに出来た男ではないか！」

　言って、そこそこある胸を思い切り反らしながら、偉えらそうにほくそ笑えむエリナ。

　そんな彼女の態度はこのまま「ふははははははははははっ！」とでも言いそうな……。

「お前が我わが同好会に入る資格は十分にあるようだな……ふっ、ふふ、ふははははははははははははははははははははははははっ！」

「言っちゃったよ！　本当に言っちゃったよ！　少しは想像の範はん囲い外がいのセリフ吐く努力しようよ、ねぇ!?」

「なに？　よくわからぬ奴やつだな、一人で何を騒さわいでいる？　鬱陶しいぞ！」

「こっちのセリフぅうううううううう！」

　はっ！　いかん、すっかり訳のわからないペースに乗せられてしまっている。と、気が付くには若じやつ干かん遅おそかった気もしないでもないが、とにもかくにもこのままでは癪しやくだと思った彼は、会話の主導権を自らに引ひき戻そうとする。

「で、お前は何だよ。僕ぼくに何か用？」

　すると彼女はおもむろに近づいて来て、奏の横の壁かべを思いっきり片手でドンと叩たたく。いわゆる少女漫まん画がでいうところの壁ドンだ。

「な、なんだよ？」

　言葉では強がっても所しよ詮せんは準引きこもり。同世代の可愛い女の子に近づかれると、緊きん張ちようして唇くちびるやら足やらがプルプル震ふるえ出すのはデフォルト設定だ。

（クソ、なんだよこいつ！　普段はあんまり気にしなかったけど、三次元の癖くせに可愛いじゃないか……確かこいつハーフだったよな。髪かみの色とかも少し銀色がかってるし。あぁもう！　リア充っぽい三次元女が僕に何の用だよ！）

　奏が脳内でパニックを起こしながらそこまで考えたところで、エリナはようやく話し出す。

　彼の目から視線を決して外さず、唇が触ふれ合あいそうな距きよ離りで、

「私が何かなんてどうでもよいだろう？　ここで重要なのは用件の方だ」

　エリナは唇を奏の耳もとに持っていき、優やさしく……そして妖艶に語り掛かける。




「私の同好会に入れ……ふぅ」




「ひっ」

　最後に悪戯っぽく息を吹きかけられ、体をビクっとさせてしまう。何だかそれをとても恥はずかしく感じた彼は、彼女の両りよう肩かたを掴つかんで引き離はなす。

「な、なんなんだよお前は!?」

「ふっ、取り乱してまた同じ質問か？　名前も顔も女っぽくて可愛いが、性格も可愛いではないか……ふっ、ふふ、ふはっ……」

「笑わなくていいからな!?」

「む？」

　最悪だ、最悪に面めん倒どうくさい奴に絡からまれたかもしれない。

　入る部活についてゆっくり考えていたにも拘わらず、わけのわからない奴に妨害されるという己が身の不幸を呪のろいつつ、奏は表面的には可愛らしく首を傾げているエリナを見る。

　先ほど奏自身が考えた通り、外見だけなら特一級の可愛さである。ハーフの血がそうさせているのか、他の同級生とは比ひ較かくにならない独特な雰囲気――まるでアニメや漫画に出てくるお姫ひめ様さまの様な雰囲気を感じる。

　もっとも。

「あくまで黙っていればの話だけどね！」

「ふはははははははははっ！　先ほどから一人で騒がしい奴だな、だがよい！　それでこそ我が同好会にも活気が出るというものだ」

「うるさいのはお前だからね!?」

　本当に最悪だ。と、奏は大きくため息をつきながらも再度エリナについて考える。

　知的でクール、勉強と運動も学年トップクラス。おまけにかなりの美人――それこそが奏が通う二年Ｂ組、ひいては私立輪りん界かい高こう等とう学がつ校こうに通う全校生徒の見解でもあった。そしてその見解については奏も半ば同意していた。現に「三次元の癖になかなか可愛かわいいじゃないか」と、彼女に対して思っていたのだから。

　――だけど、目の前のこいつは何だ？

　再燃した疑問、先ほどから何度も本人に聞きつつも、決して答えてもらえなかった疑問。

「何を見ているのだ？　ふっ、そんなに見られると照れるではないか」

　――こいつは、こいつは……。

「お前まさか……私に惚ほれっ」

「全然クールじゃねぇえええええええええええええええええええええええええええっ！」

　突とつ然ぜんの咆ほう哮こうに今度はエリナがビクリと体をはねさせる。

「おかしいだろ、お前!?　委員長さんだよね？　いつもクールに仕事をこなしている桜月委員長さんだよね!?」

「そうだが、それがどうかしたのか？」

「…………」

　ダメだ、こいつに何を言っても無む駄だだ。

　天然なのか狙ねらっているのか、一見まともな会話が成立しているように見えて、その実まともな会話になっていない。

　奏は何だか頭痛のしてきた頭を押おさえつつ、どうやってこの会話を切り上げるか考える。今は入る部活を選んでいる時であり、時間を浪ろう費ひしている場合ではないのだ。

「時にお前、我が同好会に入る気はないか？」

「ない」

　即そく答とうだった。

「そうか、ないか」

「うん、ない」

「…………」

「…………」

　流れる沈黙。

「いやいやいや、なんだよこの沈黙は!?　というか今、会話の流れおかしかったよね!?」

「ふはははははははっ！　相変わらず元気でよろしいぞ、奏！」

「いきなり呼び捨てだと!?　エリナの癖に生意気だ！」

　何だかんだノリノリの奏だった。

　普段引きこもっている彼からすると、その辺りを闊かつ歩ぽしている三次元女性……より正確にいうのならリアルが充じゆう実じつしていそうな人類全ぜん般ぱんと会話するのは苦手なのだが、エリナの様に二次元に出てきそうな会話をされると、逆にテンションが上がってしまうのだった。

　――はっ、また悪い癖が出ている。というか待て、こいつさっきＡＷＰに興味があるかとか言ってたよな？

「なぁエリナ、ちょっと聞きたいんだけど」

「なんだ、奏？　何でも聞くとよいぞ」

　早くも昔からお付き合いがあるかのような会話をするようになった彼ら、はたから見れば数分前に初めて話したばかりだとは、とても考えられないだろう。

「お前の同好会ってひょっとして、ＡＷＰ関連の同好会だったり……しないよね？」

　外れて欲ほしいような、当たって欲しいような――これ以上エリナに関かかわらない方がいいという、脳からの強きよう烈れつな伝達を無視して問うたその答えは。

「いかにも、我が同好会は『ＡＷＰ同好会』。中でも今もっとも人気があり、ヴァーチャルオリンピックの種目にも登録されているイグニッションをメインに活動している」

「ウホッ」

「ホモか？」

「ちがうから」

　念のために聞いてみた奏だったが、まさか当たってしまうとは思ってもみなかった。それも扱っているゲームまでドンピシャで重なるとは、これはもはや運命の導きなのかもしれない。

　同好会ならば先ほど考えていた疎外感の問題も多少緩かん和わされるし、ここは話くらい聞いてもいいかもしれない。と、彼は何故なぜか照れている自分の心を相手に悟さとらせないように、こめかみの辺りをポリポリとかきながら言う。

「えーとさ、さっきの同好会の話なんだけど」

「やはり話を聞きたいということか？　わかるぞ、このツンデレめ！」

「やかましいよ！」

　それからもどこか的外れな会話をしつつ、エリナの先導に任せて奏がやってきたのは旧校舎五階の隅すみにある教室だった。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

「何を息切れしているのだ？」

「な、なんでもないっ……はぁ、はぁ」

　奏は言えなかった――運動なんか全くしていないせいで、階段を上っただけで死にそうなほど息が切れたなど、恥ずかしくて言えなかった。

　ただでさえ顔も名前も女っぽいのに、これ以上女っぽい要素を増やしては堪たまらない。それは彼の最後の意地だ。

「ならば気にはしないが」

　エリナは「さて」と言って両手を左右に開き、またしても偉そうな態度で言う。

「ようこそＡＷＰ同好会へ、奏は記念すべき二人目の会員だ！」

　扉とびらの隣となりにあるのは下げ駄た箱ばこ。いつも授業を受けている教室と同じサイズの教室に敷しき詰つめられた畳たたみ。そしてその半分くらいを占せん領りようしている二台のＡＷＰと配線類。

　――何でこいつはこんなに偉そうなんだろう。そんなに誇ほこれるような教室じゃない気がするし、それ以前に僕はまだ入会するとは……ん、待てよ。

「二人目の会員ってどういうこと!?」

「どうもこうもない、奏こそが我が同好会の会員ナンバー２ということだ。要するにお前は副会長だ、誇るがよい！　ふははははははははははははははははははははははっ！」

　――う、うぜぇ……というか騙だまされた。

　いくらなんでも同好会の人数が自分含ふくめて二人とは聞いていない。奏はエリナに対してすかさず文句を。

「やっぱ入るのやめます」

　言う前に即そつ行こうだった、文句など言う前に問答無用の即行だった。

「さようなら」と、奏は笑え顔がおで手を振って教室を出ていくのだった。




　第一部　　　　完




「って、待てい！」

「うげっ!?」

　捕つかまえた獲え物ものは逃にがさない、まるで蜘蛛くもの様に素す早ばやくカサカサ動いて奏の首を脇わきに挟はさんでガッチリとヘッドロックしてくるエリナ。

「どうしてやめる？　気でも狂くるったか！」

「いやいや、理由なんて一つでしょ！　人数少なすぎるんだよ、これじゃ強くなれないだろ！」

　――というか、胸が！　胸が思い切り顔に当たっているんですけど!?

　それなりの大きさで、ふわふわとマシュマロのようなエリナの柔やわらかおっぱいが持つ圧倒的な力……即すなわち乳圧に様々な意味で昇しよう天てんしそうになっていたその時。

「む、強くなる？」

　先ほど奏が放ったその言葉がエリナの何かに触れたのか、彼かの女じよはピクリと反応する。

「奏は強くなりたいのか？」

「そうだよ、僕は強くなりたい。だから強い人と戦わなきゃいけないんだ」

「ふむ……ならば私が居るではないか」

　自信満々に言うのは、この同好会の会長　桜月エリナだ。余談だが彼女がそう言った際、言葉の続きを聞くために思わずジタバタ足あ掻がいていた体の動きを止めてしまい、なおさら乳圧を感じることになって、顔をリンゴの様に赤く染めて黙だまる奏であった。

「言っておくが私は強いぞ？　強くなるために強者を求めるならば、まず私と戦ってからでも遅おそくはないと思うが」

　確かにエリナの弁は間ま違ちがってはいない、それどころか圧倒的に正しいように聞こえる。

「どうだろうか、江え馬ま奏？」

　謎なぞめいた力が込められた質問の後、彼はゆっくりと、そして深くうなずこうとして――。

「っていうか、いい加減放してよ！」

　動かそうとした顔――主に頬の部分が、ブレザー越ごしにエリナの胸をわずかに揺ゆらし、彼は再び自分がどのような状じよう況きように居るのか気が付くのだった。




　　　　　●●●




「奏よ、お前はある意味天才だな」

「うるさい」

　あれから数分後、ＡＷＰの前に向かいあう形で立つ二人の姿があった。

「まさかあれだけ強くなりたいと言っていたくせに、イグニッション初心者どころか、プレイしたこともなかったとは……おまけにＡＷＰ自体のアカウントもないとは」

「くっ」

　そう、妹が有名になっているゲームはやりたくないという理由から、今までイグニッションを避さけてきた奏は、右も左もわからないまさに初心者……否いな、エリナが言った通りプレイしたこともない初心者以下の存在なのであった。

「まぁアカウントは無事に作れたし、イグニッションの初期設定は私が済ませてやった。早くＡＷＰに入ってアバターの作成をするがいい、対戦はそれからだ。一時間後にお前宛あてに対戦メールを送る、それまでに色々終わらせておくのだぞ」

「わかったよ」

　――偉そうにしやがって、絶対に負かしてやる。

　奏は決意を新たにしながら、ＡＷＰに入るのだった。




「っと、こんなもんでいいか」

　ＡＷＰ内側にある簡易画面を見ながら悩むことしばらく、初期武器や初期装備、さらにはアバターのイメージカラーなどを選せん択たくし終えた奏。

『お疲れ様です。最後にアバターが持つ固有スキルの発現を行います。それではイグニッションの世界にログインしてください。なお固有スキルの説明については後ほど行います』

　彼はそんなアナウンスを聞きつつも、促うながされるままにシートへ身を預けて瞳ひとみを閉じる。しかし彼には一つだけ、とても気になることがあるのだった。

「こういうのってオフライン時にアバタークリエイトするもんだと思ってたけど、しないのかな？」

　奏の気になることはアバタークリエイト。本来のＡＷＰのゲームの多くは、オンラインになる前に自分の分身たるアバターを作成するのだが、このゲームにはそれがなかったのだ。にもかかわらず、装備やイメージカラーだけ先に決めさせたりするなど、順番がその他のゲームと比べてあべこべだ。

「普通なら作り終えたアバターを見ながら、装備とか決めるものなんだけどな……まぁいいか」

　どうせたいした問題ではないだろう。と、奏は思考を断たち切きってイグニッションにログインするための言葉を――妹へ復讐するための最初の一歩を歩む。

「ＩＤ：ＫＡＮＡＤＥ　ＰＡＳＳＷＯＲＤ：●●●●●●●●」

　――待ってろよ、楓かえで。すぐに追いついてやる！

「ログイン　イグニッション！」

　その瞬しゆん間かん、体全体を包む浮ふ遊ゆう感。

　自分が自分でなくなるような独特かつ慣れ親しんだ感覚に、奏は歓かん喜きしつつゆっくりと瞳を開く。

「っ」

　そして彼は言葉を失った。




　彼が今いるのは、美しい森林に囲まれた木こ漏もれ日び差し込む遺い跡せきの様な場所。

　左右の端はしにある小さな水路には清らかな水が流れており、所々ひび割れた石いし畳だたみの床ゆか――その中央には噴ふん水すいだったものが鎮ちん座ざしている。

「綺き麗れいだ」

　景色などには特に気を払はらわない彼だったが、その荘そう厳ごんかつ優美な風景にはついついそんな言葉を漏もらしてしまった。

「今まで荒こう廃はいした世界を舞ぶ台たいにしたゲームしかやってこなかったからな、こういう景色は初めてだ。認めるのは癪だけど、楓がこのゲームにハマったのもなんとなく――」

『それではチュートリアルを始めます』

「随ずい分ぶんテンポ早いな」

　――まぁグダグダ長いよりはいいけどさ。さぁ、どんなチュートリアルでも華か麗れいにこなして、最速で最強への道を駆かけ上あがってやる！

　奏は顔の前の辺りで拳こぶしを握にぎり、メラメラとやる気の炎を燃やした……ところで気が付いてしまった。気が付かなければよかったことに、だがいずれ確実に気が付いたことに。

「ん、あれ？」

　何かがおかしい、何か違和感を覚える――その元げん凶きようは。

「なんだこの腕？」

　色白で細く柔らかそうな腕、触さわってみると実際その通りだった。

「は？」

　両りよう腕うでを間ま抜ぬけなポーズで固定したまま、奏は自分の体を見まわす。

　見えてきたのは僅わずかに膨ふくらんだ胸……そう、おっぱいだ。

「はぁあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　まさかと思って水辺まで駆けていき、そこに姿を映しこんだ彼が見たものは。

「背中まで伸のびた金きん髪ぱつに、サイドテールのアクセントが可愛い碧へき眼がんお姉さんがこんにちは!?　全身を包む黒い見習い剣けん士し服がかっこいいね！」

『では最初に武器を手に持ってください』

「うるさいよ！」

　なんだこれ、どうしてこうなった!?　いったい何の……誰だれの陰いん謀ぼうだ！　と、考えたところで奏は気が付いてしまった。そんなの決まっていると、こんな事をしそうな奴は一人しかいないと気が付いてしまった。

「あ、あいつ……エリナのやつ、初期設定って何をしたんだ」

　少し考えればわかる事だった。

　イグニッションは初期設定が面倒くさいとの事だったので、奏は言われるままにアバタークリエイト画面になるまでは、エリナに進めてもらった。確かに普通のオンラインゲームならば、初期設定はなかなか面倒くさいものがあるため、初心者が一人で登録するのには骨が折れるかもしれない。

　長年オンラインゲームをやってきた奏にとって登録はお手の物であったが、ここはエリナの好意に甘あまえて登録を彼女に任せた。しかし今になって考えると、それは彼女の罠わなだったのだろう。

　そう思った理由は単純――本来ＡＷＰは、一度登録さえ済ませてしまえば、それ以降ゲームを始める際には毎回ＡＷＰの中に記録されているプレイヤーのアカウントデータを自動で呼び出だしてくれるのだ。

　すなわち、ＡＷＰのゲームに初期設定など存在しない。

「僕はバカか、何でこんな単純な罠に引っかかったんだ」

『では最初に武器を手に持ってください』

「だからうるさいよ！」

　こちらの気持ちも知らずにどんどん先に進ませようとするナビゲーターの声に、先ほどとは全く違ちがう負の感情を抱く。

「こうなった以上仕方ない。アバターは後でデリートしてもう一回作り直すとして、今はさっさとチュートリアルを終わらせるか。まずは武器を手に持つんだっけ？」

　言いながら、奏は左ひだり腰こしに吊つるされているいかにも初心者向けといった簡素な剣けんを、右手に持つ。

　彼が初期装備として選択したのはリボルバーソード――リボルバーの銃じゆう身しんの代わりに剣が付いたような、アニメやゲームでよく見かける独特なアレだ。このゲームにおいては、引き金を引くことにより、刀身から爆ばく発はつエフェクトを発生させることが出来るらしい。

『アバターを動かす方法はほぼ現実世界と同期しています。まずは目の前のターゲットを倒たおしてみましょう』

　相変わらずテンポのいいナビゲートボイスが終わると同時に現れたのは、全身ツルツルとしたボディに覆おおわれた、無機質で凹おう凸とつのない訓練用アバターだった。

「大した説明もなくいきなりかよ、最も早はやテンポがいいと言うよりいい加減な気がする……まぁいいや、とにかくこいつを倒せばいいんだよなっと」

　言いながら練習用アバターに走り寄り、奏なりにかっこいい攻こう撃げき方法――左上から右下に向け、剣を思い切り振ふりぬく。ついでにリボルバーソードに備わっている爆発の機能を使ってみたが。

「うおっ!?」

『お見事です。続いて詳しよう細さい説明に入ります』

「……不完全燃ねん焼しような倒し方をしてしまった」

　アバターを倒し、チュートリアルを進めることには成功した奏。しかしリボルバーソードでの攻撃は、ある意味大失敗していた。

　奏は練習用アバターの胴どう体たい半ばまで剣が埋うまった辺りで、引き金を引いて爆発を起こそうとしたのだが、脳が命令をだし体が動いたのは遥はるか後。剣が練習用アバターを一いつ閃せんの下もとに斬り捨てた後だった。つまり、リボルバーソードの記念すべき初爆発は、何もない空間に放たれるという悲ひ惨さんかつ恰かつ好こう悪わるすぎる結果に終わったのだ。

　――にしてもこのナビゲーター、何だかムカつくな。明らかにスカったのに『お見事です』とか……僕の事を舐なめているのか？

『まずはメニューウィンドウを開いてみましょう。左手を前へとかざし、メニューウィンドウと言ってください』

「ナビにイラついても仕方ないか……えーと、メニューウィンドウ！」

　奏が言われた通りにすると、黒を基調とした半はん透とう明めいの板の様なものが出現した。大きさはだいたいノートパソコンの画面くらい、そこには装備やステータスといった様々な項こう目もくが記き載さいされている。

『続いてステータスを選択し、一番下にある固有スキルを見てください』

「ステータスを選択して、固有スキル……固有スキル、これか？」

　メニューウィンドウのステータス欄らんに軽く触れると、新たに出現した少し小さめのウィンドウ。どうやら名前をステータスウィンドウと言うらしい。

　奏はそのステータスウィンドウの一番下に書いてある項目へと目を移す――そこに書かれていたのは。





固有スキル：ペインハザード（使用回数：１　対象：任意のプレイヤー一名）


　―使用者が対戦中に受けたダメージの０・７５倍の数字を、被ひ使し用よう者しやの右手装備攻撃力に付ふ与よする。また、効果時間は被使用者が攻撃行動を一回以上とるまでとする。






固有スキル２：イノセントホワイト（使用回数：１　対象：自プレイヤー）


　―このスキルを使用した場合、このスキルは今まで対戦した事のある任意のアバターの固有スキルへと変わる。その場合、変わった先の固有スキルはオリジナルからある程度の劣れつ化かをするため、オリジナルには決して匹ひつ敵てきする事はない。また、どの程度劣化するかはオリジナルの強力さに起因するものであり、基本的には強ければ強いほど劣化は激しい。








　目に入ったのは……奏の視線を捉とらえて離さなかったのは前者のスキル。

　攻撃を受ければ受けるほど威い力りよくを増し、こちらのＨＰが残りわずかならば、相手を一いち撃げきの下に屠ほふれる凶きよう悪あくかつ圧あつ倒とう的てきな力。

　だが、奏が本当に感じ入ったのはそのスキルの持つ凶悪な力にではなかった。

「あ」

　文字通り見た瞬間、心が躍おどった。

『固有スキルとはあなたの脳波を読み取って授さずけられるオンリーワンスキルです。類るい似じのものならば存在する可能性はありますが、完全に同じものは一つとして存在しません。また、あなたがアバターを作り直したとしても、同じ固有スキルが発現することはありません』

「あは……」

　説明を聞いて、心の中の何かが燃え上がった。

「あはははははははっ！　いいさ、もうアバター削除なんかしない……してやるものか！　〈ペインハザード〉――受けた痛みを相手に返す、僕に丁度いいスキルじゃないか！」

『以上でチュートリアルは終しゆう了りようです』

　水を差すように突とつ如じよ響ひびいてきた音声だったが、高鳴る胸の鼓こ動どうは最も早はや抑おさえられないほどとなっていた。

　奏が作りだした復ふく讐しゆうのためのアバター。そのアバターに授けられたスキルは、まさに復讐を具現化したようなものだったのだ。復讐を本気で望むなら望む程、そのスキルのありがたみは変わってくるだろう。

　よって彼は思う。

「イグニッション……固有スキルというシステムがあるこのゲームをやって、初めて心の底からよかったと思えたよ。僕はこのアバター……カナデと共に復讐を成なし遂とげて見せる」

　こうして世界最強という今はまだ届かぬ存在に対し、復讐の狼煙のろしを上げる一人の少女が誕生した。

　金糸の様な光こう沢たくを帯びて風になびく髪、どこまでも透すき通とおった青水すい晶しようのような瞳。一見すると聖なる騎き士しが佇たたずんでいるようにも見えるが、その少女カナデの口元は……。

「僕が強くなるための最初の踏ふみ台だい、それはお前だ……エリナ」

　酷ひどく歪ゆがんでいた。




　　　　　●●●




「なるほどな、この遺跡みたいな場所がホームエリア……ようはマイハウスみたいな感じで、装備の購こう入にゆうとかはこのＢＰってやつを使ってメニューから購入か。オーソドックスだな」

　チュートリアルから数分後、興奮状態だったカナデは少し落ち着いてきたのか、今は約束の時間までメニューウィンドウをいじったりしていた。

「お、ホームエリアの内装変えられるんだ……って、これにもＢＰが必要なのかよ、まぁ予想の範はん囲い内ないではあったけどさ。あとは肝かん心じんのオンライン対戦はどうやって挑いどむんだ？　本当にオンラインゲームって説明不十分だよな」

　と、わかりきったことに若じやつ干かんの愚ぐ痴ちを漏らし始めた時、メニューウィンドウ横のメールマークが光り始めた。おそらくメールを受信したのだろうと、カナデはメールマークをクリックしようとし――。

「あ、対戦ってこれか？」

　そのそばにあったデュエルマークをクリックした。

　すると現れたのはシナリオ、ＣＰＵ対戦、ローカル対戦、オンライン対戦の四つ。

「やっぱりか、というかシナリオも一応あるんだ。オンラインゲームのシナリオモードってあんまりやらないんだけど、暇ひまがあったらやってみようかな」

　カナデはさっそく対戦したい気持ちを抑おさえて、メニューウィンドウを先ほどの画面まで戻もどし、メールマークに今度こそ触れる。

「受信一件、送信者はエリリ……誰だこれ？」

　まさかいきなりスパムメールを受け取ったのだろうかと思いつつも、カナデはメールを開いてみる。





件名：エリリ

　　準備が出来たらこのメールに返信しろ、こちらからデュエルの招待をする。この私をあまり待たせるなよ！






「これ、エリナか？」

　待たせるも何も、対戦する約束は一時間後のはずだ。それにカナデの記き憶おくが確かならば、　その約束を持もち掛けてきたのはエリナ……エリリ本人のはずである。もちろん約束の時　間までまだ十分以上の猶ゆう予よを残しているにも拘かかわらず、この反応。

「こいつ、完全に待ちくたびれているだけだよな。話していて薄うす々うす感じてはいたけど、とんでもなく自己中心的な奴なのかもしれない」

　カナデはエリリからのメールを呆あきれながら見つつ呟つぶやく。

「でもまぁ、チュートリアルを済ませて基本操作は問題ない。それに固有スキルの発動方法とかも調べてわかったしな」

　調べてわかった固有スキルの発動法だが、どうやらイグニッションのオペレーティングシステムからのアシストを呼び出すために、システムコールなるものをして使用するらしい。

「だいたいのことはわかったから、もう対戦しちゃってもいいかな」

　やれやれ仕方ない。と、カナデはエリリに返信メールを作成し始めるが、内心は早く対戦したくて仕方がない――その一念に突つき動うごかされていた。

　カナデがメールを送信してまもなく、まるでメールが送られてくるのを待ち構えていたかのように、間かん髪はつ容いれずに返信がくる。





件名：招待

　　エリリ様からローカル対戦の招待が届いています。参加しますか？






　てっきりエリリからのものだと思っていたメールを開いてみると、送り主はイグニッション――要するにシステムからの物だった。しかし内容から察するに、これが件くだんの招待に間違いない。

　カナデがメール本文の下にある『参加』に指先で軽く触れると。

『フィールド移動から十秒後、対戦を開始します』

　という文章と共に、周囲がどんどんぼやけ始める。

「フィールド移動の演出っていう事かな？」

　言いながらカナデは思わず笑みを零こぼす。

　もうすぐ初の実戦が始まる。自じ称しよう強いと言っている奴は大たい概がいがたいしたことのない奴だと決まっているが、エリリは不思議とそんな感じはしなかった。むしろ妹の楓と同じく、何かを持っている……すなわち、非ひ凡ぼんな何かを感じさせられた。

　カナデは瞳を閉じて考える。

　――どれほど強いのかはわからないが、直感的に弱くないのは理解できた。相手が弱くないのなら、むしろ強ければ強いほど得られるものは大きいだろう。

「そう、僕ぼくの初勝利には相応ふさわしい相手だ」

　言って少女が目を開いた次の瞬間、景色は一変していた。

　あるのは辺り一面の埃ほこりっぽい荒こう野や。辺りに点在する枯かれ木き、まるで生命の存在を許さないと言っているかのような赤い大地。そしてその赤い荒野に立っているのは――。

「ほう、なかなかに可愛いではないか」

　リアルの髪かみ型がたのまま、色のみをピンク色に変えた鮮あざやかな髪を風になびかせ、ミントグリーンの瞳でこちらを偉えらそうに睨にらむ一人の少女。どこかゴスロリを思わせる、制服に似た肩かた出だしの服装の彼女は、ショットガンの先に巨きよ大だいな戦せん斧ぷを付けた様な武器を持って仁に王おう立ちしている。

　姿形は違えども、カナデにはハッキリと感じることが出来た――こいつの現実での名前はエリナ。この世界での名前は確か……。

「エリリも外見だけは可愛いんじゃない？」

「ふっ、言いよるわ」

「それで、どういうつもりなんだ？」

「どういうつもり……とは？」

　カナデは視界上部の左上と右上に現れた二つのＨＰゲージ、それぞれの下に存在するプレイヤー名を見ながら、本当にわからないといった様子で首を傾かしげるエリリに言う。

「どうして僕のアバターをかってに作ったの？」

「その事か、どうもこうもない。その方が可愛いだろう？　カナデという名前にもお似合いだ……それに」

　エリリは一呼吸ほど空けてから、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて続ける。

「その方がお前の可愛らしい声にぴったりだと思ったのだ。む、どうした？　そんなに渋しぶい顔をして……まさか、この私が直々に作ってやったアバターが気に入らなかったとでも言うのか？」

「最初は気に入らなかったけど……いや、今でも女の体は気に入らないけどさ。色々あってね、アバターを削さく除じよするわけにもいかなくなった。そういう意味を総そう括かつするなら、ある意味では気に入っているかな」

　カナデはやや自じ嘲ちよう気味に両手を広げながら、自分の体を見下ろす。

　そんな彼女を見て、エリリは何か察する所があったのか「なるほど」と小さくつぶやく。

「その様子を見ると、よほどいい固有スキルが発現したとみえる。もしくは、お前が女の体になれて喜ぶ変態だったか……ふっ、いったいどちらであろうな？」

　――いい固有スキル、か。

　確かにカナデは発現した固有スキルが気にいっている。二つある固有スキルの内の一つ、〈ペインハザード〉は心の底から望んだスキルと言ってもいい。だが、もう片方の〈イノセントホワイト〉は、とある事情から妹を連想してしまうため、あまり使いたいものではない。
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　――まぁ総合的に見たら、かなり僕に合ったスキルが発現したよな……というか。

「お前な、反省する気はないのかよ？」

「反省だと？　この私がか？　いったい何に、誰に対して反省しなければならないのだ」

「…………」

　ダメだこいつ、早く何とかしないと。

　カナデは一度大きくため息をついてから、挑ちよう発はつ的てきな目をエリリへと向ける。

「もういい、何でもないです。僕が悪かったです……だから、さっさと対戦しない？」

「ふっ、随分と自信がある様だな。私の装備はかなりランクが高いにもかかわらず、お前の装備は初期装備だ。今回は訓練の様なつもりの対戦だったのだが、お前の態度からするとまるで私に……」

「いいよ、本気で来て。そうじゃないと意味がない、僕の道は強者を踏み越こえた先にしか存在しない」

「よかろう」

　そして、両者の顔から笑顔や余よ裕ゆうといったものが消えた。あるのはこの場を包つつむ圧倒的な緊きん張ちよう感かんと、目の前の敵を倒すという両者から溢あふれる気き迫はくのみ。

　――相手の武器はリボルバーアックスだ。もちろん初期装備じゃないから、僕のとは違う特別な能力が隠かくされている可能性もあるけど、基本的な部分では同じはず。

　相手のプレッシャーに押されているのか、初の実戦に体が萎縮しているのか。カナデは自分でも気が付かない間にジリジリと後退していた。

　リボルバーソードとリボルバーアックスの違いとは、端たん的てきに言うならば攻撃の重さだ。剣と斧おの、単純に武器の重さから来る攻こう撃げき力りよくの違いは、かなりの脅きよう威いになるだろう。その点においては、カナデの武器に勝ち目はまるでないが。

　――僕の武器の強みは相手よりも速い事だ。斧はその性質上、大おお振ぶりの一撃を余よ儀ぎなくされる。その隙すきをついて攻撃すれば、素早さで有利な剣に軍配があがるはず。

　カナデは地面に足を踏ん張ばり、勝手に後退を続ける体を押しとどめる。

　相手の攻撃を誘ゆう発はつし、その隙をつくためには逃げていても仕方がない。取るべき行動は一つだ。

「攻撃しなきゃ何も始まらない」

　カナデはリボルバーソードを腰に吊るされた鞘さやから抜ぬき放ち、リボルバーアックスを前に突き出すように地面へと接地させているエリリへと砂すな埃ぼこりを上げ突っ込んでいく。

「なかなかに速い！」

　カナデのその姿を見たエリリから漏れた言葉は、純然たる称しよう賛さんだった。

　本物の体を動かすわけではないこの世界――ＡＷＰのゲームにおいての速さとは、イメージ力に他ほかならない。自分の中にある最速の自分、それをアバターへと重ねられるイメージ、ひいては想像の力こそが、そのままこの世界での速さや力になるのだ。

　その点において申し分のないものを見せたカナデだったが、弾だん丸がんの如き速度で地面擦すれ擦れを飛ぶように駆ける今の彼女の耳には、称賛など入ってくる余裕はなかった。

　カナデとエリリ、二人の距きよ離りはもう大分近づいてきている。そろそろ何らかの動作に移らなければ、相手の行動に対し何の行動もできなくなる……しかし。

　どういうつもりだ。

　と、カナデはいまだ何の構えも取らず、地面にリボルバーアックスを接地させているエリリを見る。

　まさか攻撃するつもりや、攻撃をよけるつもりがないのだろうか。

　いくら自信があるからと言って、イグニッションにおけるカナデはただの初心者。接待プレイのつもりで、初撃はあえて受ける……その可能性も決して否定は出来ない。

「だけどな、それを慢まん心しんって言うんだよ！」

　そっちがその気ならば。と、寸前まで考えていた作戦を捨てて先手を取ったのはカナデだった。

　彼女はエリリが間合いに入ったと感じるや否いなや、それまで構えていた剣を振りぬこうとした。




　突とつ如じよ砂埃を巻き上げながら爆発した地面。飛び散る岩の散さん弾だんに全身を強打され、赤い大地の上を転がるように数メートル後ろへとぶっ飛んだ。




「うっ……痛ぅ」

　カナデは砂埃に塗まみれた体をゆっくり起こす。

　――いったい何が!?

「倒れている余裕があるのか？」

「なっ」

　未いまだ何が起きたか理解していないカナデだったが、聞こえてきた声に体勢を立て直す。だが、立ちあがったばかりの彼女に迫せまるは、巨大な戦斧による神速の追おい討うち。

　先ほどの爆発で舞まい上がっていた砂埃、そのせいで出来た死角から襲おそってきた一撃に対し、初心者であるカナデが反応しきれるはずがない。

「～～～～～っ」

　リボルバーアックスの一撃はカナデの脇わき腹ばらへとクリーンヒットし、彼女の口からは声にならない声が漏れる。だが、エリリの攻撃はそれだけでは終わらなかった。

「吹ふき飛とぶがいい」

　エリリの余裕に満ちた笑顔。

　カナデがそれを見たと認にん識しきすると同時に、リボルバーアックスから激しい閃せん光こうにも似た爆発が巻き起こり……。

「まず――っ」

　気が付いた時、カナデの体はまたしても数メートル……否、前回受けた攻撃以上に後方へとぶっ飛ばされていた。

　彼女はすぐに起き上がろうとしたが、体が自由に動かない。

　いくらＡＷＰのシステムアシストによって、ある程度以上の痛みはカットされると言っても、痛いものは痛い。こればかりはどれだけ長い時間ＡＷＰのゲームをやっていても、慣れるものではなかった。

「防戦一方、ちがう。防ぼう御ぎよすら出来ていないじゃないかっ」

　悔くやしさに歯を食いしばるが、目の前の現実は変わらない。先ほどまでは自分が負けるビジョンを思おもい浮かべていなかったカナデだが、逆に今では勝つビジョンが思い浮かばない。

　エリリの先ほどの一連の攻撃――接地させていたリボルバーアックスを爆発させることにより、痺しびれを切らせて突っ込んできたカナデを迎げい撃げき。その後は砂埃に紛まぎれて瞬しゆん時じに近づいてから脇腹へ一閃、締しめの一撃にリボルバーアックスの爆発を本来の用よう途とに使う。

　流れるような技わざの繋つなぎは素人しろうと目めから見ても、見事としか言えない連係だったが、まだ受けた攻撃はワンセットのみ。

「まだ勝負はこれからだ」

　と、一度心を落ち着かせるために自分とエリリのＨＰゲージを見つめるカナデ。結果的に言うのなら、その行動は余計に心を揺さぶるだけとなった。

「ＨＰがもうレッドゾーンまで減ってる!?」

　痛つう烈れつな連撃をお見み舞まいされたからと言って、通常のゲームで一気にＨＰバーがレッドゾーン……すなわち、残り僅かなところまで持っていかれることはあり得ないのだが、現状カナデの前ではそのあり得ない事態が起きていた。

「何で、たったワンコンボであんな……」

「ふはははははははははっ！　何を不思議そうな顔をしているのだ！」

　カナデがＨＰバーの異常な減少に戸と惑まどっていると、その前にゆっくりかつ自信満々に高笑いしながら現れ、言葉を続けるエリリ。

「お前は基本的な事を忘れているぞ」

「基本的なこと？」と、首を傾げるカナデを見下ろす様に胸を反らして、エリリは悠ゆう然ぜんと言う。

「さっき言ったであろう……お前の装備は全すべて初期装備、一方の私はハイランク装備。言っては悪いが事実なので言わせてもらおう！」

　ズビシっ！

　まるでそんな効果音でも出そうな勢いでカナデを指さし、彼女は言う。

「この私の装備の前では、今のお前の装備は紙の様なものだ……ふははははははっ！」

　エリリは戦斧を横に一薙ぎしてから背中のホルダーへとしまう。武器をしまった所を見るに、もう勝ったつもり……いや、仮にカナデが攻撃してきたとしても、彼女の武器の攻こう撃げき力りよく程度では、自分にダメージは与あたえられないと確信しているのかもしれない。

　――確かに今の装備じゃ、今の攻撃力じゃエリリには脅威でも何でもないのかもしれない。でも……。

「油断大敵なんだよ！」

　それはあくまで、カナデの攻撃力が今のままであればの話だ。

「システムコール！」

　未だ不敵に笑っていた相手の隙を突くかのように彼かの女じよは飛び出すと、剣をひたすら前へ、少しでも早く切先を当てるように突き出す。

「固有スキル〈ペインハザード〉！」

　途と端たん、どす黒くひたすら禍まが々まがしい血の様な赤色が、カナデの右手に装備されたリボルバーソードへと纏まとわりついて行く。まるで何なん匹びきもの蛇へびが纏わりつくかのようなエフェクトは、見ていて醜しゆう悪あくそのものだったが、彼女は不思議と信しん頼らいにも似た何かを感じることが出来た。

「固有スキルだと!?」

　気を抜いていたが故ゆえに生まれたエリリの隙。

　その隙を狙ねらい打うったことにより、カナデは絶対的な勝利を確信した。

　――これなら行ける！

　切先から体を一本の矢の様にして突とつ撃げきするカナデ。

　当たれば必殺とはいかないまでも、相手のＨＰバーをかなり削けずれるであろう魔まの一撃は――。

「ぐっ!?」

　カナデの意思とは裏腹に決して届くことはなかった。

　リボルバーソードから消えていく赤いエフェクト。その代わりに残ったのは、胸に残る戦斧で切り付けられたかのような感覚、そして視界に浮かぶＬＯＳＥの文字。

「何で、エリリは武器を振ってないどころか……しまったままなのに」

　不可解な衝しよう撃げきとＨＰ減少、そしてイグニッションにおける初めての敗北に心を揺ゆさぶられながら、カナデは徐じよ々じよに感覚のなくなっていく体を赤い大地に横たえるのだった。




　　　　　●●●




「ふはははははははははっ！」

　奏の敗北により幕を閉じたイグニッションの一戦から数分後。

「ふははははっ！　どうだ？　この私の強さがわかったであろう！」

　高笑いと共に永遠と繰くり返かえされる、エリナの自じ慢まん話ばなしに奏は耳を傾かたむけていた。

　もっとも彼かれは自分を負かした相手の自慢話など、全く聞きたくないのだが彼女が止まらないので仕方ない――あと、笑うたびにおっぱいを揺らすのは止めて欲ほしい。

「ふははははははははははははははははははははははっ！」

「…………」

「ふぅうううううははははははは――っ」

「あぁ、もう！　うるさいよ！　いい加減にしろよ！　いつまで笑ってるんだよ!?　壊こわれちゃったの？　壊れたラジオになっちゃったの!?」

「む、いつまでも黙だまっているから心配していてやったというのに、なんだその態度は！」

「心配してる態度じゃなかったよね!?」

　エリナの態度に若干イライラし始めた奏が、ビシッと音でもしそうな軽快なツッコミを入れ、さらにそこからツラツラ文句を吐はき出そうとしたまさにその時。

「だがまぁ」

　文句を言うよりも先に、奏はエリナに優やさしく抱だきしめられていた。

「初心者にしては頑がん張ばったのではないか？　偉いぞ、奏」

　その抱ほう擁ようは――その抱擁を行うまでの過程があまりにも自然で、奏は抱きしめられてからもしばらくの間、いったい何が起きているのか理解出来なかった。感じるのは先ほどまで自己主張し、現在ではそれ以上に自己主張しているおっぱいの柔やわらかさで。

「……って、放せよ！」

　しかし、しばらくするとようやく意識と理解が追いついて、抱擁からの脱だつ出しゆつに成功する。

　――な、なにやってんだこいつ！

「ふはははははは、反応が相変わらず可愛かわいいではないか！」

「う、うるさい！」

　ほんとに駄だ目めだこいつ、色々と早くなんとかしないと。

　奏は話す度に低下していく、エリナの印象に内心溜ため息いきをつきつつ考える。

（エリナと話していても無む駄だっていうか……こいつの頭が残念な事が判明した以上、要点だけ聞いてさっさと帰るか。その方が僕の精神衛生上もよさそうだし）

「あのさ、エリナ」

「なんだ？」

　奏が聞きたい要点とは、イグニッションにおける先ほどの戦いの事だった。

　最後の最後、カナデが固有スキルを発動して突っ込んだあの時、奏にはどうしてもわからない不可解な点があったのだ。

「さっきの戦いの事なんだけど」

「戦い……それは先ほどの舌ぜつ戦せんのことか？　それともイグニッションの……」

「イグニッションだよ！　わかろうよ、それくらい！　っていうかわざとだよね？　僕をおちょくるつもりで、わざと言ってるよね？」

「っ……い、いや……そんなことは、まぁ……ふ、ふははははははっ！」

「わざとかよ!?」

　桜月エリナ、やはり只ただ者ものではない。もちろんプラスの意味ではなくマイナスの意味でだが……ってしまった。エリナのネタだかボケだかに流されて、またズルズル会話が引き延ばされてしまっている。と、奏は左右に数回首を振り、気持ちをリセットして会話を戻そうとするが。

「それで、先の戦いにおいて聞きたい事とは何だ？」

　向こうから勝手に会話を戻された。

　自分から会話をずらしておいて、気の向くままに会話を戻す。完全無欠の自己中、きっとエリナの様な奴やつが暴君と呼ばれて恐おそれられるのだろう。

　彼女のそんな振る舞いにだんだんと慣れてきた奏は、もうツッコミを入れる事もなく聞きたい事だけを聞く。

「さっきの戦いの最後、どうして僕のＨＰはゼロになったの？」

　そう、聞きたい事とは詰つまる所それだった。

　先ほどの戦い、最後の最後でカナデのＨＰはゼロになった。ここだけ抜ばつ粋すいするのならば、特におかしい事はないのだが、攻撃を受けていないのにという言葉を付け足すと、その異常性は明らかになってくる。

　あの瞬しゆん間かん、カナデのＨＰは自然に減少しゼロになったのだ。奏が認識していた限り、特におかしかったことは……。

「っ」

「何か気が付いたようだな？」

　おかしな点ならあった。

　先ほどのあの戦いの中で、一つだけおかしな点が。

　それはカナデのＨＰが減少する間ま際ぎわ、胸に感じた不自然な衝撃。何もない空間にも拘わらず、まるで何か重いものを叩たたきつけられたかのような感かん触しよくを彼は味わっていた。おそらくあれは。

「固有、スキル？」

　これしかないだろう。

　奏が確信を持っていうと、エリナはまたしても自じ慢まんげに高笑いしながら説明し出す。

「私のアバター　エリリの固有スキルは〈インビジブル・ナイツ〉」

　言いながら彼女はポケットからスティック状の端たん末まつ――バーチャルフォンを取り出だし、上側についているボタンを押おす。

　するとスティックの側面からホログラフィックボードが出現し、それを操作していく。そして見せられたのは、彼女が持つ彼女だけに許された力。





固有スキル：インビジブル・ナイツ（使用回数：無限　対象：自攻撃）


　―自分が行った攻撃のダメージを不可視の形にして空間に固定する。固定された攻撃にプレイヤーが触ふれた場合、触れたプレイヤーはその分のダメージを受ける。なお、空間固定は同時に五つの攻撃まで可能。固定された攻撃は何かに触れるか、六つ目を固定した段階で消える。六つ目を固定した際は古い順に上書きされていく。








「なるほどね……恰かつ好こうつけて横に斧を振っただけだと思ったあの時に、固有スキルを発動させてたわけか」

「そういうことだ、この私の偉い大だいさがわかったであろう？」

「あれ、でも固有スキル特有の発光がなかった気がするけど」

　エリナから見せられたスキルならば、確かに謎なぞのＨＰ減少には納なつ得とくがいく。しかしそれが固有スキルによる攻こう撃げきだというのならば、特有の発光が起きなければおかしい。にもかかわらず、奏が覚えている限りそんな発光はなかった。

「上級者が隠しパラメータと呼んでいるものが、固有スキルにはあるのだ」

「隠し、パラメータ？」

「すなわち、隠おん密みつ系であるか否か。この場合、私の固有スキルは隠密系に分類される。よって私のスキルは、発動する際に発光エフェクトがないという訳だ。そしてあと一つ、これはどの固有スキルにも当てはまる事だが、『システムコール云うん々ぬん』言わなくても、脳内で技の発動をイメージすれば、固有スキルの発動は可能だ。覚えておくがいい」

　負けた理由を認識しつつ、奏は悔しげに「覚えておくよ」と返事する。

　――まさか、負けた理由を改めて聞くのがこんなに悔しい事だと思わなかった。きっとそれだけ、僕がこのゲームに本気ってことなんだろうけど。

「ところでさ」

　打って変わって明るい調子で話を振ふる奏。

「そのバーチャルフォンって新機種だよね？」

「む、これか？　いかにもそうだが」

「見せてくれない？」

「ふっ、なんだ？　そのものほしそうな眼めは！　だがよいぞ、見せてやろう！　副会長就任祝いだ！」

「就任祝いショボイ！　というか、僕ってもう入会した事になってるの!?」

　こうして、江馬奏の最初の同好会活動は終わりを告げた。




　　　　　●●●




　その日の夜、江馬家リビングにて。

「という訳で同好会に入りました。これでＡＷＰ使っても問題ないでしょ？」

「…………」

「ほら、活動に一いつ生しよう懸けん命めい打ち込むためには家でも自主練しないと駄目だしさ」

「…………」

　あきれ返ってもはや何も言い返せないといった様子で、ひたすら茫ぼう然ぜんとしている江馬母に対し、奏はかつてないほど爽さわやかな笑みを浮かべて続ける。

「これからは母さんが言った通り、同好会に力を入れて高校生活を充じゆう実じつしたものにするよ！」

　ダメ押しに素す敵てきなサムズアップまで決める奏。普ふ段だんからは考えられないテンションとノリの彼を見て、しばしの沈ちん黙もくのあと江馬母は言う。

「奏ちゃん……バカだけど、時々頭いいよね」

「あ、それ楓も思った」

　江馬母に同調して頷うなずくのは、ソファーで寝ねそべってゲームをしている物体エマカエデ。

　二人のガールズトークが開始されると同時に、話は以上とでも言うかのように彼女たちに背を向けて歩き出す奏。目的地はもちろん地下にあるＡＷＰ。

「……ふっ、神は僕に味方している」

　エリナではないが、今の奏は高笑いでもしたい気分だった。

「母さんに禁止にされたＡＷＰを家で合法的に使用出来るだけでなく、楓に勝つために強くなる場も提供される」

　同好会に入ってよかった。と、今の奏はそればかり考えていた。

「正直、家でＡＷＰをやっていいか聞きに行ったときは、どうせ駄目だと思ってたけど」

　こんなにもうまく行くとは思わなかった。と、奏はあふれ出る笑みを隠そうともせずに歩き、そして階段を降り、目的地に着いた所でＡＷＰを見つめながら言う。

「同好会、正直面めん倒どうくさいってのがまだあるけど」

　――それでも。

「明日から面白おもしろくなりそうだ」







第三章　襲しゆう来らい







　翌日、奏かなでがもっとも嫌きらいな時間帯のもっとも嫌いな授業。すなわち五時間目の体育を終えた後、なんだかんだ楽しみにしていた同好会に向かうと、部室の中には相変わらず現実離ばなれした髪かみをした少女、桜さ月つきエリナが居た。

　二人が数分ぶりの邂かい逅こうを果たすと同時に時間が止まる――なぜなら。

「…………」

「…………」

　真っ白で傷一つなく、まるで運動した後の様にほんのりピンクの肌はだ。胸は大きくはないが小さくもない、しかしとても美しいバランスで成り立っているそれは、まさに美乳と言うにふさわしいだろう。

「…………」

「…………」

　つまり、桜月エリナは裸はだかだった。

　すっぽんぽんだった。

「お、お前！　何で裸なんだよ!?」

「体操着のままだったので着き替がえていたのだ……そ、そんなことより、最初に言う言葉がそれか！　いいから早く出て行け、この愚おろか者ものが！」

「おろかも……ぐふっ!?」

　奏が言い返そうとする間際、顔に勢いよく飛来したものが視界をふさぐ。

「お、おわ!?」

　突とつ如じよ暗転した視界にパニックになって数歩下がるうちに、足を絡からませ床ゆかに尻しりもち、おまけに背後の壁かべに頭を打ち付け、最悪なコンボに頭を抱かかえて唸うなっていると、扉とびらを思い切り閉める音と共にエリナの声が響ひびいてくる。

「お前はノックというものの存在を知らんのか！　それともお前に対する認識を、女の裸が大好きな変態だと改めた方がよいのか？」

「変態って……」

　さすがに言われ放題で頭に来た奏は、顔にかぶさっている物体を取とり払はらって横に投げながら言う。

「どう考えてもお前の方が変態だろ！　何で裸なんだよ!?　痴ち女じよかよ！」

「ち、痴女だと!?　この私が痴女だというのか、お前は！」

「いやいやいや、どう考えても痴女だろ！」

　大音量で行われる二人の言い争いに、周りの部室から野や次じ馬うまがちょこちょこと出現し始めるが、それでも彼らの戦いは止まらない。むしろヒートアップするばかりだった。

「私が痴女ならお前は何だ……そう、覗のぞき魔ではないか！　この変態めが！」

「変態って、変態にだけは言われたくない！　それに僕が変態的興味を持つのは二次元の女性だけだ！」

「十分変態ではないか！　ふっ、ついに尻尾しつぽを掴つかんだぞこの変態め！」

「変態変態うるさいよ！　そう言う方が変態なんだよ！」

　奏は少し周りの視線が気になってきたので、テンションを下げつつ言う。

「だいたいさ、裸になるならなるで鍵かぎくらい閉めろよ」

　エリナの性格からして、絶対に言い返してくるであろうと思っていた彼だったが、実際に返ってきた反応は意外も意外。

「うっ……そ、それは」

　そしてその反応だけで奏は確信した。

　――こいつ。

「鍵を掛かけ忘れたのか？」

「…………」

「…………」

　なるほど、これだけ言い争ったのになんて微び妙みような終わり方なのだ。

　呆あきれを多分に含ふくんだ微妙な表情の奏は取りあえず尻もち状態から、二足歩行状態に移行。

「まぁなんだ、これから気を付けろよ……それと、見ちゃってごめん」

「む、それはその……私もすまなかった」

　これで一件落着か。と、奏が胸を撫なで下おろす間もなく、彼にはまたしてもトラブルが襲い掛かってくる。

「か、奏！　まだそこにいるのだろう？」

「居るけど、なんかよう？　早く中入りたいから、着替え終わったら呼んでよ」

「ふっ、ふはははははははははははははははははっ！」

　突とつ如じよ響ひびきわたる恒こう例れいの高笑い。だがしかし、今回の高笑いはいつもと少し違ちがって若じやつ干かん声が震ふるえていた。まるで何かに焦あせっているように……開き直りの笑みの様に。

「愚かだな、奏！　着替えたくても出来ないのだ！」

「…………」

　――ん、意味がわからない。

「なぜなら、この私の偉大なるスカートは今現在、お前のもとにあるのだから！　ふぅうううはははははははははははははっ！」

　最後まで聞いても意味がわからなかった。

「いや、それってどういう……っ」

　どうもこうもない。

　奏は自分の思考で自分の言葉を打ち切るようにし、先ほど顔面めがけて飛来した物質へと手を伸のばす。触さわった感触は布、彼が恐る恐る両手でそれを開いてみると――。

「こ、これは!?」

　どうやらただのスカートの様だ。

「お、お前！　変なことをしていないだろうな!?」

「してないよ！　変なことってなんだよ!?」

「それは、その……変なことは変なことだ！」

　またしてもそんな言い争いが勃ぼつ発ぱつし、『ＡＷＰ同好会は変態の集まり』という噂うわさが流れだすまでの三十分間、事態はまったく収しゆう拾しゆうしなかった。




　さて、何はともあれ事態の収拾がついてから数分後――奏がドアを少し開けた隙すき間まから、スカート穿はいてない少女にスカートを手て渡わたすという、なんとも言えないプレイに少し興奮してから数分後。

「今日は無駄に時間を食ってしまったからな、さっそく同好会を開始しようではないか！」

　時間を食ったのは、主にお前のせいな気がする。とは言わずに、奏は「お～っす」と一言。少しでも早く楓かえでを倒たおしたい彼としても、貴重な時間を無駄にしたくはなかったのだ。

　それに性格はどうあれエリナは強い、圧あつ倒とう的てきに強い。そんなよき対戦相手が居るのだから、彼が少しでも長い時間イグニッションをやりたいと思うのは当然の帰結だろう。

「よし、ではさっそくイグニッションを――」




「邪じや魔まするわ！」




　開始しようとしたところで、新たな闖ちん入にゆう者しやによってその試みは妨ぼう害がいされた。

「たかが同好会にＡＷＰが二つ、相変わらず無駄ね」

　扉をバンっと開いて入ってきたのは小こ柄がらな少女――左右をリボンで結ゆった黒くろ髪かみツインテール、勝気そうな目からどこか猫ねこを思わせる色々と小さい少女だった。現に初対面である奏も「なんだか黒くろ猫ねこみたいだな」と、どうでもいい感想を持ってしまったほどだ。

「明あけ火びか、いったい何の用事で来たのだ。この前言われた件ならば、全面的に却きやつ下か、阿あ呆ほうにかまっている暇ひまなどない！」

「だ、誰だれが阿呆よ！　エリナの癖くせにあたしにそんな口利いて、許さないんだからね！」

　両手をつっぱって精せい一いつ杯ぱい怒いかりを演出する少女、そんな姿はより一層彼女の姿を猫とだぶらせた。しかしそんな可愛らしい黒猫少女の事など気にせず「ほーう」と腕うでを組み、相手を威い圧あつするオーラを発しながら、少女へと近づいていく影かげが一つ。

「誰が、誰を許さないだと？」

　まるで王者の様な貫かん禄ろくを出し、超ちよう上うえから目線で少女に重圧をかけるのは桜月エリナ。

「え、えと……それは……それはっ」

「それは、なんだ？　早く言うといい」

「あ、あうぅ……」

　エリナの重圧にやられて涙なみだ目めになり、プルプルと震えだす少女。要するにビビりまくりだった。

　そんな二人の様子――主に謎の少女の様子を見ていた奏は、その印象が黒猫から小こ猫ねこに変わった辺りで、二人の会話に参加する。

「ちょっといい？」

「なんだ？」

　反応したのはエリナのみ、奏もエリナに話しかけたつもりだったので好都合だったのだが、全く反応しなかった少女が気になったのでちらりと見てみると。

「こ、怖こわくなんてないんだから……か、勘かん違ちがいしないでよね……ぐすっ」

　何やらボソボソ言いながら目元をぬぐっている、つまり泣いていた。

「…………」

　奏はしばしそんな彼女を茫然と見て、「メンタル弱すぎだろ！」と軽快な突っ込みを入れようとするが。

「おい、奏。人を呼んでおいて何の用だ？　私を無視するんじゃない」

「ん、あぁ」

　いつの間にかエリナが隣となりに立っていたので、その突っ込みは不発に終わる。

　――別に突っ込みがしたかったんじゃないけど、この同好会に入ってから何故なぜか突っ込まないと落ち着かないんだよな。

　変な癖がついていたら嫌いやだ。と考えつつ、奏はエリナに用件を話す。

「大したことじゃないんだけどさ、この人誰？」

「む、お前は明火とは初対面な――」

「よく聞いてくれたわね！」

　エリナの言葉を断たち切きる活発そうな声。

　奏がその声の聞こえてきた方を見ると、部室の隅すみにある机の上に乗り、腰こしに手を当てて絶望的なまでに小さい絶ぜつ壁ぺきおっぱいを反らす少女が居た。

　この少女、先ほどまで泣いていたのになんという立ち直りの早さ……そして、移動の速さだ。

　奏は先ほどとは違う意味で茫然としつつ、今から何かを言おうとする少女を見る。

「あたしは英語科二ね――」

「おりろ」

　恰好つけたのであろう少女の自己紹しよう介かいは、無む慈じ悲ひな声――すなわちエリナの声によって止められる。しかし、それでもめげずに少女は、己おのが自己紹介をし続けようとする。

「あ、あたしは英語か――」

「いいから机の上から降りろ」

「あたしは……その、英語科で」

「お、り、ろ」

「あ、あぅ……」

　頑張って格かつ好こういい自己紹介をしようとしたのだろうが、またも体をぷるぷるさせて机の上からとてとて降りてくる。最も早はやデフォルトとなった涙目も当然忘れていない。

「ふ、ふん！　仕方ないから言う事聞いてあげただけなんだからね！　別にあんたが怖くて降りたわけじゃないんだから、勘違いしないでよね！　バーカ、バーカ！」

「誰が、バカ、だと？」

「え、それは……その」

　またしても同じ展開、というか先ほどからループしている話の流れに、奏はいい加減痺れを切らし――。

「話を進めろよ！　お前ら何なの!?　バカなの？　まともな会話出来ないの!?」

　部室に元気のいい声が響くのだった。

「む、私を真性と同じにするな」

「誰が真性よ!?」

　またも始まりそうな言い争いに、奏はうんざりしながら言う。

「もうわかったから、とりあえず自己紹介だけでもしてもらっていいですかね？」

「ふん！　そんなにあたしの事が知りたいの？　これだから愚ぐ民みんは……」
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「あ、じゃあいいです」

　少女の事がすでに面倒くさくなり始めていたため、かなり適当なものとなった奏の切り返しに焦ったのか、少女は急にわたわたしだす。

「なによぉ！　ちゃんと聞きなさいよね！」

　――こいつ、聞いてほしいのか聞いてほしくないのか、どっちなんだ？

　いずれにしろ分かることがある。それはこの少女が凄すさまじく面倒くさい奴だという事、それも桜月エリナに匹ひつ敵てきするくらい。

「類は友を呼ぶ、か」

「え？」

「いや、何でもない」

「ふん！　なら聞きなさい！　あたしは英語科二年Ａ組、紅くれ葉は明火よ！　別に覚えて欲しいわけじゃないんだからね、勘違いしな――っ」

「誰も勘違いはしない。それで明火、お前は何のためにここに来たのだ。この私の大いなる時間を無駄にしたのだから、それなりの理由があるのだろうな？」

　結局最後まで自己紹介をつぶされた明火が、またしてもぷるぷると震えだしたため、このパターンは……と、奏はこれから起こる事象を予見していたが、彼女が泣きだすことはなかった。

「ふん！　理由ならあるわ！　前も言ったわよね？　あんたの同好会にＡＷＰは二台もいらないって」

「確かに言われた、だからどうしたのだ？　まさかまたＡＷＰを一台、お前のＡＷＰ研究部によこせなどと言うのではないだろうな？」

　会話が進むようになってよかった。それに紅葉さんって、ＡＷＰ研究部の人なんだ。と、全く自分と関係ない会話を聞くかのように、呑のん気きにボケっと二人の会話を聞いていた奏だったが、明火の次の一言によりそんな心構えで会話を聞いているのが、大きな間ま違ちがいだった事を知る。

「結論は同じだけど、少し違うわ。来週の月曜日、あたしの部活とあんたの同好会で勝負して、あんたが負けたら部室ごとＡＷＰを全部もらうわ。要するにあんたの同好会は廃はい部ぶ」

「「なっ!?」」

　これには今まで呆ほうけていた奏も、エリナと声をそろえて驚おどろくしかなかった。

「お前はついに狂くるったのか？　そんな事をこの私が承しよう認にんするはずが――」

「そう言うと思ってこれを持って来たわ、しっかり読みなさいよね！」

　言って突つき出されたのは白い紙に、サインと印いん鑑かんが押されたもの。

「これは、生徒会同意書……だと？」

「そういうこと。それに今はどうだか知らないけど、一昨日まで一人しかいなかった同好会だったし、試合も何にも出てない実績なしの過か疎そ同好会が存在している方がおかしいのよ」

「た、確かに」

「お前は何を頷いているのだ、この愚か者め！」

　思わず頷いてしまった奏に、すかさずエリナからのツッコミが入った。

　だが彼が咄とつ嗟さに頷いてしまったのも無理ないだろう。なにせつい最近までこの同好会は実際、メンバーが会長であるエリナ一人という異常な状態だったのだから。さらに言うのなら、そんな同好会に高価なＡＷＰが置いてあるという状じよう況きようも異常だ。

　そう考えれば明火が言っていることは、至し極ごくまっとうなことなのである。

「とにかくそういう事だから、覚かく悟ごしておきなさいよね！」

　エリナが怒おこりつつある気配を的確に感じ取ったのか、明火は言うだけ言うとそそくさと部室を後にする。

　部室に残ったのはこの同好会のメンバーである二人と、その間に横たわる凄まじく気まずい空気だけだった――エリナは完全に怒ど髪はつ天てん状態なのか、明火とは違う意味で体をぷるぷるさせている。

　こんな空気の中で長時間過ごすくらいなら、先ほどの件について地じ雷らいだとわかっていても踏ふみ抜ぬいた方……聞いた方がいい。

　奏は恐る恐るといった様子でエリナの方へ向き直ると、軽く名前を呼んでから続ける。

「あんな事言ってたけど、どうするの？」

　聞かなくてもわかっている事だったが、空気を少しでも良くするためには会話が必要だ。しかし聞いてから奏は思った――もう少しまともな会話のチョイスをすればよかった。と……なぜならば、この質問の答えは本当に聞く前からわかりきっていたのだから。

　委員長としての彼女ではないこちらの彼女と会ったのはまだ最近だが、それでも彼にはわかる。こういう時、彼女ならば……桜月エリナならばどのように答えるのかを。

　おそらく彼女はこう答えるだろう。

　腕を組み、自信満々な笑えみを浮うかべ――。

「ぶっ潰つぶす」

　あれ？

　と、思わず首を傾かしげる奏。

　――きっと「奏！　練習だ、一刻も早く練習をするのだ！」とかいうと思っていたのに。

「この私に刃は向むかう者は……この私の前に立ちはだかる者は、一いつ切さいの区別なく、一切の容よう赦しやなく潰す」

　エリナが口にしたのは予想外に過激な言葉だった。だがこれはこれで、彼かの女じよらしいと言えば彼女らしいのかもしれない。

「奏！」

「え、はい！」

　不意打ち気味に名前を呼ばれたせいで、思いのほかいい返事をしてしまう奏。

　彼は自分自身のその反応に頬ほおを赤く染めるが、エリナはそんな事など気にしてくれない。

「百回やっても明火になら百回勝てる……と言いたいところだが、奴は……奴が操あやつるアバター　モミジは強い。おそらくこの私と同等かそれ以上の力を有している」

「エリナ、以上？」

　前回戦ったときに、初期装備云々を抜きにしたとしても非ひ凡ぼんな力を感じたエリナ。その彼女よりも強い力を持つ存在が居る。

　奏にはその事がいまいちピンと来なかった。

　もちろんエリナより強い存在が山ほどいることは、彼だってわかっている。現に彼の妹などが最も身近な例だろう。よって心のどこかで信じたくなかっただけなのかもしれない――自分を初めて負かした相手よりも、強い奴が居るという現実を。

「あ」

　エリナより強いとは、具体的にどれほどの強さなのか考え出してから数秒。

「やはりそれはないな」

「は？」

「明火ごときが、この私と同等以上の力を有していることなどあり得ん。よくて私と同等、もしくは少し下くらいの実力だな」

「って、台無しだよね!?　結局何が言いたかったの!?　ただ自慢したか――」

「確かなことは！」

　奏の言葉は、突如語調を変えたエリナの強い言葉に打ち切られる。

「確かなことは……奏、私はお前の力を信用している。気が付いてはいないかもしれないが、お前のセンスは圧倒的だ。私は私を信じている――よって、私自身が信じているお前が居れば、万が一にも負けるはずはない……ふ、ふはははははははははははははっ！」

　エリナと奏が揃そろっていれば万が一にも負けるはずがない。

（僕ぼくの事をそこまで信じてくれるのは嬉うれしいけど、それって特に何の保証もないあやふやな自信みたいなものだよな）

　相変わらず「ふはははははっ！」と笑い続けるエリナに、奏は本当にこのままで大だい丈じよう夫ぶなのかと、いよいよ心配になってくる。

　仮にこの同好会がつぶれでもしたら、昨日江え馬ま母に言って聞かせた家でＡＷＰをやる大義名分がなくなるだけでなく、自らの腕うで前まえを磨みがく場所すらなくなってしまうのだ。

「ん、あれ？」

　――ちょっと待て、そうしたら紅葉さんのＡＷＰ研究部に入ればいいんじゃないか？　それに正直腕前だけなら、値段さえ気にしなければゲームセンターでも……。

「奏、何やら難しい顔をしているが、どうかしたのか？　悩なやみ事ごとがあるのなら、この私が特別に相談に乗ってやろうではないか！　ふはははははははははははははははっ！」

「…………」

「む、なんだその呆れた目は！　私を侮ぶ辱じよくする者は、誰であろうと許さんぞ！」

　奏の内心などお構いなしに偉えらそうな物言いをするエリナ。

　今もいつでも自分の事しか考えていないであろう少女を見て、奏は思うのだった。

　――まぁいいか、同好会の方が居い心地ごこちよさそうだし。

「何を黙だまっているのだ奏！　返事をしないという事は、さてはやはり図星だ――」

「あぁもう、うるさいよ！　どうしたの!?　そんなに喋しやべってどうしちゃったの!?　口の回転止めるブレーキ壊こわれちゃったの!?　それとも口の回転率下げると爆ばく弾だんが起き爆ばくしちゃったりするの!?」

「…………」

「急に黙るの止めようよ！」

　これでは滑すべったみたいでとても恥はずかしい。

　奏が頬を真っ赤に染めて俯うつむいていると、再びエリナが喋りだす。

「とにかく奏、お前に足りないのは実戦経験だ！　よって、今から時間が許す限りイグニッションで勝負するぞ！　ふ、ふふ……ふはははははははははははははははははっ！」

　――わ、笑いどころがわからない。それに急に黙ったと思いきや、今度は急に話が変わる。本当にエリナはフリーダムだな。

　絹糸の様に滑なめらかで美しいエリナの銀ぎん髪ぱつが笑い声に合わせて揺ゆれるのを、奏は苦く笑しようまじりに見て思うのだった。




　　　　　●●●




　時は明火が部室へと襲来した日の夜、場所は江馬家の一室。

「どうしてこうなった」

　江馬家二階にある自室にて、奏はオーソドックスなパジャマに身を包つつみ、頭を抱えながらベッドに横たわっていた。

　部室に明火がやってきた一件の後、奏はエリナの案に賛同し二人でひたすら対戦を始めたのだった――試合の形式は全すべて、これでもかというほどに一対一のＨＰ全損デュエル。対戦形式の中には、マップ中央にあるフラッグを四つ自じ陣じんへ持ち帰った方が勝ちという、通常の対戦とは毛色の違うものなどもあったため、それらもやりたかったが……暴君エリナのお達しなので仕方がない。

　余談だが、ひたすら同じ対戦形式をやり続け、奏をひたすらボコボコにし、ひたすらに高笑いを上げるエリナは、とても生き生きとしていてとてもエリナらしさが滲にじみでていた。

　――まぁ嫌ってほど対戦やったおかげで、僕もかなりイグニッションになれてきた。

「って、今はそんなことを考えてる場合じゃない！」

　そう、今の奏にはとんでもない脅きよう威いが迫せまっているのだ――それは。




『ふははははははははははははははははははっ！　いいお湯であったぞ、奏の母上よ！』




「き、来た」

　遠くから聞こえる声に、奏の声は某ぼう大だい怪かい獣じゆうか、巨きよ大だいで特とく徴ちよう的てきなシルエットの某ぼう使し徒とが来らい襲しゆうしたかのように震えていた。

　理由は単純である――明火の一件の後に対戦しまくったという話には続きがあるのだ。あの後、まだ奏のイグニッションにおける慣れに納得のいかなかったエリナは、彼かれにこんなことを言ってきた。

『奏、十八時半に校門前に集合だ。今日はお前の家に泊とまり込んでイグニッションの対戦をする……ありがたく思うのだぞ、ふはははははははははははははははははははっ！』

　エリナの高笑いと、有う無むを言わさぬ様子を思いだし奏は言う。

「全っ然ありがたくねぇええええええええええええええええええええええええええっ！　え、何!?　だいたい何!?　高笑いする要素はどこにあったの!?　エリナさん年とし頃ごろの女の子だよね!?　もっと恥じらいを持とうよ！　持たないと駄だ目めだよエリナさ――」

　と、そこまで叫さけんだところで壁からドンっ！という大きな音が聞こえ、奏は「ひっ！」と肩かたをびくつかせながら言葉を止める。おそらくは隣の部屋の妹こと、楓が近所迷めい惑わくな騒音問題に対し、物理的行使に踏み切ったのだろう。

「にしても、なんか楓の奴やつすごい機き嫌げん悪いけどどうしたんだろう」

　学校から帰宅した際に、今日はエリナっていう学校の友達が泊まりにくるという旨むねを江馬母と楓に伝えたのだが……その際に楓は何だか知らないが不ふ機き嫌げんになった。

「『お兄ちゃんのバカ！』とか言ってたもんな、意味がわからない」

　――考えられる要因としてはエリナと楓が実は知り合いで、昔何かがあってそれが因いん縁ねんとして付きまとっているという事だけど。

「引きこもりの楓にそんな知り合いが居るのか？　はぁ……もうわけがわからない」

「何がわからないのだ、奏？」

「いや、だから楓が――って、は？」

　油が切れたロボットのようにギギっと音でも立てるかのような低速で、顔を右に向ける奏。するとそこにあったのは――。

「何だその顔は？」

　黒に近いくすんだ色合いながらも、どこか幻げん想そう的てきで美しい銀髪。風ふ呂ろ上がりで熱いのか、大きく開いたパジャマの胸むな元もとからは大きくも小さくもない……言うなれば美乳と言えるおっぱいが覗のぞいている。おまけに肌はしっとりとした潤うるおいを持っていて、何だかとてつもなく妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　――し、しかも何だかいい匂においがする。僕のと同じシャンプー使ったはずだよな。

「いやいやいや」

　――問題はそこじゃない、そこじゃないだろ！

　奏にとっての問題とは艶あでやかなおっぱいが見えている事でも、思わずくらっとしてしまういい匂いがしてくることでもない……もちろんそれも問題ではあるのだが、それよりも大きな問題に直面しているのだ。

「奏、この私を無視するとは何事だ！　その顔は何だと聞いて――」

「エリナのせいだからね!?　それ以外ないからぁあああああああああああっ!?」

「むっ!?」

「『むっ!?』じゃないからね!?　どうして居るの？　どうしてここに居るの!?　ノックくらいしようよ！　いや違う、もはやノックとかじゃないよね？　どうしてエリナさんは僕のベッドの上で、僕に並んで寝そべって至近距きよ離りで僕の顔を見ているんですかね!?　顔と顔がくっつきそうな位置でビックリだよ！　大事、距離感大事！　距離感よ、立ちあがれっ！」

　奏の魂たましいの叫びとほぼ同時に聞こえてくるドンっドンっ！と、隣の部屋で楓が壁を連続で叩たたく音。

「うるさいよ！　今話してるんだよ、静かにしろよ！」

　それに対して、叫びながら壁を叩き返す奏のボルテージはますます上がっていくのだった。




　数分後。

「ふっ、ようやく落ち着いたか」

「……もともとは誰のせいか考えようか」

　自分の部屋に同級生の女の子と二人きりかつ、ベッドの上で一いつ緒しよにうつ伏ぶせになって寝ね転ころがっているという未いまだかつて経験したことのない状況に対し、ようやく慣れて？　来た奏は叫びまくった反動として、やや息を荒あらくしながら続ける。

「それでエリナはどうして、僕のベッドの上で僕に至近距離で並んでるの？」

　――っ、なんだか自分で言っているだけで恥ずかしくなる状況、そして質問だな。

　だが奏の内心とは正反対に、エリナは何一つ恥じることなどないと言った様子で、堂々と簡潔に要点だけを述べてくる。

「明火と対戦するにあたって、初期装備ではそろそろキツイだろうと思ったのだ。よって奏、私が直々にお前のアバターの装備を整えてやろうではないか……ふ、ふふ、ふはははははははははははははははははっ！」

「……一緒にではなく、エリナが整えるんだ」

「何か言ったか？」

「ナンデモナイデスヨ」

「ならば早くアバターを見せるのだ、時間は限られているのだからな！」

「わかったよ、わかったからその……」

　――そんなにグイグイ迫ってこないでくれ。

　このままだと色々と部位が触ふれそうだ。彼女いない歴＝年ねん齢れいである奏は、これ以上事態が悪化して精神的余よ裕ゆうがなくなる前に、ベッド脇わきに置いてある充じゆう電でん中のバーチャルフォンを手に取る。そしてそれを充電ケーブルに繋つながったまま自分の顔の前へと持っていき――。

「どれどれ……」

「っ！」

　恐おそれていた事態が発生した。

　ただでさえ近い位置に寝転がっていたエリナがさらに奏へと接近、バーチャルフォンを奏の手から奪うばい取る。おそらく早くアバターを見たかったが故ゆえの行動なのだろうが。

「か、か、かかかか」

　――肩、肩が触れているというか……腰とか足も色々とですねぇええええっっ！

「イグニッションとの相そう互ごリンクアプリは、これか」

　しかも運が悪い事に……いや、捉とらえ方かたによっては非常に運がいいともいえることに、エリナはバーチャルフォンを奪い取ったものの、奏にその操作画面を見せるためにかなり傍そばに寄っているのだ。

　――それこそ体が触れているどころじゃない。と、吐と息いきが……髪かみの毛けのサラサラがっ！

　これまで生きてきた中で、ここまで女の子とくっついた事があっただろうか。いや、絶対にない、無いと断言できる。妹である楓と自らの母を含めれば、無いとは言いきれないが、異性として意識出来る人物とここまでの至近距離で接したのは生まれて初めてだ。

「…………」

　思わず奏は黙ってしまう。

　女っぽい身体つきの自分と比べてもなお柔やわらかい身体の感かん触しよく――時折触れる二にの腕うでや、太ももがパジャマ越ごしですらその事実を否いやでも応おうでも伝えてくる。

　緊きん張ちようから逃のがれるため、水中で空気を求めるかの様に鼻から大量の空気を吸い込めば、やってくるのは心癒いやされ安心できるいい香かおり……おそらくはエリナの香りと、この家のシャンプーの香りが混じった物だろう。それに加え、時折顔にかかった髪を鬱うつ陶とうしそうに後ろへと手で流すその動作が、何だかとても色っぽく見える。そして極きわめつけは――。

「あ、あばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば」

　わざとやっているのか、それとも無意識的にやっているのか。定期的に奏の足を弄もてあそぶように絡んでくるエリナのおみ足様が、彼の精神を限界まで追おい詰つめた。

　――何だこの状況、どうしてこうなった！

　などという自分の内心に対し、奏が「はい、本日二回目の『どうしてこうなった』入りました！」と、自分の内心で同じく答えながら釣つり上あげられた魚の様にドッタンばったん暴れていたところに、黙ってバーチャルフォンを見ていたエリナがようやく話しかけてくる。

「奏」

　だがその声はやけに真しん剣けんそうで、奏の緊張を一気に打ち消していった。

「どうしたのエリナ、そんな怖い顔して？」

「どうしたは此方こちらのセリフだ……どうしたのだ、これは!?」

　言ってエリナが奏に見せてきたのは、ステータスウィンドウに載のっている固有スキル欄らん。そこに載っているのは何てことはない、彼にとっては何回も見てきた二つのスキル。

「〈ペインハザード〉と〈イノセントホワイト〉がどうかしたの？」

「どうかしただと？　どうかしたに決まっている……どうして二つも固有スキルが発現しているのだ!?」

「え……」

　一いつ瞬しゆん言われた意味がわからず、茫ぼう然ぜんと口を開けて固まる奏。だがその説明はすぐにエリナの口からもたらされる事になる。

「固有スキルとは各アバターにつき一つ。それ以下にも以上にもなる事はないのだ！」

　――それってつまり。

「じ、じゃあ」

「うむ」

　簡潔な返答に奏は思わず息を呑のむ。たったそれだけの返答で全てが伝わったから――固有スキルの二つ持ち、所謂いわゆるデュアルスキルはこの世界に自分だけしか存在しないのだと。

「……っ」

　倒すべき相手であり、世界の頂点に君臨する楓ですら持たないであろう自分だけの特別性に、思わずペインハザードを手に入れた時と同じくらいの喜びが込み上げてくる。だが、こうなると一つだけ疑問がある。

「どうして僕にだけ固有スキルが二つ？」

「それは私が聞きたいとさっきから……いや、まさか」

　――何だろう、エリナのこの反応。何か思い当たる所でもあるのかな？

「固有スキルはその人物を象しよう徴ちようする物が授さずけられるとも言われている。おそらくは脳を読み取り、その人物の根底にある願望を具現化したものが固有スキルとなるのだ」

「根底にある、願望？」

（僕があの時思っていたのは楓への復ふく讐しゆう。だからこそ、痛みを返すという能力が生まれた。なら、相手のスキルに成り代わるこのスキルはいったい……それ以前に願望なんてたくさんあるけど）

「通常ではあり得ない自らの根幹となるほど強い願望が二つあれば、固有スキルを二つ発現させることが可能かもしれないが……」

「強い、願望」

　――そう、身を焦こがすほど強く心に刻み込まれた願望。

　わからなかった、奏にはそれが何かまるでわからなかった。

　復讐以外に自分の中にある願い、望み……エリナの言う通り二つ同時に固有スキルとして発現したという事は、その願望はおそらく復讐と同格のものだと考えられるが。

「わからない、僕にはそんな願望は、ない」

「ええい！　はっきりせん奴め！」

　奏のうだうだした物言いに痺しびれを切らしたのか、エリナは美しい髪を揺らして軽かろやかにベッドから飛び降り、顔の前に拳こぶしを掲かかげて高らかに宣言する。

「対戦だ、とにかく対戦するのだ！　私が尊敬する織お田だ信のぶ長なが様も、様々な局面において常に攻せめの姿勢だったからな！　ふふ……ただでさえ才能のあるお前が固有スキルを二つ持っているのだ。その状態で経験値を積み、二つのスキルを使いこなせば……ふ、ふふ、ふはははははははははははっ！　確実に、確実に面白おもしろい事になるぞ！」

「は、はぁ」

「何なのだその返事は！」

　対戦するのは別に構わないのだが、やはりこの二つ目の固有スキルはあまり使いたくない。名前が気に入らないのもそうだが、奏はエリナの言葉で思い当たることが出来てしまったのだ――復讐と並んで強い願望。〈イノセントホワイト〉を発現させた物がもしそれならば、このスキルだけは絶対に使いたくない。

「ふはははははははははははははははははっ！　さぁ行くぞ奏！　明日の朝、私が帰るまでイグニッションをやり続けるのだ！」

「うん……って、は!?」

　奏は思わずベッドの上で飛び起きる。

「覇は！　などと言う言葉を発するとは、中々に気合いが入っているではないか！」

「いやいや違ちがうからね!?　僕はそんな筋肉が飛とび交かいそうな熱い物語の主人公じゃないからね!?」

「では何だというのだ？　まぁ外見から言うなら奏はボーイズラ――」

「うっさいよ！」

「ふ、最後まで言わずともわかるとは、やはり……」

「違うからね!?　本当に違うからやめて！」

「ウホッ！」

「アッーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」

　言うまでもないが、奏が最後に頭を抱かかえて放った諦あきらめの慟どう哭こくは、エリナを喜ばせるだけの結果となったのだった。
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　それから数時間後。

「明日の朝まで寝ねないみたいなこと言ってたよね!?」

　奏はそう叫びたいのを全力で我が慢まんしつつ、何故か一緒の布ふ団とんに包くるまって眠ねむっているエリナに背を向け、これまた全力で意識を微睡まどろみの彼方かなたへ追いやる努力をする――女の子が隣で眠っているこの状況、努力しなければ眠れるはずがない。

　だからといって、それらの状況を意識すれば意識するほど眼めは冴さえていくのだが……。

「ん、あれ？」

　気が付けば奏も眠ってしまっていた。そしてその眠りの中、彼はやたらとリアルな夢を見る。黒き鎧よろいに身を包み、闇やみ色の歪ゆがんだ剣けんを持った男――江馬奏が憎ぞう悪おに燃えた瞳ひとみでこちらを睨にらみ付つけているという妙みような夢を。

「復讐と呼ばれる憎悪の炎ほのおを抱だいた黒騎き士しか」

　奏は誰にともなく呟つぶやき、一人思う。

　憎悪の炎に焦がれた黒き鎧を纏まとう自分の姿。眠っている間にさえ、このようなリアルな夢を見るのならば、胸に宿る復讐の思いは本物だ――これならば成功する。この復讐は成功させてみせる。

　眼前の黒騎士を見ながらそんな事を思い、奏は今度こそ深い眠りに落ちていく。







第四章　決戦







　時間は有限だ。たとえどんなにその時が来て欲ほしくないと願っても、たとえどんなにその時が来て欲しいと願っても、与あたえられた時間を無意味に過ごしても、与えられた時間を有意義に過ごしても……時間は誰だれにでも平等であり無慈悲に絶対をしいてくる。

「よし」

　時は月曜日の放課後、場所はＡＷＰ同好会の部室。

「やれることはやった」

　少なくとも、自分の中ではこれ以上ないほど時間を有効活用したはずだ。

　奏かなではＡＷＰの中で目を閉じて横になり、この休日の間にしてきたことを振ふり返かえる。

「…………」

　だが振り返ることなど特にないのかもしれない。もちろんそれは何もしなかったが故に振り返ることがないのではない――現にエリナが泊まりに来た日などは固有スキルについて新たな発見をしただけでなく、精神的にギブアップ寸前まで対戦を繰くり返した。

　ならば振り返る事がないとはどういう事なのか、それはつまり一つの事のみしかしなかったから振り返ることがないのだ。

　本気の受験生が受験勉強しかしないように、本気の球児が練習の鬼おにになるように、奏はこの休日の間、本気でイグニッション以外の事はしなかった。おそらく食事などといった生理活動を除けば、本当に一日中そればかりやっていただろう。

　戦えるだけ強い人と戦い、実戦経験を少しでも積む。

　寝る前はイグニッション関係の書しよ籍せきや雑誌を読よみ漁あさり、少しでも理論上のテクニックを吸収する。まさにイグニッション漬づけの一日の最後には、眠っている妹の部屋に侵しん入にゆうし、倒たおすべき敵の顔を目に焼き付け、再び闘とう志しを燃やす。

「まぁ一回、その妹が目を覚まして変態疑ぎ惑わくをかけられたけど……」

　あの時は大声で母を呼ばれ焦あせったものだが、今となってはいい思い出だ。

　奏は苦笑しながら、自分の緊張が徐じよ々じよに解けてきたのがわかった。

「緊張をほぐすために練習した事を考えてたけど、まさか楓かえででリラックスできるとはな」

　人生ままならないものだ。

「さて、あとは僕が実力を出せるかどうか……それだけだ」

　そして彼は呟くのだった。

　ゲームを始める言葉を……。
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「遅おそかったな、カナデ。いったい何をしていたのだ！」

　ログインしたカナデは最初に、メニューウィンドウを開いてフレンド欄からエリリの名前を選び、『訪問』ボタンをタップした。すると数秒と待たずに『承しよう諾だく』の文字が浮かびあがり、エリリのホームエリアへと転移された。

「僕にも色々とあるんだよ……というか、僕って遅おくれてないよね？」

　文句ともツッコミとも取れる言葉を呟きながら、カナデは周囲を見み渡わたす。

　見えるのは彼女のホームエリアと全く変わらない風景……すなわち。

　――エリリの奴、僕よりはるかにやりこんでるくせに、ホームエリアの設定いじってないのかよ……余計な事にＢＰ使わないのもエリリらしいけどさ。

「何を見ているのだカナデ！　だいいち私が言っているのはだな……まぁよい。それにしてもカナデ、装備を変えたのだな？　なかなか良いではないか！」

「あぁ、いつまでも初期装備じゃさすがにね……それに誰かさんが結局装備を整えてくれなかったし」

「誰かとは誰だ？」

「…………」

　何はともあれ、エリリの指し摘てき通りカナデの装備は今までとは異なっていた。

　言ってしまえば今までの装備は、防ぼう御ぎよ力りよくもなければ効果もないただの布だったが、今彼女が身に纏っている装備は違う。

　その装備とは鎧だ――黒を基調に銀色の装そう飾しよくが施ほどこされた黒銀の騎き士し甲かつ冑ちゆう。禍まが々まがしい色合いかつ重装備であるため、一見可愛かわいらしさはないように思える。しかし、攻こう撃げき的てきで如何いかにもといった騎士甲冑であるが故に、そこから覗のぞくカナデというアバター本来の可愛らしさを引き出しているように見える。

　もっとも、この可愛さの演出はカナデが意図したものではない。保有ＢＰの許す範はん囲いで無む作さく為いに最高の装備を集めた結果、偶ぐう然ぜんこのような装備になったのだ。

「確かにいつまでも初期装備では心もとないな、ということは当然……」

「うん、武器も変えてみた」

　エリリの問いに対し、待っていましたとばかりに自じ慢まん気げな表情を浮かべ、腰こしに下げられていた武器を目の前にかざす。
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　種別こそ以前のリボルバーソードだったが、以前のそれとは細部が異なっていた――柄つかから切先まで全てが黒く、細部を銀であしらったどこまでも歪いびつで歪ゆがんだ黒銀の装そう飾しよく剣けん。

「全身真っ黒とは、まるでＲＰＧなどの敵キャラクターのようだな……楓さんの影えい響きようか？」

　突とつ然ぜん出た妹のリアルネームにピクリと反応し、彼女は〈イノセントホワイト〉を使いたくない原因でもある真っ白い騎士のアバターを想起しながら、ゆっくりと頷うなずく。

「やっぱり気が付いてた？」

「当たり前だ。泊まりにも行って本人を見たのに、この私が気が付かないわけなかろう。大方、お前が強くなりたい理由とやらも、楓さんを倒すためなのだろう？」

　カナデが再度頷くと、エリリは続ける。

「いいのではないか？　全世界の頂点に君臨する無敗の白騎士マカ、それを打うち倒すために立ち上がるは黒騎士カナデ」

「黒騎士、か」

「イメージしたのだろう？　物語において自分の位置を明確にすることはいいことだ。ならば、お前はお前が割わり振った黒騎士という役をまっとうするといい。似合っているぞ」

「エリリ……ありがとう」

「よせ、そんな可愛い顔と声でお礼を言われると、照れてしまうでは――」

「可愛い言うな！」

「ふははははははははははははははははははははははははっ！」

　カナデの突っ込み、というよりクレームを軽快に受け流して高笑いを始め、なかなか止まる様子のないエリリに内心ムカムカし始めるカナデであったが、彼女のおかげで緊張感が完全に取れたので、今回は大目に見ることにして話を進める。

「ところでさ、モミジさんたちはまだなの？」

「ふぅうううううっははははははははははははははははははははははははっ！」

「おーい、エリリ？」

　呼びかけにも答えず未だ笑い続けるエリリ。そして、いよいよカナデに限界が訪おとずれた。

「うるさいよ！　え、なに？　壊れたＣＤプレイヤーになっちゃったの？　同じことしか言えなくなっちゃったの!?　みんな！　同じフレーズエンドレスリピートが始まるよ！　って、そんなの誰が聞くかぁああああああああああああああああああっ！」

　はぁはぁと、全力テンションで叫びまくったカナデが息を切らせていると――。




「待たせたわね！」




　聞き覚えのある声が聞こえてくる――その正体はホログラム通信。

「ふん、このあたしを待てたんだから、光栄に思いなさいよね！」

「あ、明あけ火びちゃん、ダメだよ～！　遅れたんだから謝あやまらないと怒おこられるよ～」

　カナデとエリリ、二人の前に映し出されたホログラムには、同じく二人の少女の姿。

　一人は明火が操るアバター、モミジ。現代風にアレンジされた巫み女こ服ふくを着ているにもかかわらず、リアルと同じくリボンで左右二つに結ゆわれた髪は金に染められ、それぞれが外国のお嬢じよう様さまの様にロールされているというミスマッチ感。だがしかし、いわゆる巫女服に金きん髪ぱつツインドリルという異色の組み合わせは、彼女の気が強そうな性格に合っているように思われる。

　そしてもう一人、傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いのモミジを見て、わたわた慌あわてている少女――優やさしげな栗くり色いろの髪をツーサイドアップにし、気の弱そうな声と眼を持つ少女はそれらの特とく徴ちようと対照的に、どこかビキニアーマーを思わせる軽装鎧を纏った勇者の様な格好をしている。

「フーカ！　イグニッションの中では明火じゃなくて、モミジって呼びなさいよね！」

「え、でも明火ちゃんは明火ちゃんだし～」

　天然そうな声で断固としてリアルネームを呼び続ける少女、フーカを見てモミジは一度盛大に溜ため息いきをつき、話を続け――。
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「とにかく待たせたわね！　じゃあこれから……っ」

「待て」

　られなかった。

　モミジの話を妨ぼう害がいしたのは、どこか機嫌の悪そうな暗い炎を瞳に宿したエリリだ。

「お前は私達を待たせた。ならば言う事があるだろう？」

「な、何よ！　そんなに睨んでも怖こわくなんて……っ」

「ほーう。そんなに睨んでも怖く……なんだって？」

「っ」

　エリリはホログラムではなく、そこにモミジの実体があるかのようにどんどん接近していき、上から見下ろすようにプレッシャーをかける。

「どうした、言ってみるがいい。誰が、誰を、怖く、ない、だと？」

「あ、あ」

　最も早はやお約束。

　現実と変わりなく、またしてもプルプル震ふるえだしたのはモミジだった。

「あ……なんだ？　『あ』がどうした？　言ってみろ……」

　カナデはプルプル震える少女を見て少し可愛い、もしくは可哀かわい想そうと思ったが、エリリは全く容よう赦しやしない。こちらも最早お約束的な光景だ。

「早く言うのだ、モミジ！」

　一いつ喝かつ。

　その途と端たん状じよう況きようは変化した。

「あ、あんたなんか知らないんだから！　バーカバーカ、死んじゃえ！」

　泣きながら怒るという器用な事をし始めるモミジ、しかも……。

「あれ、これさ」

　カナデはとある事に気が付いてエリリに話しかける。

「む、あぁこれは」

　そして話しかけられたエリリもすでに気が付いたというかのように頷うなずく。

　二人の目前、もはやモミジとフーカの姿は映ってはいない。

「通信切れてるよね？」

「相変わらず面めん倒どうくさい奴だな、モミジは」

「…………」

　自分からすれば、エリリも等しく面倒くさいと思うカナデだった。だがそれを言えば余計に面倒くさくなるのは火を見るより明らかなので、苦言はそっと胸の中にしまい込んで話を戻もどす。

「それでこれ、どうするの？　対戦ルールとか聞いてないけど」

「いや、それは問題ない。モミジが泣きながら逃にげた後、デュエルの招待メールが送られてきた」

　言って、彼かの女じよはメールに書かれた文字列の映ったメニューウィンドウを見せてくる。

「えーと、なになに……デュエルは二対二の同時対戦形式で行う。フィールドは荒こう野やに固定、基本ルールはデフォルト設定のままだが、時間制限のみ無制限に変へん更こうする」

　読み終わったカナデはしばし瞳を閉じて考える。

　――僕が今まで練習してきたのは一対一の戦いだけだ、二対二はぶっつけ本番。

　いくら実力が上がってきた自信はあるとはいえ、カナデはこれから初めての形式の戦いに挑いどむのだ。正直、不安な気持ちを抑おさえきることは出来ないが、そんな彼女の内心に気が付いたのかエリリが話しかけてくる。

「不安か？」

「……正直、ね」

「ふっ、心配することはない！　なぜならば、お前の味方はこの私なのだから……ふぅうううううううううううはははははははははははははははははははっ！」

　自信過か剰じような高笑い。

　いつもならば鬱陶しいと思うカナデであったが、今回ばかりはそうもいかなかった。

　――励はげましてくれてるのかな。

　基本あんまり頭がよろしくないであろうエリリの真意が、どこにあるかはわからない。だが、今回くらいは感謝しておくのもいいだろう。と、カナデは彼女の水すい晶しようの様に綺き麗れいな瞳を見て笑えみを浮うかべる。

「ありがとう、エリリ」

「……かわっ」

「可愛い言うな！」

「えぇい！　まだ何も言ってないではないか！」

「いやいや、今言いかけたよね!?　絶対言いかけたよね！」

「さて、話を戻すが」

「スルーかよ！」

　いつもの調子でツッコミを入れるカナデ。

　いつもの調子で受け流すエリリ。

　いつもの調子で笑いあう二人からは、いつの間にか勝負に対する懸け念ねんは消えうせていた。「いくぞカナデ、準備は整った」

　声高らかに宣言し、エリリはメールの『承諾』をタッチする。

「あとは」

「僕ぼくたちが勝負に……」

　お互たがいの目を見て、お互いの覚かく悟ごを確かめると、お互い一度頷く。

　二人が目指すのは――。

「「勝つだけだ！」」
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　特有の浮ふ遊ゆう感の後、一変する風景。

　見えてきたのは一面の荒野。ここはカナデがエリリと最初に戦ったフィールド、そして彼女ともっとも練習を重ねてきた場所でもある赤茶けた不毛の大地――荒野フィールドである。

「カナデ、よく聞け」

　隣となりに居るのはいずれ超こえたいと思う存在にして、頼たよりになるべき仲間。

「モミジの武器はリーチが長く、攻こう撃げき速度の速い太刀たちだ」

「え、何で今いま更さら!?　事前に言ってよ！」

「……モミジの武器はリーチが長く、攻撃速度の速い太刀だ」

　――こいつ、絶対に忘れてたな。

　大事な戦いじゃないのかよとツッコミたくなる気持ちを抑え、時間がないのでカナデは話を続ける。

「えーっと、つまりうかつに間合いに入るのはよくないから、気をつけて行動しろってこと？」

「うむ、それもあるが、今したのはただの使用武器説明だ。真に気をつけるべきなのは奴の武器ではない。たとえ知っていたとしても事前対処がほぼ不可能な奴の固有スキル」

　そこでエリリは苦虫でも噛かみつぶしたような顔をしながら続ける。

「〈ライトニング・ブレット〉が問題なのだ」

　――〈ライトニング・ブレット〉……。

「直訳したら雷らい光こうの銃じゆう弾だんって感じだけど、遠えん距きよ離り攻撃スキルなの？」

　違い和わ感かんはあった。

　カナデが先ほどのホログラムで実際に見、エリリから聞かされた装備からすると、モミジが近接攻撃主体のアバターであることは確かだ。

「お前の勘かんはあっているし、外れているともいえる」

「それってどういう……」

「〈ライトニング・ブレット〉の効果は――っ」




「そこまでなんだからね！」




　瞬しゆん間かん、声と共に煌きらめく斬ざん撃げきがカナデとエリリの間を裂さくように振り下おろされ、二人の会話を一刀両断する。

「デュエルは始まってるんだから、長々と話させるわけないじゃない、バカじゃないの!?」

　声の主は先ほどの金髪ツインドリルの巫女服少女、モミジである。

　そして彼女の攻撃は止まらない。

　彼女は自らの刀が地面に触れそうになるや否いなや、切先が進む方向を技術によって無理やり変え、まるでＶの字を描えがくかのように刀を振るう。

　白銀色の光を放つ刃やいばが向かう先に居たのは――。

「カナデ、よけろ！」

「よけろったって……っ」

　――このタイミングでこの速さ、躱かわせるわけがない！

　しかし、躱せないのなら躱さなければいいだけだ。

　カナデは瞬しゆん時じに抜剣し、迫せまりくる太刀の軌き道どうを遮さえぎるように体の前に剣を置く。

　直後、鋼と鋼がぶつかり合う特とく徴ちよう的てきな音と共に、赤い火花が舞まい散ちる紅葉の様に咲さき誇ほこる。

　受けた攻撃の反動で土つち埃ぼこりを上げノックバックしつつ、カナデは自分のＨＰバーを見る。

　――やっぱり……っ。

「なんて速さだ、剣けん先さきがまるで見えなかった」

　モミジの攻撃をガードし、ノーダメージで済んだかのように見えたカナデのＨＰバーは十パーセントほど削けずれていたのである。

　そこから導き出される結論は一つ――カナデの防ぼう御ぎよは遅かったのである。剣が太刀の軌道を遮る前に、攻撃は確かに彼女へと届いていたのである。

　だが、削られたＨＰはまだほんの十パーセント。

「勝負はこれからだ……エリリ！」

「わかっている！」

　短い間とはいえ、何度も何度も、気が遠くなるほど戦い続けた二人にとっては、たったそれだけのやり取りで全すべてが通じ合う。

　敵が持つ太刀に最低限の恐きよう怖ふと意識を残しつつ、エリリがその敵の背後へと移動し始めるのをしっかりと確かく認にんしてから、カナデは地面を蹴けって走る。

　右手に携たずさえたリボルバーソードを地面へと突つき刺さし、まるでサメが大地を泳いでいるかのように、地面を抉えぐりながら疾しつ走そうする。

「挟はさみうちしたって、そんな遅い攻撃なら効かないんだから！」

　背後に感じるエリリの気配に気を配りつつ、カナデに視線を集中させてくるモミジ。

「あたしにその程度の攻撃、するだけ無む駄だなんだからね！」

「そんなの、あの攻撃の速度をみればわかるさ」

　カナデはポツリと呟き、考える。

（攻撃速度が速いということは、体の動きそのものが速いとも考えられる。つまり、〈ライトニング・ブレット〉は常時発動型のスキル。その力はおそらく身体能力……主にアバターの速度の上じよう昇しようとみて間ま違ちがいないはず）

　先のモミジの一いち撃げき、あの速度は異常なものがあった。

　体勢が悪かったため完全には躱せなかったというのもあったかもしれないが、はたして本当にそうなのだろうか。

　体勢が良ければ躱せたのだろうか。

　否である。否と思わせるほどの速さをあの攻撃は有していた――そう考えると、あの異常な攻撃速度の正体こそが固有能力とみて間違いないはずだ。

「身体能力の強化による攻撃、回かい避ひ速度の上昇」

　確かにチートじみた能力ではあるが、対処法がないわけではない。

　――普ふ通つうの攻撃が避よけられるなら。

「普通じゃない攻撃をするだけだ！」

　接敵間ま際ぎわ、カナデは地面からリボルバーソードを振りぬきつつトリガーを引く。

「岩の散さん弾だん……っ、目め眩くらまし!?」

　カナデが地面に突き刺した剣を振りぬきながら爆ばく発はつさせたのは、それを巻き起こすのが目的だった――爆発の影響と、振りぬきの相乗効果によって生まれた砂や石を、相手に飛ばして目眩ましとする。

「これならいくら速くても！」

　いくら速くても、相手の攻撃が見えなければ躱しようがない。

「はぁああああああああああああああああああっ！」

　あとは斬きり伏ふせるのみ。

　カナデは最後にモミジを目視した位置に、剣を真まっ直すぐ突き入れる……が。

「!?」

　剣から伝わってくる感覚は何もない。モミジを貫つらぬいた感覚もなければ、武器で防御された感覚すらない。ということは――。

「残念、少し危なかったわ！」

　たとえ相手の攻撃が見えなくても躱せる位置、そんなもの一つしかない。

「上か!?」

「ふん、今更気がついても遅いんだからね！」

　言って、モミジは空中で太刀を華か麗れいに操あやつり、剣を突き出だしたせいで、いまだ隙すきだらけのカナデへ襲おそい掛かかろうとする。

　――まずい！　避けられない！

「今更なのはお前だ、モミジ！」

「なっ、あたしのさらに上!?」

　おそらくはカナデが目眩ましをしたと同時に、上空へと飛んでいたであろう人物からの声。ともなって振り下ろされるリボルバーアックスの重撃と爆ばく撃げき。

「かは――っ」

　モミジよりさらに上空から放たれたエリリの攻撃は、モミジの背中に直ちよく撃げき。もろに攻撃を受けた彼女は地面へと叩たたき落おとされる。そして叩き落とされたのなら当然。

「終わりだ！」

　チャンスは今とばかりに叫さけび、伸のばし切った腕うでを巻き込みながら体を回し、遠心力を使いながら先ほど通り過ぎた背後へと、今ではモミジが叩き落とされたその場所へと、追つい撃げきという名の第二撃目を放つカナデ。

　一方のモミジは叩き落とされたため着地がうまく行っておらず、ただ何かを測るようにこちらを見るだけ――やはりこれ以上のチャンスはない。

　そんな確信と共にカナデは剣を再度振ふり……。

「カナデ、よせ！」

　エリリの声が聞こえた。

　カナデを決定的なミスから救おうとするかの様な悲ひ壮そうな声。しかし、彼女の攻撃はもう止まらない。したがって、彼女をミスから救い出すにはもう遅い。

「……システムコール」

　再度声が聞こえた。

　だが今回の声はエリリのものではなく、目の前の敵から発せられたものであり、そこには純然たる敵意と、





固有スキル：ライトニング・ブレット（使用回数：５　対象：自攻撃）


　―攻撃を行う際の速度を二十倍にする。








「あたしの勝ちなんだからね！」

　必勝の確信が宿っていた。
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　それからの勝負は一方的な展開だった。

　モミジによる光速の五連撃を全て急所に打ち込まれ、カナデが瞬時にＨＰバーを全損させられた後。残ったエリリは奮戦するも、隠かくれていたグレートソード使いフーカとの挟きよう撃げきに遭い敗北。

　――そう。

　――僕たちは負けてはいけない戦いで負けた。

　それが意味することは一つ。

　敗者に待ち受けるのは一つの事こと柄がらのみだ、ほかに選せん択たく肢しはない。







第五章　三人目の仲間







「…………」

「…………」

　部室にひたすら重い空気が立ち込めている――もっとも、勝負に負けたのだからここを部室と呼んでいいのかはわからない。それ以前にここは同好会が使っている教室であり、部活動が使っている教室ではないので、そもそも部室と呼ぶかどうかもわからない。

　ただ一つ確かなことは、二人がそんな心配をする必要はもうないという事だ。

「…………」

「…………」

　それにしても空気が重い。

　状じよう況きようが状況なので仕方がないと言えばないのだが、奏かなではどうしても落ち着かない。何故なぜ落ち着かないのかは彼かれ自身はっきりしない。

　――きっと僕は……。

　そう考えつつも、その続きが浮かんでこない。

　自分が考えている事がわからない。

　それでも奏はこの空気を壊こわそうと、エリナに話しかけようとするが。

「あたしの勝ちね！」

　場の空気など知ったことか。と、賑にぎやかにご登場したのは紅くれ葉は明あけ火び。こうして空気を読まない行動がとれるのは、勝者の特権と言えるだろう。

「待ってよ～、置いてかないでよ、明火ちゃ～ん」

　少し遅れてやってきたのは、アバター　フーカと同じ髪かみ型がた顔つきの少女。おそらくはフーカの中の人だろう。イグニッションの時は気が付かなかったが、現実での彼女には大きな特徴がある。それは――。

　――な、なんて胸の大きさだ！　虚きよ乳にゆうである紅葉さんと対比するのは論外だとして、それなりの大きさであるエリナと比べても余よ裕ゆうでデカイ。

　などと、奏が場に相応ふさわしくない想像を巡めぐらしていると、その少女はエリナと奏を見て言う。

「あ、え～と……明火ちゃんと同じ英語科の二年生。成なる瀬せ風ふう花かだよ～」

　邪じや気きのない笑顔、もしくは何も考えていなさそうな顔でパタパタと手を振る。

　敵味方問わず、いついかなる状況でものほほんとしている風花を見て、明火は頭痛でもするかのように頭に手を添そえる。

「風花は放っておくとして、あたし達たちの勝ちよ！　約束通りここは廃はい部ぶ……空き教室とＡＷＰは頂くわ！」

　ズビシっと指さす先に居るのは、うるさそうに明火を見つめるエリナ。

「……いちいち言わなくても、わかっている」

　エリナは気だるげに明火の方へと、体ごと向き直る。

「それで、いつ部室を渡わたせばいいのだ？」

「ふん、そんなの決まってるんだから！」

「今、か？」

　エリナが聞き返すと、明火は腕を組みながら精せい一いつ杯ぱい偉えらそうな態度を取って頷く。

「約束は約束、当然今すぐあけ渡してもらうわ！」

「……わかった」

　言って、部室の鍵かぎを制服のポケットからだし、若じやつ干かんのためらいを見せながら明火へと……。




「待って！」




「っ」

　突然の声にこの場に居る全員の動きが止まる。

「もう一度、もう一度だけチャンスをくれないか？」

　鍵を差し出そうとするエリナの手を引き留めるように握にぎり、明火に声をかけたのは奏だった。

「よせ、奏。私達は勝負に負けたのだ。負けたからには……」

「わかってる！」

　――勝負に負けた僕たちがグダグダ言う資格を持っていないことなんか、いちいちエリナに言われなくてもわかってる……だけど！

「どんなに惨みじめで情けなくても、それでも僕は……」

　奏は諦あきらめきれない、故ゆえに頭を下げる。

　ようやく慣れ親しんだものとなってきた同好会がなくなる現実を、正面から受け止めることが出来ない。しかし、やはりそれはあくまで敗者の理り屈くつなのだ。

「あんたバカじゃないの？　そんなの認めるわけないじゃない！　だいたい、何であたしがあんたの言う事を聞かなくちゃ――」

「明火」

　声を遮ったのはエリナの声。

　いつの間にか彼女は奏に手を握られたまま、彼の一歩前へと出て頭を下げていた。

「私からも頼たのむ」

「な、エリナまで何やってんのよ！　ば、バカじゃないの？」

「バカで結構、だから頼む……私たちにもう一度だけチャンスをくれ！」

「っ……」

　エリナの態度を見て、明火は信じられない物でも見たかのようにキュッと唇くちびるを結ぶ――それなりに長い付き合いがある二人みたいだが、エリナが謝っている所など明火は見たことがなかったのだろう。

　そんなエリナが自分に謝っている、それも現在進行形だ。

　明火が信じられない物でも見た様なリアクションを取ってしまうのも無理はない。なにせ奏自身も、彼女が人に頭を下げている場面を想像出来ないどころか、性格からして絶対にしないと思っていたのだから――だが、たとえどんなにあり得なくて似合わない行動だとしても、彼にとって一いつ緒しよに頭を下げてくれる仲間が出来たことはありがたい。

「…………」

「…………」

　黙だまって頭を下げ続ける二人に声がかけられたのは、しばらくたってからだった。

「いい」

　バッと顔を上げる二人の目に映ったのは、不ふ貞て腐くされたようにそっぽを向き、なぜか少し頬ほおを染めている明火の姿だった。

「い、いいって言ってんのよ！　もう一回だけチャンスをあげるわ！　べ、別にエリナが少し可哀想だなとか思ったわけじゃないんだからね！」

「…………」

「…………」

　今度は驚おどろきのあまり茫ぼう然ぜんとする二人だったが、それはすぐに喜びの笑顔に変わる。お互いに顔を合わせて、「よしっ！」と抱だき付つかんばかりの勢いの二人。

　けれども、そう簡単にうまく行くはずがないのが現実だ。

「でも条件があるわ！」

　明火は少し意地悪そうに笑うと、エリナと奏を順に見て言う。

「戦う日程は明後日、デュエル形式は二本先取の三本勝負。参加人数は当然三人」

　口元がニヤリと歪ゆがむ。

　まるで今までエリナに受けた屈くつ辱じよくを、この機に少しでも返そうとするかのように。

「当日までにしっかり仲間を集めなさいよね、エリナのバーカ！」
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　バタンと閉まるドア。

　ずっと欲ほしかったものを手に入れた子供の様な顔をした明火が、風花を引き連れ鼻歌交じりに部室から出て行く音だ。

　奏が頭を下げてもダメだったのに、エリナが頼めば一発……様々な意味合いで、明火の中でのエリナの存在は大きいのだろう。

　奏は「いずれにしろチャンスが出来てよかった」などと考えつつも、明火が挙げた条件――三人目の仲間についてはどうするかと思案していた。

　ＡＷＰ同好会は奏が入るまで会長であるエリナ一人だった。その事と先ほどの明火の口調、そして表情を合わせて考えれば、十中八九「エリナではどうせ会員を集められないだろう」という嫌いやがらせの可能性が非常に高い。

　実際問題、短期間で仲間を見つけるのは難しいが、だからと言ってこのチャンスを無駄にするわけにはいかないのだ。

　奏は内心で更さらなる覚悟を決めつつ、エリナに話を振ふる。

「一時はどうなる事かと思ったけど、まだ何とかなりそうだね……って、エリナ？」

「…………」

　おかしい。

　奏が話しかけても、エリナは全く返事をしない。まるで彼の声が届いていないかのようだ。まさか負けたショックでおかしくなってしまったのだろうか。

「え、エリナ？　大じょ……」

　心配になってきた奏はエリナに近づきつつ声をかける。すると――。

「……す。ぜ……ろ……」

「えーと」

　何か言っていた。

　しかもよく聞いてみれば、声には怨おん念ねんがこもっているかのような重々しさがある。その上、近づいてみてわかったことなのだが、一見放心しているように見えたエリナの目は。

「ひっ!?」

　奏が怯ひるんでしまうほど血走り、穴でも穿うがちかねないほど虚こ空くうを睨にらみ付けていた。まさしく親の仇かたきでも見つけたかのように。

「殺す」

　突とつ如じよ声が大きくなり、ガッと奏は両りよう肩かたをエリナに掴つかまれる。

「あいつは殺す……この私に、このエリナ様の顔にここまで泥どろを塗ぬった愚おろか者ものは初めてだ！」

　――つ、ついに自分で自分に様づけし出しちゃったよ！

　などとは当然口に出来ず、奏は正面で鬼おにの様に怒いかり狂くるうエリナを見つめるばかりだ。今彼が願う事はただ一つ……いや二つだけだ。

　どうかエリナの怒りが飛び火しませんように。そして、エリナの怒りが一刻も早く収まりますように。

　荒あらぶる神に祈いのりを捧ささげるかのように、心の中で繰くり返かえし唱える奏だったが、残念な事にその祈りが聞き入れられることはなかった。

「おい、奏！」

「は、はひ!?」

「なんだその腑ふ抜ぬけた返事は！」

「ご、ごめんなさい！」

　かなりビビりまくっていた奏は、もはや何が何だかわからず反射で返事をし、反射で謝っていた。

「えぇい、まぁいい！　さっきの低能ドチビ……明火の言った事は聞いたな!?」

　――ひ、酷ひどい言い様……。

「えっと……そ、その、仲間の事？」

「それ以外に何があるのだ、この愚か者め！」

「ご、ごめん！」

　頼むからいちいち怒らないでくれよ。と、内心で懇こん願がんしつつも奏は律りち儀ぎにエリナとの会話に付き合う。

「いいか、奏。明火はおそらく私では仲間を集められないと考え、嫌がらせのつもりで提案したのだろう。それしかない、それ以外考えられない。あいつはこの機に返せるだけの恨うらみを、私へと返すつもりだ」

　――今までどれだけ恨みを買ったんだよ。

「だがそれは大きな間違いだ！　なぜなら私には当てがある！　それは……」

　自信満々に指された指先、その先を奏が追ってみると。

「僕!?　あれだけ自信満々だったのに、結局人ひと頼だのみなの!?」

「…………」

「何でもない、です」

　奏は知った。

　時として暴言よりも、無言の方が怖い時があるのだと。

「幸いな事にあの愚か者は仲間の条件を付けなかった……会員を集めろとは言わなかった。ふふ、わかるだろう奏？」

「え？」

「ふははははははははははははははははははははははははっ！　明火は仲間の条件を付けていない。つまりそれは、誰だれを呼んでも構わない……どんなに強い人物を仲間にしてもいいという事だ」

「どんなに強い人物……っ！」

　瞬間、脳のう裏りに電でん撃げきの様な予感が走る。

「お、お前まさか！」

「ふ、ふふ、その通り。居るだろう？　奏の身近にそんな人物が」

「……こいつ」

　この時、奏はまたしても知った。

　――クソ野や郎ろうだ。
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　その日の夕食後、奏は自室のベッドの上で胡坐あぐらをかいて目を瞑つぶり、まるで修しゆ行ぎよう僧そうの様に瞑めい想そうの真似まね事ごとをしていた。彼がこれから行おうとしていることは、彼にとってはそれほど大きなことなのだ。

　――よし。

「心も落ち着いたし、行くか」

　最後に大きく深呼吸をし、彼はその場を立つ。

　三階にある自分の部屋から出て、向かった先は同じく三階の妹の部屋。より簡単に言うのならば、隣にある妹の部屋だ。

「我ながら思う、僕はいったい何をしているのだろう」

　奏は楓かえでの部屋の前に立ち、これからしようとしている事は、自分の行動理念に矛む盾じゆんしかねない事だ。と、溜ため息いきをつく。

「でも仕方ないのも確かなんだよね、まぁ一時的なものだと思って……おーい楓、居るか？」

　言って奏は楓の部屋の扉とびらをノックするのだが。

　…………。

　………………。

　……………………。

「反応なし、か。まさかとは思うけど留守なのか？」

　江え馬ま楓というエリート引きこもりに限って、外出していることなどまず間違いなくないだろう。だとすると部屋の中で爆ばく睡すいしている可能性が非常に高い。と、奏は自分の中で確信めいた予想を立てつつ、ノブを回しながら扉を押おす。

　――勝手に入るのはどうかと思うけど、どうしても話したい事があるからな。もしも眠ねむっていたら、さすがに悪いけど起こさせてもらおう。

「って、あれ？」

　だが、いざ部屋に入ってみると予想外の光景が待ち受けていた。もちろんエリート引きこもりが外出しているという方向の予想外ではなく、普通に楓が起きているのだ。

　部屋の電気はこれでもかと言うほど煌こう々こうと室内を照らしており、ベッドの上ではうつ伏ぶせにはなっているものの、パジャマ姿の楓が何かの本――おそらくはアルバムのようなものを見て足をパタパタと動かしている。

　――なる程ね。イヤフォンで曲を聞いてるから、扉とびら越ごしの僕の声が聞こえなかったのか。

　奏はコクコクと納なつ得とくしつつ、楓の肩かたを揺ゆすって気が付かせるために部屋の奥おくにあるベッドへと近づいて行き、その肩に手を伸ばそうとし――。

「――!?」

　思わず絶句した。

　近づいて初めてわかった物。それは楓が読んでいた……というより見ていたアルバム。問題の根本はアルバムを見ている事ではない、それに収められている中身が問題なのだ。

「な、何だこれは……」

　言いながら奏は思わず後ずさる。

　彼をそこまで動どう揺ようさせたアルバムの中身とは、ページを埋うめ尽つくすようにこれでもかと言うほど貼はられた彼自身の写真。

　写真の中の奏は年ねん齢れい層そうが幅はば広ひろく、産まれたばかりのものからつい最近のものまである。またそれらの写真に写っている奏の表情はとても豊かで、たいていがニコニコと笑っている……そして、写真に写った奏の笑顔を見て楓もニコニコと笑っている。

「って、怖こわいよ!?　どうしたのお前、実はお兄ちゃん大好きキャラだったの？　え、いつから？　それとも誰かがタイムマシーンとか使って過去を改変した結果、現在も改変されちゃったりしたの!?　じゃあ何で僕の記き憶おくは改変の影えい響きようを受けてな――っ」

「お、お兄ちゃん!?」

　――あ、やばい。いつものノリでツッコミを入れてしまった。

　後こう悔かい先に立たずというべきか、気が付いた時には何もかもが手て遅おくれであり、奏の目はハッキリと憤ふん怒ぬを浮うかべる楓の目と、バッチリ合ってしまっていたのだった。




　数分後。

「楓さんや、楓さんや」

「何？」

　先の一件からどうも機き嫌げんの悪い楓。いつもの奏ならば、こういう状態の妹に関かかわるのは面めん倒どうくさい。と、早々に退散するのだが今日ばかりはそうするわけにも行かなかった。かといって、エリナから頼まれた話をする雰ふん囲い気きでもないため『とりあえずは機嫌を直していただこう』という事になったのだが。

「勝手に部屋に入ったことを許して欲しかったら、僕ぼくがさっき見たことを全部忘れて、なおかつお前がして欲しい事を何でも一つするって事だったけどさ、本当にこれでいいの？」

「これでいいの！」

「あ、あっそ……」

　――ふーん、これでいいのか。というか、これ何？

　今の状況を簡潔にわかりやすく表すのなら、ベッドで仰あお向むけに寝ね転ころがった楓の上に奏が馬乗りに跨またがっている。これだけでも中々にカオス極きわまる状況だとは思うのだが、実際はこれの数段上を行く。

　なにせ、楓は小さくて可愛かわいらしい両手で自分のパジャマの裾すそを掴んでペロンとめくり、これまた可愛らしい人形の様に美しいやや朱しゆの差したお腹なかを見せているのだ。さらに本当にどうしてこうなったのか、奏はそのお腹に両手を置いて撫なでたり揉もんだりを繰り返しているのだ。

「んぅ……あっ」

「…………」

　――何だかおかしな気分になってきた。僕は実の妹相手にいったい何をやっているのだろう。これ、出すところに出されたら完全に変態扱あつかいされそうな気がする。

　奏は必死にお腹のみに意識を向け、自らを揉んで撫でるマシーンだと定義するが、時折視線をやや上へ向けてしまうと、お腹を揉む動作に合わせてぷるんぷるんと動く楓の胸が目に入ってきて、いったい自分が何を揉んでいるのか奏の精神を余計におかしくさせる。

『じゃあ楓のお腹のマッサージして、そうしたら話を聞いてあげる』

　今いま更さらだが、たかがマッサージだろうと完全に舐なめていた。

　――それにしてもだ。

「お前さ、なんか太った？」

「なっ!?」

　毎日確認しているわけではないため、奏にも確かなことはわからない。だがそれでも、こうしてお腹を揉むたびに感じるプニプニとした柔やわらかい感かん触しよくが、どうしてもその考えを過よぎらせる。

「うん、やっぱお前太ったよな？　家にばっかいるから――っ」

「お、お兄ちゃんのバカ！　太ってないもん、成長しただけだもん！」

「痛っ!?　た、叩くなって！　ぐほっ……そ、そこ叩くのは禁止だろ！」

「バカバカバカバカぁああああああああああ～～～～～～～～～～～～！」

　奏が知らず知らずに触ふれてしまった楓の逆げき鱗りん。

　それによって沸わき起こった楓の怒りが収まるまでの間、彼はひたすらに妹のお腹を優やさしくモミモミし続けることになるのだった。

「というかさ……あのアルバム何だったんだよ？」

「あ、あれはその、何でもない、もん。別に楓が初めてＡＷＰやった時に、勝てる戦い方のコツをお兄ちゃんが教えてくれたから、楓はここまで強くなれて――そ、その事に感謝してるっていうのもあるけど、何よりも教えてくれている時のお兄ちゃんがすごい恰かつ好こうよかったから好きになっちゃって、それ以来ずっとお兄ちゃんの写真をコレクションしてて……あと最近、将来お兄ちゃんと結婚した時に、お兄ちゃんが楓のヒモだと思われないようにしっかりしてもらうためとはいえ、アカウント消したり色々と悪い事しちゃったかなって……そう思ったらお兄ちゃんの顔が見たくなって、もう止まらなくて……」

「お、おぉう」

　――何だか怒ど涛とうの楓さんトークラッシュの中で、聞いてはいけない単語を聞いた気がするのだが、それはスルーした方が無難だろう。

　何はともあれそんなやり取りを交えつつも、楓のお腹を必死にモミモミし続けた結果、彼かの女じよはようやく奏に話をするチャンスをくれる。

「それでお兄ちゃん、話って何？」

「ん、あぁ」

　――よし、楓の怒りは収まったみたいだな。さて、どうしたものか。

　とにかくあまり面と向かって言いたい類たぐいの事ではないため、それを口にするのを彼はひたすらためらうばかりだ。

　――でも、ここまで来て黙っているのもおかしいしな。それにここまで来て言わなかったら、僕が何のために揉んで撫でたのかわからなくなる。

　嫌な事はさっさと終わらせた方が無難だし、精神衛生上いいだろう。と、奏は一人でコクコクと頷うなずいて楓へと話しかける。

「あのですね……実は今、僕の高校のＡＷＰ同好会のメンバーが不足していましてね」

　奏は何故か敬語で凄すさまじく嫌そうな顔をしながら、今日の昼ひる頃ごろに起きたＡＷＰ研究部とＡＷＰ同好会の間の戦い、そしてその顛てん末まつ、その結果としてどのような事態が巻き起こったのかを話す。

　しばらく黙って話を聞いていた楓だったが、奏が話し終わると最初に一言。

「それ、楓に頼んじゃうの？」

　なんて呆あきれた顔。

　奏は今まで生きてきた中で、ここまで呆れきった顔を見たことがない。

「だいいち、楓はお兄ちゃんの学校の生徒じゃないし」

「それは大だい丈じよう夫ぶ、ちょっとした事情からね。まぁ本当は大丈夫じゃないんだけど、とりあえずは大丈夫だから心配ない」

「ふーん」

「でもお前もやっぱり忙いそがしいよな？　別にいいんだ、無理して参加してくれなくても」

　楓に誘さそいを断ってほしいというのが奏の本心であったため、彼はさっさと話を終わらせようとする。

　――明後日の勝負に負けるのは困るけど、楓みたいな奴やつを仲間にいれるのは何か違ちがう気がする。

　奏には見えていた。

　もしも楓を仲間に入れ、世界最強のアバターが御ご光こう臨りんされてしまえば、こいつが……ひいてはそのアバターがどのような活かつ躍やくをするかが。

「…………」

　圧勝だ。

　ノーダメージで圧勝すること間違いない。

　友情・努力・勝利とか関係ない。

　楓を仲間に入れたら、単独・実力・撃げき破は。

　たとえ勝てたとしてもシラケること間ま違ちがいなしだ。それに、さすがにそんな事をしては明火が可哀かわい想そうだろう。と、奏はツインテールの少女の事を思い出すのだった。

　――なんか楓も黙ってるし、了りよう承しようされる事はないだろう。

「話はそれだけだから、よかったら考えといてくれ」

　言って、これで話は終わりだという意味合いを込め、楓の腹をもう一揉みすると。

「んっ……別にいいよ、お兄ちゃん。そ、それに……お兄ちゃんが楓の事を求めてくれて凄すごく嬉うれしいし……ボソボソ」

　相変わらず後半聞き取れなかったが、全く望んでもいなかった返事がくる。

　まぁ完全に望んでいなかったという訳ではないが、あくまでそれは極ごく微び量りようだ――相対的に言えば全くと言って問題ないだろう。

　故に問い返す。

「は？」

「だから、いいってば。大好きなお兄ちゃんのためな……じゃなくて、仕方ないから楓が手伝ってあげてもいいよ」

「え、なんか今いいかけ――」

「と、とにかく！　手伝ってあげるって言ってるの！」

　楓はお腹をモミモミされながら頬をこれ以上ないほど真っ赤に染め、恥はずかしそうとも悔くやしそうとも取れる可愛らしい表情を浮かべながら続ける。

「あ、でも一つだけ条件出だしていい？」

「条件ってなんだよ？　これ以上ハードル高いのは無理だか――」




「楓とイグニッションで勝負して、楓に勝てたら手伝ってあげる」




　楓に勝てたら手伝ってあげる。

　まるで一時の思いつきの様に放たれたその言葉。

　一いつ瞬しゆん、全すべての時間が止まったように感じた。

　奏は楓がどれだけ強いのか知っている。何度も何度もテレビ越ごしに彼女の強さを見せつけられてきた。しかし、いったいそれはどれほどの強さなのだろうか。自分との間には、いったいどれほどの差があるのだろうか。

　彼はふと、そんな事が気になってしまった。

　そして気になったが最後、その気持ちは天てん井じよう知しらずに膨ふくれ上あがっていき、

「望むところだ」

　気が付けば返事をしてしまっていた。

　どこまでも真ま面じ目めな顔で、楓のお腹を撫で撫で揉み揉みしながら。




　　　　　●●●




　江馬楓が操あやつる世界最強のアバター、マカ。

　リアルの髪型をベースに雪の様に白く染められた髪かみ、紅水すい晶しようのような赤色の瞳ひとみ。そして身を包つつむは汚けがれる事を知らず、万ばん人にんの目を惹ひきつける光を放つ騎き士し甲かつ冑ちゆうサンクチュアリ。さらに左腰こしには聖せい剣けんエクスカリバーと、聖剣デュランダルの二本がそれぞれ鞘さやに収められ吊つるされている。

　装備している全てがレア度５以上……要するに、この世にたった一つしか存在していないものだ。清せい浄じようなる白のイメージで固めたその姿はまさしく聖なる白騎士そのものであり、間違いなく世界の頂点に立つ者に相応ふさわしい。

　――そんな白騎士様が僕の目の前に居るんだよな。

「おまけにフィールドは図はかったかのように教会だし、なんでこんな正にみたいなステージでちゃうかな……」

　イグニッションにおける教会ステージは、日本にある現実的な教会とは少し違う。その外見を言葉で表すのならば、ゲームで『教会』と言われた時に、真っ先に思おもい浮かぶであろうこてこての教会というのがわかりやすいだろう――そして数多あまたの椅い子すが並び、祭さい壇だんを伴ともなった優美な十じゆう字じ架かが存在するこてこての教会だからこそ押しつぶされてしまいそうになるほどの清せい廉れんさと、荘そう厳ごんさがこの場所には満みち溢あふれている。

　もはや狂きよう気きすら感じる清らかな舞ぶ台たいに、それこそが当然といった様子で堂々と立つ人物。

「はぁ」

　大きな十字架をバックに佇たたずみ、ステンドグラスから差し込む七色の光を浴びる白騎士様を見てカナデは溜息をつく。

　マカと対戦できることになったのはチャンスとも言えなくはない。しかし、目の前の少女を見ているだけで感じる実力の差が、カナデの気を問答無用で押しつぶそうとしてくる。

　マカが纏まとっている最強クラスの装備一式を見るだけでも圧あつ倒とう的てきなプレッシャーを感じるが、彼女を見て最も気け圧おされる所は、ずばり組み合わせだ。

　異常なほど清らかな教会、そこに何の不自然もなく、まるで「こここそが自分に相応しい」とばかりに、悠ゆう然ぜんと立ち振る舞まうマカ。

　ロールプレイングゲームなどで、最初からそこに居るのが当然であり、そこに居る為ためだけにデザインされたノンプレイヤーキャラクターのような違い和わ感かんのなさ。

「何でこんなに似合ってるんだこいつ？」

（というか僕の黒騎士スタイルだと、このステージ的にかなり浮きまくってるな。くっ、僕はステージに見捨てられたとでも言うのか!?　って、いかん。自分の装備とマカの装備を比べたりなんやりで、なんかナイーブになってるな）

「これはまさかの戦う前から負け確フラグだというのか？　いや、諦めちゃだめだ。でもせめてステージくらい僕に合わせてくれても」

　カナデは一人でブツブツ呪じゆ詛そを吐はき出しているが、今回のステージ選せん択たくは完全にランダムだったため、何を言っても無む駄だである。しいて言うならば運が悪かっただけだ。

「せめて城ステージとかなら……ぶつぶつ」

「さっきから何独り言を言ってるの？　というか、お兄ちゃん……まさかの女アバターって、マカはお兄ちゃんがお姉ちゃんになっちゃったら、どうやって結婚したり子供つくったり……ボソボソ」

　対戦はとっくに始まっているにもかかわらず、二人そろって茫然（正確にはカナデは独り言を言っていたが）と突つっ立たっていたのが今の今まで。ようやくマカが話しかけてくる。

「お兄ちゃん……？　えっと、この場合はお姉ちゃんなのかな」

「どっちだろうね！」

　――自分でも泣けてくる。これも全てエリリのせいだ。

「まぁお兄ちゃんが実はお姉ちゃんだったことは置いといて……」

「やめて!?　その言い方やめて！　僕が実は女の子だったみたいな言い方しないで!?　男だから、本当の僕は男だからね!?」

「でも、ゲームの中では女の子でしょ？」

「…………」

　――もう何でもいいよ、面倒くさい。

　話がいちおう一段落？したところで、カナデは腰からリボルバーソードを抜ぬき放つ。

「お前と話しても時間の無駄だし、そろそろ始めよう」

「その言い方酷いよ！　でもいいの？」

　マカは醸かもし出す雰囲気に似つかわしくない親しげな態度で頬を膨らました後。

「本当に始めちゃうよ？」

　にこりと笑う。

　異性からみても、同性から見てもとても美しい笑えみを浮かべる。

　その瞬しゆん間かん――。

「え？」

　カナデは右手の剣けんで自分の心臓を突き刺さし、何度も何度も……それこそ気が狂ったかのようにトリガーを引き続けていた。

　結果としてすぐにＨＰバーは底をつき、目の前に浮かんだのはＬＯＳＥの文字。

「……は？」

　よくわからない内に負け、よくわからない内にホームエリアに戻もどされたカナデは間かん髪はつ容いれずにマカへのデュエルを申し込む。そしてそれから数秒後。

「なに？　お姉ちゃん負けたんだから手伝う件はなしだよ……あと、面倒くさいし嫌だから、呼び方戻すね――お兄ちゃんに」

　またしても教会ステージが選択され、前回の戦いと同じように佇む白騎士。

「最も早はや呼び方なんてどうでもいいよ！　何だよアレ!?　納得いくかよあんなの！」

「どう納得いかないの？　マカはちゃんとやったよ！」

　ちゃんとやったとはどういう事だろう。

　マカが前回の戦いでやったことと言えば、勝手に胸に剣を突き刺して自じ爆ばくするカナデを、突っ立って見ていただけだ。

「あれは何だか僕の体が勝手に動いて……そう、バグだよバグ！」

「はぁ、お兄ちゃん本気で言ってるの？」

　――なんだかさっきから話がかみ合っていない気がするな。

「どういうことだよ？」

「マカが大会とかヴァーチャルオリンピックに出た時に発売した雑誌、お兄ちゃんは読んでないの？　なんだか地味にショックだな」

「雑誌？」

　ここでマカが言っている雑誌とはおそらく、ＡＷＰ通信などのゲーム誌や、その他普ふ通つうの週刊誌の事だろう。基本的に世間の時事ネタに興味のないカナデは、後者の類の雑誌を買わない。だがゲーム誌なら穴が開くほどバッチリ読み込んでいる自信がある。

　そんな彼女の脳内で行われる必死の検けん索さくの結果、マカに関する一つの記事が浮ふ上じようしてきた。

　――確かあれは、そう。マカの異常なほど高いポテンシャルと、最強のアバターに相応しい最強のスキルについて。

　カナデは完全に思い出し、理解した。先ほど自分の身にいったい何が起きたのかを。

「その顔、ようやく思い出してくれた？」

「あぁ、確かお前のスキルは〈リトル・インベイド〉……その能力は」





固有スキル：リトル・インベイド（使用回数：３　対象：任意のプレイヤー）


　―使用者は被ひ使し用よう者しやの右みぎ腕うで、左ひだり腕うで、右足、左足の内から一つを選択する。被使用者の選択された部位は本固有スキル発動から五秒間、使用者の自由に操作される。








「そういうこと」

　――何が「そういうこと」だ。

　雑誌やネットで騒さわがれ、現状最強と言われる固有スキル。

　今までは所しよ詮せん自分自身とは関係のない所の能力であり、それが持つ力の大きさをいまいち認にん識しきしていなかった。

　その程度がいままでのカナデの認識だったのだが、今はまるで違う。

「随ずい分ぶんチートじみた能力だな、お前が強いのもそれのおかげか？」

「む～、なんだかお兄ちゃんの言い方ってトゲあるよね。まぁいいや、それが聞きたくて再戦挑いどんだの？　別にリアルで聞けばよくない？」

「それだけの訳があるか！　再戦だ、もう一度チャンスをくれ！　僕が納得いくまで勝負だ！」

「……お兄ちゃん、恥ずかしくない？」

　典型的な「自分が勝つまで勝負だ」発言にマカは白い目で見てくるが、今のカナデにはそんなこと気にならない。家族に恥はじをさらしたって何も感じない。

　このまま惨みじめに負けっぱなしだけは嫌だ。今は勝てないとしても、マカに一いつ矢し報むくいるくらいはしたい……あと、こうなった以上はエリリのためにこいつを仲間にしたい。

　今、彼女の頭の中を占しめているのはそれだけだった。




　一時間後。

「く、くそ！　何で勝てないんだ！」

「お兄ちゃんじゃ装備的にもまだ厳しいでしょ。でもこれでわかったよね？　マカが固有スキルを使わなくても強いってことが」

「……っ」

　あれから「ラスト！」「次で最後！」「ラス一、ラス一な！」と言って、何度も何度も様々なステージで戦った結果、カナデはその全てにおいて瞬しゆん殺さつされていた。

　途と中ちゆうからカナデを自じ滅めつさせるのが可哀想になったのか、マカは固有スキルをあまり使わなくなったが、結果はまるで変わらず。自分の剣で死ぬのが、マカの剣に変わっただけで、殺されるまでのタイムは変わらない。

　瞬殺だ。

「次で本当に最後だよ？」

　いい加減疲つかれてきたのか、今度こそ念ねん押おしするマカ。

　最後に選ばれたステージは、奇くしくも最初と同じ教会だった。

「あぁ、次で最後でいいよ」

「…………」

「何だよ!?　その胡う散さん臭くさいものを見るような眼めは！」

「だってさっきから延々とこのやり取りしてるんだもん！　いい？　次で本当の本当に最後だからね？　今のお兄ちゃんの実力はだいたい把は握あくしたし」

「把握、した？」

「うん、今のお兄ちゃんじゃマカには絶対勝てない。少しは期待したのにな、身内なら……兄妹きようだいなら少しはマカを追おい詰つめてくれるんじゃないかって」

「…………」

　勝手に期待して、勝手に失望する。

　圧倒的強者が気まぐれにするその行こう為いは、時としてされた側の心をへし折りかねない。自分は精せい一いつ杯ぱいやっているのに、相手の強さや理想へはまるで届かない絶望。だいたいの者は心のどこかで、大切な何かにヒビが入るか、最悪ぽっきり折れてしまう。

　では、それでもなお心が折れず、ヒビさえ入らなかった者はどうなるのか。

　決して譲ゆずる事の出来ない目標……信念を持ち、どんな事が起きても前へ進み続けると決めた人物にとって、強者から与あたえられたその行為は――。

「次は勝つ」

　やる気の炎ほのおをより猛たけらせる起き爆ばく剤ざいへと変わる。

　カナデは腰からリボルバーソードを引ひき抜き、度たび重かさなる戦いでそれなりに様になってきた構えを取る。

　彼女の剣は敵が持つ伝説級の武器とは似ても似つかない。

　存在感、威い力りよく……そのどれをとっても相手の武器を下回っている。

　――口ではどう言っても、正直勝てるとは思わない。

　カナデは動き出す。ただ真まっ直すぐに、自分が信じた道を突き進すすむかのように。

　――それでも僕はこのまま負けるのは嫌だ。

　彼女を迎むかえ撃うつのは自由自在に操られる二本の聖剣。どのようなイメージをすれば、ここまでの速度が出せるのかはわからない。マカから放たれる斬撃は、かつて戦ったモミジの固有スキル発動時に近しい速度……下手をすればそれ以上のように思える。

　不可視なる不ふ可か避ひの一いち撃げき。

　攻こう撃げきは見えない――かろうじて二本の聖剣が放つ光の軌き跡せきが見える程度だ。

「僕は……」

　イメージとは速さだ。

　マカはどのようなイメージをしているのか。どうすればマカのイメージに近づけるのか。カナデが考えることはそればかりだ。

　しかし、姉妹……兄妹で血がつながっているとはいえ、所詮カナデとマカは他人でしかない。精神構造が違う全く別の人間……そんな事を考えていても、マカを理解して追いつけるわけがない。それに、カナデがしたいのは追いつくことではないのだ。

　――そう、僕は追いつきたいんじゃない。僕はこいつに、勝つ！

　勝てないなどと、くだらないイメージをしている暇ひまはない。

　――避よけられない攻撃なんてない。

　これは所詮対戦ゲーム、即そく死しコンボがあるとしても、一撃必殺があるとしても……絶対に避けられない攻撃だけはあるはずがない。

　攻撃には須すべからく何らかの弱点があり、何らかの法則がある。

「さようなら、お兄ちゃん」

　声が聞こえた。

　あの日、カナデの世界を破は壊かいした人物と同じ声が。

　これ以上負けることは許されない。

　これ以上負けることは――。

「許さない！」

　マカを超こえるイメージはいまだ固まらない。脳裏にあるのは形を持たない霞かすみの様な何か……だが。

「え」

　たとえ無形のものだとしても、いずれ最強へと至る資格を有している者ならば――。

「マカの攻撃をよけた!?」

　一時的に強大な何かに対たい抗こうすることくらいは可能かもしれない。

「…………」

　カナデには最早自分が何を考えているのかはわからない。何が自分をこうも速く動かしているのか、はっきりとはわからない。

「！」

　マカが放つ連続剣。

　右からの斬撃、左からの斬り上げ――左右から順々に舞まいの様に繰くり出される光速剣、そしてその全てを紙かみ一ひと重えで躱かわしていくカナデ。

「っ……こんなの！」

　全体的に見れば優位に立っているのはマカだ。押されているのは自分である事に間違いないのだが、カナデは不思議と押されている気はしなかった。

「なんで、マカが!?」

　むしろ、カナデはこれまでなかった確かな手ごたえを感じていた。

　まだ無名のアバターはこの一時だけ確実に世界最強を圧あつ倒とうし、未いまだかつて苦戦したことがないであろう相手へとプレッシャーをかけていく。

　そして与え続けたプレッシャーは相手に焦あせりを生み。

「しまっ……」

　生み出させた焦りは、決定的なミスをも生ませる。

　――懐ふところが開いた、今だ！

　マカの攻撃を避けるのではなく剣で弾はじいたことにより、彼女の左腕が大きく上へと弾きあがる。

　時間にして一瞬だが、体感的に何時間にも及およんだ戦いの隙すき。恰好のチャンスを今のカナデが見み逃のがすはずがない。

「ここだぁああああああああああああああああああああああああああっ！」

　教会の石いし畳だたみに敷しかれた絨じゆう毯たんを激しく蹴けり、突き出した剣が向かう先は一点のみ。

　やられたからやり返すという訳ではないが、カナデが狙ねらった先は心臓――さきほどカナデの心臓を貫つらぬいた剣が、今度は正しくマカの心臓めがけて突き出される。

　――いける！

　だが、カナデのそんな確信がわずかに彼女の意識をぶれさせ、剣速を鈍にぶらせた。

　その結果。

「固有、スキル……このタイミングで、お前は！」

　復ふく讐しゆうの剣は届かない。

　カナデの一撃はマカの胸へと吸い込まれる直前に、不可視ながらも絶対の強制力を持つ何かに止められる――おそらくその正体は先ほどカナデが言った通り、マカが発動した固有スキルで正しいだろう。

「くっ、そ！」

　いくら力を入れても動かない剣。だがカナデにはそれを覆くつがえせるほどの力はない。

「………」

　一方、マカは自分に向かって必死に突き出される剣を、驚きよう愕がくと称しよう賛さんの入り交じったような何とも言えない眼で見下ろしながら、

「マカの、勝ち」

　カナデの胸へと己おのが聖剣を突き入れる。




　　　　　●●●




「勝った」

　カナデを倒し、自らのホームエリアである白はく亜あの城の一室――王の間へと転送されたマカは、どこか寂さびしさの漂ただよう冷たい大理石の玉座に腰こし掛かけて一人つぶやく。今までは勝負が終わった瞬間にカナデから再戦メールが来ていたが、さすがにもう来ない。

　おそらく負けを認めたのではなく、何かしらの満足感を得たのだろう。

　――例えば、マカに一矢報いるとか。

「っ」

　自分で考えたその言葉に、彼女は口の中に苦いものが広がるのを感じた。
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「マカが勝った？」

　言って、彼女はメニューウィンドウにあるトータルレコードをタッチ。そこに次々と映し出されるのは、今までマカが最強のアバターとして歩んできた軌跡。

「…………」

　そのうちの一項こう目もくを見て、マカは瞳を閉じる。

　――『あなたがこれまでに受けた累るい計けいダメージ：12　あなたがこれまでに受けた累計攻こう撃げき回数：１』か。

　一度見ただけで脳のう裏りに焼き付いたその映像の意味するところは。

「イグニッションを始めてから、初めてダメージを受けた……それに、もしお兄ちゃんの装備がしっかりとした装備だったら」

　――負けてた？

　そう、カナデの攻撃は当たっていたのだ。

　カナデの攻撃はしっかりと当たり、鎧よろいに阻はばまれた。マカが反応して固有スキルを使ったのはその後。つまり、まるで間に合っていなかったのだ。

　あの刹せつ那な、カナデは確実にマカを上回っていたのだ。

「今回は勝ったけど……負けた」

　――まだ装備に付ふ与よされたスキルは使っていないとはいえ、マカは確実に負けた。

　この日、誕生してから無傷にして無敗を誇ほこった白騎士は、初めて敗北の味を知った。

　しかし。

「最後、あの攻こう防ぼうの時に発揮された集中力、それに伴うマカを上回りかねない速度。あれを自在にコントロールできるようになれば、勝てないまでもマカといい勝負は出来るかもね」

　言って、わずかに微笑ほほえむ少女はまるで悔くやんでいなかった――納なつ得とくのいかない勝ち方をしたことにも、自身の無傷無敗神話に傷がついた事にも……彼女は何も気にしてはいない。

　ようやく現れたかもしれない存在――自分とまともな勝負が出来うる相手を思って、その相手が世界で一番大好きな姉……兄であるという事を思って、彼女はただ笑うだけだ。

「楽しみにしてるね、お兄ちゃん」







第六章　再戦







「それで？」

「それで、とは？」

　今日は最終決戦当日。放課後、奏かなでとエリナは近所のゲームセンターに来ていた。この近辺で一、二を争あらそうほど巨きよ大だいで、数多くのＡＷＰを有しているこのゲームセンターに、彼かれらは遊びに来たわけではない。

　三人対三人、計六人による二本先取の試合をするさいに、学校にあるＡＷＰでは人数分に足りないため、このゲームセンターにてデュエルをしようという事になっているのだ。

　そして二人は今、ＡＷＰが所ところ狭せましと並んでいるフロアの隅すみにある休きゆう憩けいゾーンに座すわり、ジュースなどを飲みながらお話し中だ。

「お前は私の同好会の会員であろう！　会長が『それで？』といえば、会員は黙だまって従うものだ」

「いや、知らないよ！　そもそもあれだよね？　正直、僕とエリナってまだそんなに知り合ってから長くないよね!?」

「む、それがどうした？」

「だからね、僕ぼくとエリナの間にはまだそういう……なんていうの？　以心伝心みたいなものはないでしょ？　まぁゲームとかの連れん携けいなら話は別だけ――」

「はぁ～」

「いやいや、何その顔？　こいつ語りだしちゃったよーみたいな顔なに？　なんかムカつくからやめてくれない？　僕は正論を言っただけだよね！」

「それで明あけ火びはいつまで私をまたせるのだ？」

「急に話もどしたな！」

　基本的に自己中心的な性格をしているせいか、エリナの会話は忙しい。感覚的な話になるのだが、聞いていて疲れるのでなく、忙しいのだ。あえて近しい喩たとえを探すとするならば、エリナの会話はあっちに行ったり、こっちに行ったり……要するに決まった統一性がないのだ。

　彼女との会話に慣れてしまった奏からすると、最も早はや気になるものではないが。

「私わたし達たちがこうしてジュースを飲んでいるのは、元はと言えば明火が遅ち刻こくするからであろう？　あいつはバカなのか？　いつもいつも私を待たせて、最早狙ねらっているとしか思えん」

「…………」

　――いや、それきっと狙って遅刻してるんじゃないかな？　嫌いやがらせとかで。

　と、考えたところで奏の脳裏に明火の顔、そして言動と行動が蘇よみがえる。

「……いや」

　あの少女ならあり得るかもしれない。

　気が強そうにふるまいながらも、かなり撃たれ弱く。どこか放っておけなそうに見えるあの少女なら、予期せぬドジドジハプニングで遅刻とかあるかもしれない。

　奏が考えを改めながらうんうん頷いていると、エリナがまたしても新しい会話を振ふってくる。

「それで？」

　――こいつ、人の話を全然聞いてないな。

　もう突っ込んでやるものかと、エリナの顔を半眼で見つめていると、彼女は「つまらん奴め」などとボヤキながら言う。

「三人目の仲間は無事に捕ほ獲かくできたのか？」

「仲間を野生動物みたいに言うのやめようよ」

「えぇい、いちいちうるさい奴め。早く私の質問に答えるのだ！　三人目は無事に仲間に出来たのか？」

　三人目。

　今回のＡＷＰの勝かち抜き戦せんにおいて、対戦相手の紅くれ葉は明火から出された、嫌がらせじみた条件。

「なんだ、その浮うかない顔は……っ、まさかお前！」

　まるで何か恐おそろしいものにでも気が付いたかの様に、ベンチからバッと立ち上がって奏を見下ろすエリナ。

「まさかお前、仲間を見つけることが出来なかったのか……もしそうなら、この勝負」

　エリナが少し神経質になるのも仕方がないだろう。

　今回の勝負、仲間をあと一人集めなければ勝敗以前に負け確定なのだ。それも人数不足による不戦敗という、実に情けない負け方だ。

　プライドが高いエリナとしては、絶対に認められない負け方だろう――だったら、自分で集めればいいのに、などと言う考えはこの場では捨てた方が無難だ。なぜなら彼かの女じよの思考回路は『まず自分でやる』ではなく、『面めん倒どうくさい事は他人に任せる』なのだから。

「大丈夫だよ」

「む」

「三人目は無事に確保した。諸事情でリアルのこの場所には来ないけど、あとから向こうのホームエリアで合流することになってる」

「ほほ～う」

「な、なんだよ？　急に腕うで組んでご満まん悦えつそうな顔しやがって」

「いやなに、世界最強である彼女が仲間になってくれたのだ。これで私達の勝ちは揺ゆるがない……そう思ったら嬉しくなってしまってな」

「…………」

　――世界最強である彼女、か。

「奏、お前は時々黙るな……何故なぜだ？」

「何故って、別に黙ってないし」

「今黙っていたであろう」

「黙ってない」

「黙った」

「黙ってない」

「…………」

「…………」

　二人がしょうもない事で取っ組み合いの喧けん嘩かを始めそうになったころ、ようやく本日の対戦相手がやってくる。

「何やってんのあんたたち？」

　ご自じ慢まんのツインテールを揺らしながら登場したのはＡＷＰ研究部、部長　紅葉明火とその仲間たち。

「あ、明火ちゃん。遅おくれてきたんだから偉えらそうにしちゃだめだよ～」

　明火のすぐ後ろに立ち、少し挙きよ動どう不ふ審しんかつほんわかムードを漂わせている少女が、以前奏たちとも戦った成なる瀬せ風ふう花か。

「……同感」

　明火たちから一歩下がったところに立ち、淡たん々たんと頷うなずくかなり小さい少女。ＡＷＰ研究部のメンバーなのであろうが、奏たちは初めて見る人物だ。

　そしてそんな人物を、好こう奇き心しん旺おう盛せいなエリナが放っておくわけがない。

「明火、そのちっこいのは誰だれだ？」

「ふん、仕方がないから特別に教えてあげるわ！」

　明火が長々と自慢交じりに語り始めたところで、件くだんの少女がてくてく二人の前まで出てきて、ゆっくりと頭を下げる。

「英語科一年　柳りゆう城じよう雫しずく……よろしく、お願いします」

　肩かたまで伸のびた艶つややかな紫し紺こんに近い黒くろ髪かみを揺らしながらの挨あい拶さつに、エリナは気持ちのいい笑え顔がおで応じる。

「普ふ通つう科か二年　桜さ月つきエリナだ。どうやら明火と違ちがって礼れい儀ぎをわきまえているようだな、ふふ、ふははははははははははっ！　エリナと呼ぶことを許そうではないか！」

　雫の礼儀正しい態度が気に入ったのか、高笑いし始めるエリナ。一いつ般ぱん人じんが見たら引きかねない彼女の笑い方を見た雫は――。

「か、かっこいい……」

　何故か目を輝かがやかせていた。

　雫のそんな様子を奏が訝いぶかしげに見ていると、何やらさっきから一人で喋しやべっていた明火の言葉が止まる。

「……という訳よ！　進学校のうちで部員集めるの大変だったんだからね！　ところで、あんたのとこの三人目はどこ？」

　――ま、まさか、他の人が聞いてくれていると思って、ずっと一人で喋っていたのか？　可哀かわい想そうすぎるだろ！

　これはフォローが大変だな。と、奏はとりあえずエリナの出方を窺うかがう。

「む、あぁ、すまん。まるで話を聞いていなかった。もう一度頼たのむ」

　ザックリだった。

　というより、フォローにすらなっていない適当なあしらいだった。

「……え」

「え――なに？」

「エリナのバカァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアっ！」

　いったいあの打たれ弱さは何に起因しているのか。

　明火はエリナに話を聞いてもらえなかった事に、それほどショックを受けたのか、御ご自じ慢まんのツインテールをふり乱しながら走って行ってしまう。

　――泣いてたよな、あれ。

「待ってよ～、明火ちゃ～ん！」

「む、待て！　対戦はどうするのだ！」

　爆ばく走そうツインテール少女を追いかけて走って行ってしまう風花。

　まるで悪びれた風もなく、腕を組んで走り去る二人を見送るエリナ。

　そしてこの場に残ったのは。

「…………」

「えーと、柳城さんは行かなくていいの？」

「……雫」

「へ？」

「雫でいいです……先せん輩ぱい」

　あくまで淡々としたしゃべり方で雫は言うと、てくてく奏へと近づいてくる。

「こうなると思って、用意しました……これ、読んでください」

「なにこれ、手紙？」

「今回の対戦について書いてあります……明火を探さなければならないので、今から十五分後に中で会いましょう……それでは」

　ぺこりと挨拶。シュタっと華か麗れいなターンで方向転てん換かんし、スタスタ少し急いだ様子で歩いて行く雫を見送ったのち、奏はエリナへと向き直る。

「明火の奴やつは、相変わらず私をイライラさせるな」

　何やら怒おこっているエリナに対して「いや、紅葉さんに対するエリナの態度も悪い気がするんだけど」と、突っ込みたいところをグッと我が慢まんする。

　エリナとは短い付き合いだが、そんな短い間にも彼が学びえたことがいくつかある。その代表格が現在進行形で起きている事例――機き嫌げんが悪いときには話しかけるべからず。できるのならば、近寄るべからずということである。

　奏の経験上、こういう時に先に挙げた動作のいずれかを行うと、かなりの高確率で飛び火する……いや、もはや飛び火という表現は相応ふさわしくないかもしれない。なぜなら彼の中にある『機嫌の悪いエリナに近付く危あやうさ』のイメージは、そんな温ぬるいものではない。

「しいていうなら、全身にガソリンを被かぶって燃え盛る家に突っ込む感覚……うん、きっとそれこそが僕が持つイメージにぴったしだ」

　我ながら素す晴ばらしい表現を見つけたものだと奏がコクコク頷いていると、明火に対する呪詛を吐き終えたエリナが言う。

「そういえば奏。対戦を始める前に、私自身のモチベーションを上げる意味も兼かねて言っておくことがある」

　やけに真しん剣けんかつ深刻な視線と言葉。

　何やらただ事ではない雰ふん囲い気きを奏が感じていると、エリナは口くちの端はしを吊つり上あげるような挑ちよう戦せん的てきに見える表情をしながら続ける。腕を組み、真っ直ぐに目を合わせて。




「私はお前が欲ほしい」




「……はい？」

「何をおかしな顔をしているのだ！　いいか奏、私はお前が持つ固有スキルが二つあるという特異性が、デュアルスキルという唯ゆい一いつの力を持つお前が欲しい」

　――あ、なんだそういう事か。

　てっきり告白されているのかと思った奏は、やや肩を落としながらエリナの話を聞く。

「奏、お前はもしもこの同好会が無くなればどうなると思う？」

「どうって……」

「返事が遅おそい！」

「返事が遅いって、まだ二秒も経たってないよね!?　どれだけ生き急いでるんだよ！」

「とにかく」

　――安定のスルー。もういいよエリナさん、僕は黙ってエリナさんの話を聞くよ。

「この同好会が無くなってしまう事は、私にとって身を切られるのと同等に辛つらい。そしてこの同好会には存続してもらわなければならない別の意味もある――それは奏、同好会がなくなると、奏がこの私の所有物ではなくなってしまうということだ」

「え、僕エリナの所有物だったの？」

「私はな奏……欲しい物は絶対に手に入れ、手元に置いておかなければ気が済まないのだ。故ゆえにこの戦いはＡＷＰ同好会を守るための戦いでもあり、私が心から欲ほつしているお前をどこかへやらないための戦いでもあるのだ！」

　そんな事を言いながらズビシと奏を指さしてくるエリナは、そのままの調子で言う。

「勝つぞ、奏！　私のた……私達のために！」

「今言い直したよね!?　私のためって言おうとしたよね？　やめて！　いいところで噛かむのやめて!?」

「ふはははははははははははははははははっ！　安心するのだ奏、別に噛んだわけではない。本心がチョロっと漏もれただけだ……ふ、ふふ、ふははははははははっ！」

「余計悪いからね！」

　本当に今いま更さらだが、どうしてエリナはここまで自己中心的なのだろう。

　――まぁ万に一つくらいの可能性で、僕の緊きん張ちようを解そうとしてボケている可能性もあるけど……まぁないな。きっと全すべて本気で言っているのだろう、何一つ偽いつわる事なく。

　奏は自己中心的な奴は昔からあまり好きではなかったが、エリナは不思議と嫌きらいになれない。むしろ一いつ緒しよに居て楽しいとさえ思う、その理由はいったい何なのだろうか。

　――もうしばらく、この同好会には続いてもらわないと困る。

　せめて自分の心が訴えるその理由を知るまでは。そして自分が楓かえでに匹ひつ敵てきするイメージを身につけられるまでは、この同好会にはあって欲しいと思う。

　――もちろんそこには……。

　奏はそんな事を考えながら、早くもＡＷＰに入ろうとしているエリナをチラリと見る。

「いずれにしろ、こんなところで負ける訳にはいかないな」
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「フィールドは城塞跡だと……モミジの奴、こちらが下手に出ているからといって、自分が得意なステージを選びおって！　しかも何故、この私が設定しなければならんのだ！　こういう場合は相手がやるべき……ぶつぶつ」

　イグニッションを始めたのち、カナデがリアルで雫からもらった手紙の内容を伝えると、ご覧の通り――エリリはぶつぶつと文句を言いながら、ホームエリアで今回のデュエルの設定をし始める。

　なお手紙の内容は以下の通りだ――対戦形式は城塞跡でのランダム配置、二本先取デュエル。制限時間はなし、その他はデフォルト。

　手紙の最後にこぢんまりした文字で「よろしくお願いします」と書いてあるところが、これを書いた人物、雫の性格をよく表しているように思えた。

「部屋のパスワード……は、よし！　ようやく全ての設定が終しゆう了りようした。この私に雑務をやらせるとは、私達が勝ったらモミジには何らかの罰を与えてやらなければな。ふ、ふふ、ふははははははははははははははははははははははははっ！」

　そもそも無理言って再戦させてもらっているのは自分たちの方なので、そんなことを言う資格はないし、これくらいは雑務のうちに入らないだろう。

　カナデは半眼で彼女を見つめながら思ったが、当然口には出ださずに別の事を話題にあげる。むしろ、これを聞かないと今回の対戦に支障が出かねんことだ。

「機嫌よさそうに笑ってるところ悪いんだけどさ、僕って二本先取でデュエルやるの初めてなんだけど……これって勝ち抜ぬき形式ってことではないんだよね？」

「む、そうだったな。ならば特別に説明してやろうではないか！」

「……特別なんだ」

「カナデが言った勝ち抜き戦は一人ずつデュエルエリアに行き、通常通り対戦を行う。普ふ段だんと違う点は全てが持ち越される点だ」

「全てが持ち越されるって、どういうこと？」

「察しが悪いな」

　――悪かったな、察しが悪くて。僕は初めてやるんだから仕方がないだろ。

「全てが持ち越されるとは、どちらか一方が勝って、負けた側が次の選手にバトンタッチする際、勝ち抜いた側の選手の状態がリセットされないという事だ。あとフィールド状じよう況きようもだな」

　エリリが言っている事をわかりやすくまとめると、どうやらこういう事らしい。

　一戦目を勝ち抜いた側の選手が、ＨＰ半分の状態かつ固有スキルを使い切った状態で勝利していたとしたら、そのままの状態で二戦目に突入しなければならない。

　また、一戦目でフィールドが変わる様な事態――例えば、地面を抉る様な攻撃をした場合は、その痕跡がそのまま二戦目に引き継がれるという事だ。

　そしてそれらは、当然最終戦まで引き継がれるのだろう。

「ＨＰの引き継ぎとかはそんなにだけど、地形の引き継ぎってすごく戦略的な要素だね」

「む、そうか？　私はそうは思わないが」

「いや、十分戦略的でしょ……例えば塹ざん壕ごうみたいの掘って隠れたりさ、ある程度こちらに有利な地形を自分たちの手で作れるってことなんだから」

「なるほど、確かにそう言われてみるとそんな気もしないでもないな」

　エリリは何やら難しそうな顔をしながら、腕を組んでぶつぶつと呟いている。

　おそらくは、カナデが言った事を自分なりに咀そ嚼しやくしているのだろう。

「まぁそれは置いといて、今回のはそれとは違うんでしょ？」

「うむ、その通りだ。今回は一人ずつデュエルエリアに行くのは変わらないが、勝っても負けても両プレイヤーはフィールドから退去する事になる。もちろんフィールドの状態も対戦前に戻もどされることになる……よって、お前が先ほど言っていた戦略的云うん々ぬんは気にしなくてもよいということだ。ふ、ふふ、ふはははははははははははははははははっ！」

「笑うタイミングじゃないよね!?」

「他に質問はあるか？」

　――本当にさ、突とつ然ぜんボケをやめるのやめてくれないかな。

　まるで一人でツッコミを入れた末に滑すべっているようで、本当に微び妙みような気分になる。

「他に質問といえば、ランダム配置って何？　あと待機してる人って、自分のホームエリアに居るだけなの？」

「ふははははははははっ！　なかなかいい質問ではないか！　ではまずランダム配置についてだが、これは通常とは異なり敵と向かい合った状態から戦闘が開始されない――すなわち、お互たがいフィールドのどこに居るのか、わからない状態でスタートする事だ！　そしてもう一方の質問の答えだが……」

　と、エリリは斜め上の何もない空間を指さす。

「そこには対戦の間モニターの様な物が表示され、対戦者達の様子がリアルタイムで映し出される。要するに、それを見て仲間を応援したり、盛り上がったりしろということだな」

　――なるほどね。

　カナデがうむうむ頷いていると、エリリが突とつ如じよぴくんと体を揺らす。

「む、メールが来た。どうやらモミジたちの準備が整ったらしい」

「じゃあ……」

「うむ、デュエルを始める……前に、どういう順番で戦っていくか決めたいと思う」

　確かに戦う順番は重要だ。

　チーム戦において戦う順番をおざなりに考えれば、相当の戦力差がない限りは確実に負けてしまうだろう。

「我わが同好会の最終兵器たる世界最強少女は、当然最後に控えてもらうとしてだ」

　エリリが件の三人目の事を話題に出すと、カナデの頬ほおがピクピクと引き攣つる。まるで何か後ろめたい事でもあるかのように、まるでエリリに重要な事を隠しているかのように。

「一戦目は私が行こうと思う」

「え、僕じゃないの!?」

　すっかり一戦目は自分だと思っていたカナデは、エリリの予想外の提案に大きな声を出してしまう。

「それは私も考えたのだが、やはり一戦目で流れを作っておきたいのだ。それには絶対に勝つ必要がある、それもある程度の差をつけてな。モミジの性格からすると、自分は必ず三戦目に出ようとするはずだ」

「その心は？」

「格かつ好こういいから」

「単純だな！　どれだけ単純なんだよ、モミジさん！」

「ふ、あいつはバカだからな」

　エリリは額に片手を当てて、何やらキザっぽいポーズを取って続ける。

「とにかく、そうなると一戦目に出てくる奴は二択――以前、私をグレートソードで切り付けてくれたフーカか、アバター名不明のあの淡々少女のどちらかだろう」

　アバター名不明の少女とは、リアルで明火たちの一番後ろに控えていた一年生――柳城雫の事だろう。

「よって私が出る」

「いや、理論がわからないんだけど」

「えぇい、お前は察しがいい時と悪い時の差が酷過ぎるぞ！　つまりこういう事だ、よく聞くがいい！」

　ズビシっと、そんな擬音が浮かびそうなポーズで再びカナデを指さし、エリリは続ける。

「淡々少女の力量はハッキリしないが、モミジが自分以上の力を持つ者を仲間に入れるはずがない。よって、彼女の力量は間ま違ちがいなくモミジ以下、すなわち私以下」

　随ずい分ぶんと強引な理論だが、そこはあえてスルーするカナデ。

「残るフーカだが、前回戦った限り彼女はそこまで強くない。一対一ならまず負けない……むしろ圧あつ倒とう的てきな勝利を収める自信がある」

　なるほど。

「だから最初はエリリがやるってことね」

「ようやくわかったか、ではデュエルを始めようではないか！　ふははは……」

「待った」

「む、これ以上何を待つことがあるのだ！」

　エリリの文句を無視して、カナデはメニューウィンドウを素す早ばやく操作していく。

「三人目に部屋のパスワードとか色々送っとかないとでしょ？　エリリってさ、そういう細かいこと忘れるよね？」

「な、なにを言う！　この私が忘れるわけないではないか……ふ、ふふ、ふははははははははははははははははははははははははっ！」

　――忘れてたな、こいつ。

「さぁ、始めるぞ、私達が勝利へと至る戦いを！」

　エリリが高笑いした直後の事だった、二人の前に円柱状の光のサークルが現れたのは。

「では行ってくるぞ」

「うん、頑がん張ばって」

　エリリがそのサークルの中へと進み、彼女の体がデュエルエリア……すなわち今回のフィールドとなる城塞跡へと転移され、カウントダウンの後――。

　ＡＷＰ同好会の運命を決める戦いの第一戦目が幕を上げた。
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「城塞跡か……」

　巨大な外がい壁へきの内側に建てられた優美かつ荘そう厳ごんな城。かつては天を目指して伸びていたであろう鐘楼のような部分は、根本から折れて横よこ倒だおしになっている。城塞の要であり、滅びる前は鉄壁を誇っていたはずの城も、今ではあちこちに亀裂が入り、長年の風化のためか壁が崩れ、中が見えてしまっている箇所さえある。おまけに手入れがされていないせいか、いたる所にツタが絡みついており、一部城が完全に見えなくなっている箇所すらある。

　以前の栄光と共に朽くちた城、それがこの城塞跡ステージだ。

　だがそれでも、たとえどんなに城が朽ちて見えたとしても、雲間から差し込む神々しい光に照らされた城は、神域の如き静せい謐ひつさを兼ね備えている。

「どうも私はここが好きになれんな」

　美しくも朽ち果てた城、そんなフィールドを一望できる外壁――まだこの城が美しかった時は外部から来る敵の進攻を防いでいたであろう、どこか万里の長城を思わせる朽ちた巨壁の上に立ち、ピンク色の髪かみを風に靡なびかせてエリリは凛りんと言う。

「フーカ、以前の借り……ここで返させてもらうぞ」

「まけません！」

　エリリは目の前で子犬の様に敵意を振りまく存在――グレートソードを両手で持つ勇者、フーカを見つめながら言う。

「今回は以前とは違う」

　構えるはリボルバーアックス。

「一対一でこの私が……エリリ様が不覚を取ると、思うな！」

　言って大きく曲線を描きながら走る。

「っ」

　たとえフーカがエリリの目測通り弱いとしても、一応はモミジほどの手練れが選んだメンバーの一人。一見無策とも思えるエリリの突とつ撃げきを、ただ茫ぼう然ぜんと見過ごす彼女ではない。

　エリリが風の如き速さで距きよ離りを詰めていくと、フーカはそんな彼女を迎げい撃げきするために、リアルではとても持ち上げられないほどの大きさの剣けん――グレートソードを、体を回転させるようにしながら振り回す。

　構えから判断するに、おそらく彼女が狙ねらっているのはエリリの首。もしも当たれば武器の攻こう撃げき力りよくとクリティカルダメージが相あい俟まって、一いち撃げきのもとにエリリのＨＰは全損していただろう……もし当たればだが。

「ふっ！」

　フーカの一撃を左側に転ぶようにしながら躱かわしたエリリは、尚も左側へと倒れ続ける体を、左手を地面に突くことにより強引に止める。そこから左ひだり腕うで全体をバネの様に使って押し上げると、反動を利用して右手に持った戦せん斧ぷを振りぬく。

　狙うはフーカの胴。

　一撃とまではいかないまでも、直ちよく撃げきすればそれなりのダメージは与あたえられるはずだ。

「それに……」

　エリリの振りぬきの速さと、このタイミングをもってすればおそらく。

「お前程度の速さでは、この攻こう撃げきはかわせまい！」

　答えは明白だった。

「あっ痛ぅ!?」

　エリリの攻撃に対し、フーカは避よける素振りすら見せずに直撃。

「怯ひるんだな……だがまだだ、まだ終わらんぞ！」

　斬撃と共に叩たたき込まれるリボルバーアックスの神髄、グリップ部分にあるトリガーを引くことによる刃やいばの爆ばく発はつ――二重の痛撃をもろに受けたフーカは、まるでトラックに撥はね飛ばされたかのように後ろに吹ふき飛とぶ……が。

「ふははははははははははっ！　終わらないと、言ったはずだ！」

　吹っ飛ぶフーカに追いすがるという驚異的な反応と速度で、未いまだ宙に浮かんでいる彼女を、戦斧による渾身の一撃を以もつて地面へと叩き付けるエリリ。

　度たび重かさなる重撃を受けたフーカの残りＨＰは――。

「これで私の勝ちだ」

　彼女の胸に食い込んだまま連続して爆発を起こすリボルバーアックスにより、完全にゼロになる。

　まさに圧あつ倒とう。

　敗者に憐れみを感じてしまうほどの圧倒的な力の差、それが二人の間には広がっていた。

「ふははははははははははははははははははははははははっ！」

　エリリは超大な戦斧をおもちゃの様にクルクル回し、背中のホルダーへとしまう。

「ふぅぅぅぅぅぅうぅううううはははははははははははっ！」

　これ以上、敗者の方を向いていても意味がないというかのように……もはや敗者には興味が微み塵じんもないとでも言うかのように、彼女はフーカに背を向けてゆっくり歩き出す。

「さぁ、私の勝ちだモミジ、ここから我がＡＷＰ同好会は反撃の狼煙のろしをあげる」

　エリリが上げる狂喜の声は止まらない。

「ふははははははははははははははははははははははははっ！」

　エリリが上げる狂きよう気きの声は止まらない。

「余よ裕ゆうではないか、この私が……このエリリ様が貴様らを――っ」

　だが、そんな狂喜と狂気がふと止まる。

「あ」

　何が起きたかわからない。薄れゆく視界の中、エリリが最後に見たのは。




　自らの胸から生える鉄塊の如き大剣と、全損したＨＰバーだけだった。




「…………」

　対戦相手が消滅したならば、残るのは勝者のみ。

「固有スキル〈リフレイン〉」

　勝者、すなわちフーカはゆっくりと語る。

「私のスキルは自分のＨＰがゼロになった時にね～、一回だけ自動で発動するんだ～」

　相変わらずの間延びした口調で告げるのは、この戦いの真相。勝ったはずのエリリが負けた理由。

「効果はね～、私のＨＰ及び武装の全回復……勇者はね、死んでも生き返るんだよ～」

　これ以上ないほど簡単かつ凶きよう悪あくな力。

　それを有する勇者様は、見ているだけでポカポカする太陽のような笑えみを浮かべていた。
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「あ、ありえない」

　ホームエリアに戻ってきたエリリは、まるで放心したかのように口を半開きにしてブツブツ言っている。

「この私が負けた……あんなのに？　ありえない……ふふ、ふは、ふっははのは～」

「…………」

　金魚の様に口をパクパクしているエリリ、どことなく笑い方もおかしい気がした。

「おわた」

「…………」

「私はオワコンだな、ふへへ」

「あ、あのさ」

　いよいよキャラすら崩壊してきたエリリを見るに見かねて、カナデは声をかける。

「まだ一回負けただけだし、全然挽回可能だよ」

「……がう」

「へ？」

「ちがうと言っているのだ！　この私がフーカ如きに負けたのが問題だと言っているのだ！　何故負けた、あり得ない……この私が負けるはずが――っ」




「最後に油断したのがよくなかったんだよ」




　二人だけしか居ないホームエリアに響ひびく声、第三者の声。

「っ――誰だ！」

　声がしてくる方向をバッと振り返かえるエリリだが、パスワードをかけてあるホームエリアに勝手に入って来られるというのならば、その正体は一人しかいないだろう。カナデは考えつつ、ついに来てしまったかと、ゆっくりエリリに続いて振り返る。

　するとそこには、しゃらんと音がしそうなほど艶やかで美しいミディアムショートの黒髪を揺らし、可愛かわいらしい笑みを浮かべる女の子……の様に見える少年――というか現実世界におけるカナデに、すなわち奏によく似た姿の少年が立っていた。

「ぶっ!?」

「そんなにエマのこと見て、どうしたのお兄ちゃん？」

　歯を磨みがくときに鏡の中でよく見るその姿を見て……リアルの自分が可愛らしい女の子の声で喋るその姿を見て、どうしようもない嫌けん悪お感かんと共に噴き出したカナデは、おもわず『どうしたの？』などと質問してくる少年に言う。

「どうしたのじゃないよね!?」

　心のままに、言いたい事を言いまくる。

「何やってんのお前!?　バカなの？　いや絶対にバカだよね!?　何そのアバター？　どうしてそうなった？　どうしてそういう事しちゃうのかな!?　教えて！　どうしてそうなったのか教えて!?」

「どうもなにも、見たままだよ！」

「答えになってねぇええええええええええええええええええええええええええっ！」

　カナデが謎なぞの美少年と面白おかしく会話していると、それまで疑るような視線を向けるだけだったエリリが話に参加してくる。

「おいカナデ！　私を放っておいて、知らない奴とそんなに仲良くするな！　そして何なのだ、このリアルのお前によく似たこいつは!?　まさかとは思うが、こいつが三人目なのではあるまいな！」

「いや、えーと……」

「何を考えているのだお前は！　楓さんではないではないか……いや、それはまだいい。それはまだいいとしても、こいつのこの装備は何だ！」

「？」

　指をさされて首を傾かしげるのは、自らをエマと呼ぶ女顔の美少年。

　――あ、ダメだ。リアルの自分に似たアバターを客観的に見て女顔っていうと、すごいスピードで、それこそ大たい気き圏けん突入できそうなくらい鬱うつになってくる。

　実際は大気圏突入するどころか、マントルに突入できそうなほど深く沈んでいく自分の心をなんとか奮い立たせて、エリリが言う所の『こいつ』を見る――中でも、先ほどエリリが指し摘てきしていた点、すなわちエマの装――。

「初期装備ではないか！」

「やめて!?　今から僕ぼくがこいつの装備について思いはせるところだったんだから！　それを潰つぶすのやめようよ！」

「何を言っているのだ、お前は！　とにかく説明してもらおうか、こいつとその装備についてな！」

　せっかくどんどん沈んでいく心を奮い立たせて、エリリのために説明しようとしたのに、たった一言でカナデが説明しようとしていた事をまとめてしまう彼かの女じよ。

　普段のカナデならば、心がポッキリといっていたかもしれないが、深く沈んでいる状態でエリリの口撃を受けたが故に、なんとか踏みとどまる。そして、彼女の新たなる質問に答えるのだった。

「えーとですね……」

　カナデは口を動かし始めると同時に考える。

　この少年、エマが仲間になる時にリアルで交わされた口約を――奏と楓の会話を。




『マジで？』

『マジだよ、仲間になってあげてもいいよ……いくつかの条件を守ってくれるならだけど』

『条件？　っていうか、あの戦いで僕は負けたけどどうし――』

『とにかくいいの！　それでその条件だけど……まず一つ目は楓がお兄ちゃんの仲間になる時は、新規に別アバターを作らせてもらう。あとそれに伴ともなっていくつか聞きたいこともあるけど……』

『聞きたい事？　まぁ、それはいいけど』

　聞きたい事というのが何かは知らないが、新規に別アバターを作るというのは奏も賛成である。なにせさすがにマカを使われれば、場が完全にシラケるどころの騒ぎではないだろうから――もっとも、勝てばいいスタンスであるエリナがどう思うかは知らない。

『それで二つ目は？』

『うん、二つ目はね――』




　時は戻って現在。

　カナデはあの時交わした二つ目の約束を思いだす。

　その約束の内容とは、エマの中の人が楓だとばれないようにすること。なんでも楓いわくマカで出張るのは論外として、なるべくプロがアマチュアの戦い――ましてや今回の様に部活と同好会の間で起きた戦いに関与したとはバレたくないらしい。

　前者もそうだが、後者も少し考えれば当然の事だとわかるだろう。楓が言った事の例を挙げるとするならば、テニス部の中学生の試合にプロテニスプレイヤーが参加するようなものなのだから。

（あれ、なんか自分で例を挙げて思ったんだけど、本当にこいつを連れ出してよかったのかな。いやでも、いちおうポテンシャルを抑おさえる枷かせとしての新規アバターと初期装備なんだし……きっと大だい丈じよう夫ぶだろう。いくらこいつでも、ここまで枷を付ければそこそこのいい勝負をしてくれるはずだ）

　カナデの言う『いい勝負』とはもちろん、一いつ瞬しゆんで相手を倒すような事態が起きないはずだという意味合いである。と、そこまで考えたところで、再びエリリが話し出す。

「何を黙だまっているのだ、カナデ！　早く説明するのだ、それともこの私には説明しづらいことでもあ――っ、まさかお前！　男同士でイチャコラする関係なのではあるまいな！」

「イチャコラする関係ってなんだよ!?」

「以前言っていただろう……ウホッ！」

「やめて!?　冗談でもそういう事言うのやめて!?」

　毎回毎回そういう発言をするのは止めて欲しい。というか、楓との口約を守りつつもエマが何者か、そしてどうして初期装備なのかを説明するにはどうすればいいのだろう。

　カナデが脳内でああでもないこうでもないと考えながら、エリリとボケとツッコミによる一進一退の攻こう防ぼうを繰り広げていると。

「エマの名前はエマだよ。初めましてエリリさん」

「う、うむ……初めましてだ」

　カナデのピンチを悟ったのか、珍しくもエマが助け舟を出してくれる。そんな彼かれは相変わらず可愛らしい顔でニコニコしながら、二人の下まで軽快にトコトコ歩いてくると、エリリに向かってひょこりと体を倒して挨あい拶さつして続ける。

「お兄ちゃんから聞かされてないかな？　エマはリアルのお兄ちゃん――江え馬ま奏の弟の江馬奏かな多ただよ」

「江馬、奏多だと？」

　そんな事を言うエマに向けられるのは、当然エリリの疑り深い視線。それを見てカナデがバレるのではないかとハラハラしていると、当のエマは決して焦あせりを出さずに笑え顔がおで嘘をどんどんと塗り重ねていく。

「今はアメリカに住んでるんだけど、この前奏お兄ちゃんから助けて欲しいってメールが来たから、このゲームのアバターを急きゆう遽きよ作ってみたんだよね」

「リアルのカナデに弟が居たのは初耳だな。まぁそれは置いておくとしてもだな、急遽アバターを作ったからといってそんな装備では――」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！」

　いい加減エマに任せきりなのは自分のプライドが許さないと、カナデは慌あわてて口を開く。

「こいつはエリリが所望してたマカ――江馬楓の一番弟子で、イグニッションこそ初めてだけど、他のゲームだと大会で優勝しまくっている奴だから！」

「む、まぁそれならば色々と説明は付くが……」

　今までエマに向けられていた疑いの視線を向けられ、凄すさまじい量の冷ひや汗あせをかき始めるカナデ。やばいもうこのプレッシャーに耐えられない、真実を吐いて楽になりたい。とか考えていると、彼かの女じよ達たちの前にデュエルフィールドへ移動するためのサークルが出現する。

　――これでエリリの追及から逃れられる、二戦目は僕の番だからな。

　カナデはそうそうにサークルに向けて歩きだすのだが。

「あ、じゃあエマは行ってくるね！」

「待て、私の話はまだ終わっていないぞ！」

　手を伸のばすエリリを掻かい潜くぐって躍るようにサークルに入り、こちらに手を振ふってくるエマを見てカナデは思うのだった。

「お前の順番じゃないよ！　二番手に出るのは僕だからね!?」

　だがしかし、その叫さけびが届く頃ころには、すでにエマの姿は影かげも形もなくなっていた。




　　　　　●●●




「…………」

　エマが飛ばされた先は大きな回廊。

　それこそ人間のためではなく、まるで巨人のために製作したのではないかと疑うほどに天井までの距離が高く、遥はるか彼方かなたにあるであろう扉とびらは影も形も見えない。もちろん左右の幅も両手を広げたくらいでは、確実に届くものではない。

　通路の左右に立っているのは、巨人のためという比喩に相応ふさわしい巨きよ大だいな柱。

　その柱の合間合間から見える風景画のような空を見ながら、エマはじっと敵がやってくるのを待っている。

　もちろん彼は、ただボーっとその場に立っているわけではない。

「やっぱり変な気分だな」

　言って、エマは右手を顔の前あたりまで上げて、ギュッギュと握ったり開いたりを繰り返す。

「なれないというか何というか……」

　次に彼はその右手をそのまま腰こしへと持っていき、吊つるされている武器――リボルバーソードの柄つかへと手を置く。そして彼はそれが起点となったかのように、改めて自らの体に装着されている装備を順に眺めていく。

「お兄ちゃんがイグニッションで最初に選せん択たくしたって言ってたのと同じ、黒い見習い剣けん士し服とリボルバーソード……違ちがうのはアバターだけか」

　見えてくる得物、防具、そして両手でペタペタと触る顔などの造形は現実世界のカナデ――自らの兄である奏に極力近づけようとアバターメイクを行った。

　普段使っているもう一つのアバターであるマカは、長剣二刀流に鎧よろいという重装備の上にアバターの性別が女性と、今使っているアバターとは何もかもが違う。

「それでも」

　エマはリアルのカナデの顔をしている今の自分の顔に触ふれて幸せそうに笑う――ホームエリアでは、カナデとエリリが『何をしているんだ、あいつは』と、声を合わせて首を傾げているのを知りもせずに。

「どうしてアバターメイクする時に、こんなことしちゃったんだろう」

　いや、答えならばわかっている。わかっているけど、言ってみただけだ。

（エマのお兄ちゃんに対する気持ちなんて、小さい頃から一つだけだもん。最近はリアルでダメ人間まっしぐらになっていたから、少し冷たくしたり意地悪したりしちゃったけど）

　結果的には計算通りに事が運んでいる。

　カナデはリアルで目的が出来たことにより、ただ毎日ダラダラとゲームをやっている生活から脱却し、あれほど面倒くさがっていた同好会にまで入って瞳ひとみに執念を宿している。

「おまけにエマのもう一つのアバターであるマカに……間違いなく全力だったマカに一ひと太刀たち入れるあの力」

（きっとお兄ちゃんは強くなる。これから先、何度も何度も負けるだろうけど……エマなんかじゃ話にならないほどのポテンシャルを、確かにあの時感じたから）

　それまでは最強という座にて、ただただ待ち続けよう。

（そしていつか、お兄ちゃんが最強と謳うたわれる程ほど強くなったら、もう周りからダメ人間って思われないほどの地位を手に入れて、お兄ちゃんがリアルでもしっかりしたら）

　その時はもう誰だれにも何も言わせない。

　自分が抱いだいているこの気持ちを、お兄ちゃんが大好きだというこの気持ちを、ハッキリと伝えよう。

「だからエマはお兄ちゃん以外に負けられない」

　たとえどんなに小さな戦いだろうと。ましてや今回の様に、カナデが所属する同好会の進退が決まってしまう戦いではなおさら。

「お兄ちゃんがエマに助っ人頼たのんでくれた時は嬉しかったな……照れちゃったせいで『勝てたら』とか条件つけちゃったけど」

　――あの戦いはそれにしても驚いた。

「勝ったわけじゃないけど……敗北を認めさせるなんて」

　言って、今は平野の如くまったいらな自分の胸へと彼が手を置こうとした瞬しゆん間かん。




　回廊全体を押しつぶすかのようなプレッシャーと同時に、排水溝を流れる濁流のような雷らい光こうが回廊を埋うめ尽つくす。




　音すらも置き去りにする正真正銘の光速なる一撃。

　雷光に遅おくれてやってくるのは、何かが破裂するような、はたまた倒とう壊かいするような爆発音。

　それら二つが収まったあと、淡たん々たんとした声が静寂を取り戻した回廊に響き渡る。

「隙すきだらけだったので攻撃させてもらいました」

　捉えようによってはやる気のないとも受け取れる調子の声。

　そんな声が響いてきた方向に立っているのは中二びょ……ではなく、魔ま王おうだった。

　中学生が憧れそうな装そう飾しよく過多な痛々しいデザインの黒鎧、その上に羽織っているのは、恥はずかしさなど関係のない若気の至りで着てしまいそうな、金の刺し繍しゆうが施ほどこされたこれまた痛々しいほどド派手なマント。それらを見事に着こなし、顔の前でおかしな形に曲げた手を掲かかげているのは、肩かたまで伸びた美しい金きん髪ぱつを揺ゆらして、赤と金といったように左右で色の異なるオッドアイを持つ少女――その少女のアバター名はルシファー。

　完全無欠に魔王だった。

　色々と痛々しいほどに……否いな、痛々しい魔王だった。

　そしてその魔王は装備のチョイス、アバタークリエイト、そして仕草……どれをとっても中二病丸まる出だしだった。

「ぷぷぅ～っ！」

　だから、エマが思わずあまりにもな相手の服装に対し、噴き出してしまったのも無理ないだろう――あまりにもという言葉で言い表せないほど、あまりにもなアバター名と服装、そして仕草に。

「……不快です、何がそんなに面白おもしろいんですか？」

「だってアバターのコーディネートもだけど――ぷっ……な、名前も」

　エマが全力で噴き出しそうになる自分の心をなんとか落ち着けつつ言うと、ルシファーはしらっとした感情を映さない目をこちらに向けながら。

「名前は真ま名なです」

「……え？」

「この名前は前世から決められていた、本当の名前です」

「えっと、真名？」

「魂たましいに刻まれた名前のことです。なので、笑われるのは不快です」

　――う、うん。なんだか言っていることはよくわからないけど、対戦相手を見て笑うのは、どう考えても失礼で自分が悪かったかもしれない。
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　エマはそうだとわかっているのに、己おのれの内側から押し寄せてくる何とも言えない感情、否応なく笑ってしまうこの感覚を、どうしても抑えることが出来なかった。

　――だって完全に中二病なんだもん、しかも拗こじらせてるんだもん。

　中学三年生の時に、エマのかなり身近な人が若じやつ干かん一名、完全なる中二病を発症して「うわぁ」とか思った事があったが、今目の前に居るこの少女……ルシファーはそれに匹ひつ敵てきするほど酷ひどい。何が酷いかだが、大事だからもう一度言う。

　アバター名、服装、仕草だ。

「まさか高校生にもなって、中二病拗らせている人が居るなんて知らなかったな」

「何をぶつぶつ言っているんですか」

　と、エマの思考を断たち切きるように聞こえる声。

　見ればルシファーが先ほどよりやや近い位置――目測五メートルほどの位置に立って、ジトッとした目つきでこちらを見つめていた。

「うん、ちょっと考え事をね」

「余裕ですね、先ほどの攻撃を躱したからといって、もう勝ったつもりですか？」

「さっきの攻撃を躱した？」

　おそらくルシファーのいうさっきの攻撃とは、この回廊の何もかもを焼き焦こがすほどの光で覆った、あの雷光による攻撃をさしているのだろう。

（あんな威い力りよくの攻撃だったんだから、多分固有スキルによるものだろうけど……それにあの圧から考えて、使用回数はかなり限られるはず。そうなると、残りの使用回数はゼロか多くて一回）

　だがそうなると、必殺技わざと言えなくもない固有スキルを盛大に無む駄だ撃うちしてしまったのに、ルシファーが未だ余裕を持て余しているかのような態度なのが理解できない。強引にそれに対する解を見つけるのなら、まだ他にも奥おくの手を持っているという事だが。

　そこまで考えてエマは色々と面めん倒どうくさくなり、ふぅっと息を吐いてルシファーに対する返答の続きをその口から紡ぎ出す。

「さっきの攻撃は躱してなんかいないよ、さすがに躱せる余地がなかったし」

　この回廊を埋め尽くすかのように放たれた光速の一撃、あれは自分のポテンシャルをフルに発揮したとしても、躱すことは出来なかっただろう。

　エマは不敵に微笑ほほえみながら続ける。

「でもね、もう一つの方は間違ってないよ……もう勝ったつもり、というか」




「最初から勝ったつもり」




「っ！」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉がきっかけとなったかのように、ルシファーは今までひたすらポージングを決めていた手をエマへと向ける。するとそこから放たれたのは、最初のものには劣おとるものの、回廊を埋め尽くした最初の攻撃を想起させる光の奔ほん流りゆう――光速の雷撃。

　しかし今回のものは初撃とは決定的に異なる点があった。

　規模である。

　放つ光の量こそ回廊を埋め尽くしているものの、その中に見える曲がりくねった槍のような稲光の数は、とても『埋め尽くす』という表現には及ばないほどに少ない。

　最初の一撃を見た者からすれば、威力、範はん囲い、速度共に確実に何ランクか劣れつ化かしているその攻撃だったが、たとえどんなに劣化したとしても雷という特性は変わらない――音よりも速く、人間では決して反応出来ないという特性は絶対に変わりえない。

　この一撃を躱せる者がいるとすれば、同じく光速に匹敵しうる固有スキルを持つ者か――。

「面白いスキルだね」

　人間を超えた圧倒的な何かを有する者だけだろう。

「っ……この距離でどうやって!?」

　さきほどより威力など様々な点で劣化しているとはいえ、近づいた分回かい避ひ行動はとりづらくなったはず。なのにどうやってあの一撃を躱したのか、どうしてエマは何事もなかったかのように立っていられるのか。

　――なんて、考えてるんだろうな。

　今までの淡々とした口調にやや焦燥の色を浮うかべるルシファーを見て、エマは余裕の笑みを浮かべながら思う。

　当初はこのアバターでもイメージ通りに動けるか心配だったが、どうやら全すべて自分の取り越こし苦労だったらしい。このアバターは……リアルのカナデであるところの奏を模して作ったこのアバターは、本物の自分の体と同様に意識と同調し、自由に動いてくれる。

「そういえば……」

　そういえばこの戦い、カナデもホームエリアから見てくれているのだろうか。エマが唐突にホームエリアに浮かぶモニターの存在を思いだしたところで、先ほど驚おどろき交じりに質問を投げかけつつも、ずっと無視されていたルシファーが再度言葉をかけてくる。

「質問に答えて……どうやって躱したの？」

　いつまでも上の空であるエマへと憤りを感じたのか、すぅっと眼めを細めるルシファー。

　――お兄ちゃんの事を考えてると、周りの事が気にならなくなっちゃうのはエマの悪い癖くせなんだよね、まぁ直す気はないけど。

　心の中でエマはそんなことを考えつつ、ルシファーへ目を向けて言う。

「どうやって回避したか……だけど、本当に回避はしてないんだよ」

　そして彼はゆっくりと剣を抜ぬき放ち、顔の前へと掲げる。

　今回の戦いでまだ一回も相手へと刀身を見せてはいないが、その実何回も鞘から抜き放っている初期装備であるリボルバーソードを。

「斬ったんだよ」

「……斬っ、た？」

「そう、全部粉みじんに斬ったんだよ」

「そんな事が出来るわけが――っ」

「そんな事でもどんな事でも出来るんだよ、この世界はエマの遊び場なんだから」

　この世界は全て遊び場。

　だからこそ、自分の思い通りにならない事なんて何一つない――傲慢さや、世間知らずでそう思っているのではない。全てを見たうえで、全てを理解した上で本心からそう思っている……そして、それこそがエマの――江馬楓の強さの所以ゆえん。

「ところでさ、質問に答えたんだから固有スキルについて教えて欲ほしいな」

「…………」

　しばらくの無言。

　通常ならば、対戦中に会話をかわすのはまだしも、固有スキルについて聞いたとしても絶対に教えてくれるはずがない。ないのだが、それでもエマはダメもとでルシファーへと聞いてみる。すると訪おとずれた無言の後に返ってきたのは、一通のメールだった。そこに記されていたのは――。





固有スキル：プリンス・オブ・ダークネス（常時発動　対象：自分）


　―自プレイヤーが武器を装備していない場合、以下の能力を得る。

　―イメージを明確にしながら任意の時間チャージ行動を行う事で、イメージを具現化することが出来る。具現化されたイメージの効果はチャージの時間によって異なる。なお、チャージ中は攻こう撃げき防ぼう御ぎよ含む臨戦行動が不能になる。また、この能力でＨＰを回復させるなどの行こう為いは出来ない。








「へぇ、素直に教えてくれるんだ」

「納なつ得とくいくものではありませんが、答えを聞かせてくれましたから……ですが」

「ですが、なに？」

「この勝負……負ける気はありません」

「…………」

「…………」

　負ける気がない。

　おそらく眼の前の彼女にとって最大級の一撃を一度、次いで放たれた必勝の一撃も一度――合計二度にわたる攻撃を、圧あつ倒とう的てきな力をもって退けられてなお負ける気がないと言う。

「へぇ」

　事ここに至って、エマはルシファーに対する認にん識しきを改め始めていた。

　今まではただの雑魚で、吹けば折れてしまうような強さしか持ちあわせていない取るに足らない存在かと思っていた。しかし、こうして立ち合ってみるとその印象は大分変わってくる。

　――彼女は強い。

　もちろんそれは戦闘能力の話ではない……とはいうものの、おそらく同年代のアマチュアイグニッションユーザーに比べれば、かなり強い部類には入る。入るのだが、それでもエマからしてみれば、その強さは実に頼たよりない物に見える。

　ならば何が強いのか。

（こういう臭くさい事は考えるのすらあれなんだけど、こういう確固たる自分を持っていて絶対に折れない人って、たいてい強くなるんだよね。心の強さはそのままアバターを動かすイメージにも繋がりやすいし……でも）

　と、エマは余裕の笑みとは異なる、別種の笑みで口元を歪ゆがめて言う。

　自らの半身であるとともに、自らの思い人でもあり、自分を心の底から楽しませてくれる可能性を秘めている、今はまだ幼く弱いライバルの存在を思い浮かべながら。

「それでもお兄ちゃんには及ばない」

　及びはしないが。

「行きます」

「うん、いつでもいいよ！」

　きっとこの戦いは楽しい物になる。

　そう思った直後、ピシっと何かがひび割れるような音と共に、エマを囲むように地面から突とつ如じよ出現したのは槍の如き無数の氷柱つらら。

「っ！」

　攻こう撃げき自体は予想の範はん囲い内ないであり、どうとでも回避可能なものではあったが。

「これで」

　淡々と喋しやべりながらも気き迫はくの伝わってくる言葉に反応するかのように次いで放たれたのは、雷撃と業火を混成したようなチリチリと燃えさかる雷の矢。それが前後左右、そして上空に配置されたのだ。

「今度こそ！」

　確かにこれで今度こそ仕留められるだろう。

　黙っていれば足元から槍の様に襲いくる氷柱に貫かれ、足元の氷柱から逃れようと飛び上がれば、無数の矢に射い貫ぬかれる。

　――よかったね、お兄ちゃん。

「同じ学校に強い人、たくさん居るみたいだよ」

　これならば兄が対戦相手に困る事はない。と、エマが場違いな事を考えた直後。




　エマを中心に風が巻き起こる。




　氷柱ごと回廊の床ゆかを抉えぐり飛ばし、空間ごと炎ほのおと雷の矢を切り刻んだ圧倒的な速度の斬撃によって発生した死の風。

「っ！」

「楽しかったよ、そこそこだけどね」

　死の風を巻き起こした張本人であるエマは、美少女ですら霞かすむような可憐な笑みを浮かべた後、細い体には見合わない強力な脚力で床を爆散させてルシファーへと接敵、鞘から火花を散らしながら、音を置き去りにした閃せん光こうの如き斬撃を放つのだった。




　　　　　●●●




「カナデ、すごいではないか！　よくもあんな弟が居た事を隠かくして……む？」

「…………」

「カナデ、おい」

　ホームエリアに浮かぶモニターの中で、対戦相手であるルシファーに圧倒的な勝利をおさめたエマを見て、しばらく茫ぼう然ぜんとしていたカナデ。

「カナデ、カナデ、聞いているのか」

　今まで慣れ親しんだアバターから初期アバターに変え、慣らす期間なしのぶっつけであの強さ。本当にあいつはどれだけチートなのだろう、どうすればあそこまで強くなれるのか。と、カナデは今回の三回勝負に勝ちの目が出てきた事に喜びを感じるより前に、ズキズキとした痛みを訴えてくる頭に手を当て――。

「カナデ！」

「ぐはっ!?」

　エマの強さに当てられて頭部が痛みを訴えていたので、先ほどの戦いを振り返りながら額に手を当てようとしたら、更さらなる痛みが襲おそってきた。襲ってきた痛みの正体は言わずもがな、先ほどまで隣となりに並んでモニターを見ていたピンク色の髪かみをポニーテールに纏めた少女、すなわちエリリが放った渾身のチョップであり……。

「痛いよ！」

「む、ようやく反応したか」

「む、ようやく反応したか……じゃないからね!?　あとその『何か？』みたいな顔して腕うで組むのやめて!?　わかってるよね？　僕が何に対して怒おこってるかわかってるよね!?　ただでさえ痛かった頭にチョップ入れられて、瓦割りみたいに僕の頭割れちゃったらどうするの？　ねぇ、どうするの!?」

「ふはははははははははははははははははっ！　大丈夫だ、カナデ。たとえ割れたとしても私がくっつけてやろうではないか！」

「なにで!?　僕の頭はなにでくっつけられるの!?」

「取り敢えずホームセンターにでも……」

「まさかの接着剤!?」

　知らなかった。

　どうやら人の頭は割れたとしても、接着剤でお手軽にくっつけることが出来るらしい。これはつまりアレだろうか――ホームセンターにいけば、たいていの傷は治ち癒ゆさせることが出来る。そう考えてもいいという事だろうか。

「素す晴ばらしい、素晴らしきかなホームセンター！」

　ホームセンター万歳！

　ホームセンター万歳！

　カナデが両手を天へと掲げ、「うぉおおおおおおおおっ！」と雄お叫たけびを上げた正にその時。




「何やってるの……お兄ちゃん」




　もの凄すごくドン引きしているような声が聞こえてきた。

　それこそその声は、まるで妹の部屋に勝手に入って、下着などが入っている箪たん笥すを漁っている兄を目撃した際に出されるような声で……。

　――おっと、いけないいけない。思わず三年前に起きた黒歴史を掘り返してしまうところだった……それにアレにはちゃんとした理由があってだな。

　焦る必要などないというのに、いつの間にやらホームエリアに戻もどってきたエマに話しかけられ、メチャクチャ挙きよ動どう不ふ審しんな態度を取っていると、エマが続けて言ってくる。

「まぁ何でもいいけど、あとは頑がん張ばってねお兄ちゃん」

「わ、わかってるよ、別にお前に言われなくても」

「…………」

「何だよ、その眼！」

「別に何でもないよ～」

　何だろう、ジトッとした目でこちらを見てくるあの態度は。

　非常に気になるが、次の対戦はカナデの順番であるため、いちいち妹――ではなく、弟に突っかかっているわけにもいかない。

　ただでさえ当初の順番が狂くるって、内心焦っているのだから。

　戦う前にはそれなりの準備、主に精神統一をしなければならない法則があるのだ。

　カナデはホームエリアの隅すみに黙って腰を下ろしたエマに、少し照れながらも軽くお礼を言って、ほんの少し前から出現している転移サークルへと足を向ける。

「カナデ！」

　ふと握にぎられる右手。

「カナデ……私は」

「…………」

　エリリが言いたい事ならばわかっている。

　だからカナデは柔やわらかくて温かい彼女の手を、優やさしくそっと握り返す。

「僕は負けないよ、エリリ」

　カナデはエリリへと振り返かえり、続けて言う。

「僕は強くならないといけない、そのためにはこの同好会が必要なんだ……それに、エリリも僕ぼくが必要なんでしょ？」

「っ――ひ、必要などと言ったのではない！　わ、私はお前が欲しいと言っただけだ！」

　二つの言葉の根本的な意味に、いったいどれほどの違いがあるのだろうか。

　何故なぜかはわからないが、頬ほおを赤らめながらやや怒った口調で言うエリリは、普ふ段だんの俺おれ様な様子と違ってとても可愛かわいらしく見える。

　今のエリリの態度は、基本的に三次元に興味のないカナデにも可愛いと思わせるほどで。

「だがカナデ、私は信じている――私が心の底から欲しいと思ったお前の力を」

　そんなエリリが言う言葉は、不思議とカナデのやる気を上じよう昇しようさせるものだった。

　――そうだ、僕は負けない……負けちゃいけない。

　このイグニッションの世界において、初めて出来た共に戦う仲間のために。

　そして何よりも。

「じゃあ行ってくるね」

　いつか頂点を取る、自分の覇は道どうのために。

　――僕は勝つ。




　　　　　●●●




　勝負は勝たなければ負ける――ならば、最終的に勝てればどんな事をしてもいいのではないか。たとえ相手から卑ひ怯きようと言われようとも、負けた側は何一つ文句を言えない。

「そう思ってたんだけどな……」

　転送されるやいなや、カナデは周りに敵がいない事を確かく認にんすると、素す早ばやく身を物陰に隠して移動を開始した――理由は簡単、モミジに見つからないように行動し、先に彼かの女じよを見つけることにより、先手必勝とばかりに後ろから急所を狙ねらうつもりだったのである。







[image: ]







　一時的な仲間という皮を被かぶった己の仇きゆう敵てきであるエマが、ホームエリアで見ている以上は情けない戦いは出来ない――と、常人ならば考え、恥はじることのない真っ向勝負を正々堂々挑いどんでいくのかもしれないが、カナデの行動と考えは全く違った。

　不意打ちだって立派な戦術だ。

「そりゃあ負けてもいい場面なら、僕だって正面から戦うけどさ……」

　負けてはいけない状じよう況きようならば何としても勝つために、やや卑怯で情けないと思われる手を使ったとしても仕方がないだろう。

「何一人でボソボソ言ってるのよ？」

「はぁ……でも本当に何でこうなっちゃったかなぁ」

　場所は偶ぐう然ぜんにもエマが戦った回廊に面している荒れ果てた中庭。

　かつては芝生に覆おおわれ、中央付近にある噴ふん水すいからは清流が流れ、周りにある花壇には美しい花が咲いていたと思われるが、今では全てが荒こう廃はいしてしまい見る影もないそんな場所で、噴水の前に向かい合って立っているのは可愛らしい顔に金糸のような髪を揺らす少女と、同じく金色の髪を左右でドリルの様に束ねている少女――すなわちカナデとモミジである。

　以前の装備と同じく黒銀の騎き士し甲かつ冑ちゆうをつけたカナデは、目の前の巫み女こ服ふく貧乳少女を見ながら思いきり何度目かになる溜ため息いきを吐つく。

「はぁ……」

　カナデは当初見つからないように行動していたのだが、中庭に出る際にあっけなく発見されてしまったのだ。

　――溜息が止まらない。中庭に出るときにもっと注意して出ていれば、中庭の中央付近を歩いていたモミジとばったり遭遇することもなかったろうに。

　先手必勝の状況に持ち込めなかった事に後こう悔かいしてももう遅おそい。そもそも素人がいきなり見つからないように行動するのは、やはり無理があったのだろう。

「でもこの前、ＡＷＰハードでようやく発売した某スニーキングゲームの最新作をやりこんだのに……どうしてこんなことに？」

「いつまで喋ってんのよ？　それにあんたバカでしょ？　しゃがんだまま歩いてくるのはスニーキングとは言えないんだからね！　あとそのゲームって『ヘタレギア・メソッド』よね？　あんたみたいな不審な動きでよくクリア出来たわね、褒めてあげるわ！」

　言って腰に手を当て、無い胸を反らしてふんぞり返るモミジ。

「ふ、不審って……」

「まぁいいわ。それよりそろそろ始めさせてもらうんだから。あたしはあんたたちと違って、いつも忙しいんだからね！」

　もう言いたい事はないとでも言うかのように、自分だけ話しまくった後、モミジは腰をわずかに下ろし、右手を腰に吊るされた刀に添そえると、漫まん画がやアニメでよく見る居合のような独特な構えを取る。

　おそらくその構えは誰かに教わったものではなく、完全なる独学であり、居合道などを嗜たしなんでいる人から見れば、笑ってしまうようないい加減な構えのはず。しかし、モミジからは先ほどまで会話をしていた人物とは思えないほど、異質で張りつめた空気を感じる。

「っ」

　一いつ瞬しゆん。

　モミジの全身が震ふるえたかと思うと、彼女はしっかりと刀を握り。

「な、速い!?」

　凄まじい速度で彼ひ我がの距きよ離りを詰めてきた――しかもこの間合いは。

　モミジの全身がしなり、まるで一つの事に特化した機械の様に滑らかに動く。




　固有スキル〈ライトニング・ブレット〉




　――やばい。

　カナデは咄とつ嗟さにリボルバーソードを引き抜こうと手を伸ばすが、その速度はどうしようもなく遅い。速くなるのは思考の回転率のみで、走馬灯のようにどんどん速くなる思考と反比例し、体がどんどん遅く……そして重く感じていく。

「くっ！」

　目視不能の速度で放たれたモミジによる斬撃――それは先ほどの戦いでエマが見せた、音を置き去りにしかねない閃光の如き一いち撃げきを彷ほう彿ふつとさせる。

「一撃で終わりにしてあげるんだから！」

　雷光の銃弾と見間違うような速さに達している切先が狙うのは、イグニッションにおいて複数存在するクリティカルポイントの一つ。

　首だ。

　現在ＨＰはマックスなので、直ちよく撃げきを受けたとしてもＨＰ全損といった事態は起きないとは思うが、決定的と言われかねない一撃を受けてしまう事は確実だろう。それに相手の武器のステータス補正次第では、やはり一撃死という可能性も完全には捨てきれない。

　ダメージを受ければ受けるほど強くなるカナデの固有スキルだが、それだけのために序盤からダメージを受けるのも得策ではない。

　となれば、ここは何とかして迫せまりくる一撃を避よける必要がある。

　――だけど、どうする。

　相手が動いたと同時に伸ばされたカナデの右手は、すでにリボルバーソードを引ひき抜き始めている。剣けんの位置は現在、柄が胸むな元もとやや下にある程度。

　――間に合わない……なら！

　剣での防ぼう御ぎよが間に合わないのなら、取る手段は一つ。

　躱かわすのみだ。

　カナデは体に命令を発し、全力で後ろに飛ぶ。

「っ!?」

　正面から仕し掛かけても、固有スキルがあれば仕留められると思っていたのか、雷光の如き攻撃に反応してきたカナデに対し、モミジの表情に驚きよう愕がくが浮かぶ。

　しかし、いくらなんでも相手の攻撃が通常の速度ならまだしも、固有スキルを発動させたモミジの一撃を後出し回避で完璧に躱せるはずがない。

　目視すら出来ない何か……おそらくは刀の切先が、喉の一部を抉っていくのを感じる。同時にＨＰがガリガリと眼に見えて減っていくが、直撃はしなかったためやはりそこまでの減少ではない。

「次は」

　モミジは右みぎ腕うでを振ふり切った状態のため、咄嗟の防御は出来ない。しかし、カナデは違ちがう。

　彼女は抜き始めていた剣が向かう方向を強引に変え、ガラガラになっているモミジの胴を、左下から右上に向かって斜めに斬り上げる。

「僕の番だ！」

　――当たる！

　このタイミングなら躱せないはずだ。

　そう思われた一撃だったのだが、モミジは刀を振り抜いた遠心力を利用しながら右に回転、迫りくるカナデの攻撃に背を向けたと思ったところで、二度目の固有スキルの発動。

　瞬しゆん時じに加速したモミジは、体を右に回転させながら迎げい撃げきをしてくる。

　――このタイミングで間に合わせるのか!?

　カナデの攻撃は圧倒的な速さと、遠心力を上乗せした一撃にあっけなく迎撃される。だがしかし、事態はそれだけでは済まなかった。

「まずっ」

　思わぬ迎撃を受けたカナデは持っていた剣を、後方へと弾はじき飛ばされてしまったのだ。

　――何をやってるんだ、僕は！

　飛ばされた剣の方向だけ確認し、カナデはすぐさまバックステップで後退を開始するが、当然モミジはバカではない。敵に生まれた格好の隙を見み逃のがすはずがないのだ。

　迫りくる刀。

　攻撃を防ぐための剣はいまだ手から離はなれ空中にある。

　攻撃を避けるための足は、バックステップの合間で運悪く大地から離れている。

　今のカナデには、攻撃に対処する手段が残されていなかった。

　その事を認識した時、背後で飛ばされた剣が地面に音を立てて刺ささる音がした――何かを切り裂さく音……だがそれは背後の地面からだけでなく、カナデの体からも聞こえてくる。

　気が付くと、モミジの攻撃はカナデの体を深く切り裂き始めていた。

「！」

　――このまま振り切らせるわけには行かない！

　今もＨＰバーは凄すさまじい勢いで減少し続けている。このまま刀を振り切らせてしまえば、取り返しのつかない事態を招きかねない……カナデの敗北、すなわちＡＷＰ同好会の敗北という事態を。

　だがどうすればいいのか。

　今の彼女は武器を持っていない、故ゆえにモミジも攻撃してきたのだ。

　――いや、武器として使えるものならある。

　カナデは咄嗟の閃ひらめきに従って、右足が接地したのを感じるや否いなや、左足に力を込め。

「はぁっ！」

　不格好ながらも全力で前へと蹴けりだした。

「足技!?」

　その攻撃はさすがに予想外だったのか、モミジの体に蹴りは吸い込まれるように直撃し、彼女の体を後方へと吹ふき飛ばす。出来た隙にカナデは瞬時に反応、地面に突つき立っているリボルバーソードを手に取り、すぐに構えを取る。

　――何とか窮地は脱したけど。

　横目で見る自分のＨＰバーは既にレッドゾーン。もはや一撃たりとも貰もらわぬ覚かく悟ごを決めなければならない領域だ。一方のモミジはと言えば、蹴りの直撃を貰ったとはいえ、ほぼ無傷に等しい。

　やや離れた位置で体勢を立て直しているモミジを見ながら、カナデは考える。

　相手がＨＰマックスであり、こちらだけもう残り僅わずかである今の絶対的不利を何とかするには、一気に相手のＨＰを削る攻こう撃げき力りよくを得られる固有スキルに頼るしかない。ないのだが、はたして固有スキルだけで相手のＨＰを削りきることが出来るだろうか。

　答えは否だ。

（今の僕のＨＰを見る限り、きっと〈ペインハザード〉を発動させたとしても、相手のＨＰを一撃のもとに全損させる攻撃力は得られない。全損させるには、僕のＨＰをもう少し……それこそ残りＨＰ１すれすれまで減らさなければならないのだろうが）

「ダメだ、そんなのは現実的じゃない」

　となると、現実的な手段は一撃当てて相手のＨＰをある程度削ってからの固有スキル……もしくは、固有スキルを当てて相手を瀕死の状態にしてからのもう一撃、か。

　その結論に至るカナデだが、それがそんなに簡単なことではないことは、先の一方的な交戦を見れば明らかだろう。

「つ、次は油断しないんだからね！」

　カナデが考えている間にも、妙みような台詞を言いながら開幕の一撃と同じ恰かつ好こうで迫ってくるモミジ。彼女がこれまで使った固有スキルは、さきほどの接敵の際に二回……よって、使える固有スキルは残り三回のはず。

　考え、カナデは突き進んでくるモミジを瞬まばたきもせずに見る。

（きっとモミジさんは僕の事を格下にみているし、その事は決して間ま違ちがってはいない。だからこそ、自分の固有スキルが残っていてＨＰも優まさっている今ならば、彼女は絶対に勝負を決めに来るはずだ。たとえ、僕の固有スキルが未知のものだとしても、それを何とかし得る自信を彼女は持っているはずだ）

　カナデがモミジの間合いに入ったであろうと認識した途と端たん、予想通り彼女は全てを置き去りにして刀を加速させ、勝負を決めに来る。

　その事象は固有スキル〈ライトニング・ブレット〉の効果に他ほかならない。

　迫る一撃。

　何もかもが最初と同じだ。違うのはただ一つ、残されたＨＰ量のみ。

　――この一撃を何とかする……いや、完全に躱さないと僕は負ける。

　しかし、思いとは裏腹に体は動いてはくれない。否いな、カナデの体が動いていないのではなく、モミジの攻撃がそう思わせるほどに速いのだ。

　狙われた箇所は首。

　当たれば負ける。

　最初の様な躱し方をしても負ける。

　どちらにせよ負ける。

　何をしても負ける。

　未いまだかつてカナデは、モミジの固有スキルを躱せたことがないのだ。いくら相手の固有スキルがくると予測できたとしても、躱せなければ意味はない。

　――でも僕はこの速さの攻撃を躱せないのか？

　――本当に僕はこの速さを躱したことがないのか？

「僕は……」




　この速さに至ることが出来ないのか？




　思い描えがくのは純白の聖騎き士し。

　カナデが絶対に倒さなければならない彼女ならば、モミジの攻撃をなんなく躱して見せるだろう。

　――あいつに出来ることなら、僕に出来ないはずがない……なんて考えはしない。でも、あいつに勝ちたいなら、いつかあいつを超こえたいなら。

　――あいつに出来ることくらい出来るようにならないとダメなんだ。

　――あの圧倒的な白を汚すためには、ここで負けるわけにはいかない。

　固有スキルを発動させたモミジの斬撃、その速さはおそらくマカのものに匹ひつ敵てきしている。

　――そうだ。僕は……。

「躱した事ならある」

　カナデはかつて、確かにマカの攻撃を躱したことがある――偶然だったのか、もしくはあの一時、カナデの何かがマカの何かを上回ったのか。いずれにしろ、彼女はこの速さに至り、超えたことがある。

　――僕の妹は最強だ。どんな奴やつにも負けないで、いつでも光り輝いている。手加減されたのかはわからないけど、そんな妹の攻撃を躱せた僕が。




　この程度の奴にやられる事は許されない。




　カナデの心に渦巻くのはどす黒い思念の塊。彼女の体は半ば自動的に動きだし、上半身を僅かに後ろに反らすという必要最低限の動作でモミジの攻撃を躱かわしていた。

「っ――偶ぐう然ぜん躱したからって、いい気にならないでよね！」

　必勝の攻撃を躱されれば普ふ通つうなら動どう揺ようして動きを止めそうなものだが、さすがと言うべきかモミジは瞬時に固有スキルによる二撃目――一撃目の軌き跡せきを反対側からなぞる様に描かれる斬り返しを放ってくる。

「遅すぎる、簡単に防げますよ……その程度」

　カナデが誰だれにともなく言った直後、閃光をあげて迫っていた神速の一撃は、彼女の歪なる黒剣によって行く手を阻はばまれていた。

　そしてやや遅おくれて辺りの静寂に響ひびくは、金属がぶつかり合う澄み切った音。

「なっ、今度は防いだ……まぐれじゃ、ない？　嘘でしょ!?」

　防がれるはずがないと思っていた光速の攻撃を連続して防がれ、さすがに衝しよう撃げきをうけたのか、モミジからそんな声が聞こえてくる。しかしカナデはその言葉を無視し、マカによく似た流麗な動きをもって鬩せめぎ合う太刀たちを捌さばき、バックステップで距離を取る。

「いくら離れたからって絶対に逃にがさない、今度こそ決めてあげるんだからね！」

　だがエリリもいちおう一目おくだけあり、モミジは動揺を押し殺したかのように瞬時に攻撃を再開させる。攻撃のパターンは今までと変わらず、突進からの固有スキルを絡めたスピード重視の一いつ閃せんだろう。

「…………」

　――あと一撃。

　あと一撃どうにかすれば、モミジの固有スキルは完全に沈ちん黙もくする。固有スキルを抜いた彼女本来の攻撃速度が、いったいどれほどのものなのかカナデには知る由もない。けれども彼女には確信があった――今の自分はきっとマカ以外には負けない、負けてはならない。
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　そんな義務感にも似た確信が。

　どうして負けてはいけない義務感など覚えているのか、カナデはやけに遅く感じる世界の動きを見ながら考える。

　義務感を覚えたのは、きっとマカの攻撃を躱したからだ。最強である彼女の攻撃を躱せたカナデが呆あつ気けなく負けてしまえば、カナデではなくマカの名前を傷つけてしまう。

　――そうだ、不思議と心が落ち着いている今ならわかる、認められる。

「〈ライトニング・ブレット〉！」

　先手を取ったモミジの口から叫ばれた固有スキル名に対し、後からカナデも固有スキルで応じる。

「システムコール……」

　そのスキルは普通ではありえない力。

　かつてカナデの世界を壊した白騎士に対する憎ぞう悪おではなく、『自分もあいつみたいな強さが欲しい』と、心の中で育ち続けた別の感情が具現化した力。





固有スキル２：イノセントホワイト（使用回数：１　対象：自プレイヤー）


　―このスキルを使用した場合、このスキルは今まで対戦した事のある任意のアバターの固有スキルへと変わる。その場合、変わった先の固有スキルはオリジナルからある程度の劣れつ化かをするため、オリジナルには決して匹敵する事はない。また、どの程度劣化するかはオリジナルの強力さに起因するものであり、基本的には強ければ強いほど劣化は激しい。








　いつまでも白く輝き、穢けがれない無む垢くなる光を放つ少女。

　この力はあの少女に、白騎士マカのようになりたいと思い続けた心の結けつ晶しよう。

（僕はマカが許せない。それは今も変わらないけど、不思議と今なら認められる。僕はあいつが憎いと思っているのと同じくらい、あいつに憧れている。あの他者を寄せ付けない圧倒的な強さに……だからこそ、あえて僕はこのスキルを！）

　やがて無垢なる白は、カナデの意思によって形を変え始める。最終的に現れたのは――。





固有スキル２：リトル・インベイド　イノセント（使用回数：１　対象：相手プレイヤー）


　―使用者は被ひ使し用よう者しやの右腕、左足のいずれかを選せん択たくする。被使用者の選択された部位は本固有スキル発動から三秒間、使用者の自由に操作することが出来る。








　カナデがスキル発現を意図した瞬しゆん間かん、圧倒的な速度を誇ほこっていたモミジの攻撃が、ガクリと音でも聞こえてきそうな不自然さで止まる。

「右腕が……っ、このスキルって!?」

「まだだ！」

　勢いよく駆けながら、自らの固有スキルによって加速した太刀で自分の腹部を貫くという、第三者が見れば謎なぞの自じ滅めつ行動ともとられかねない行動をするモミジを他所に、カナデはさらに固有スキルを発動する。

　ただただ憧れ続けた存在、それに対して抱いだくもう一つの思い……その名は。





固有スキル：ペインハザード（使用回数：１　対象：任意のプレイヤー一名）


　―使用者が対戦中に受けたダメージの０・７５倍の数字を、被使用者の右手装備攻撃力に付ふ与よする。また、効果時間は被使用者が攻撃行動を一回以上とるまでとする。








「――っ！」

　直後カナデの剣に、蛇へびのように巻きつき始めるどす黒い血の様に赤く淀よどんだ憎悪の塊。それに対しての嫌けん悪おか、もしくはあり得るはずのない二つ目の固有スキルに対する驚愕なのか、モミジの目が大きく見開かれる。

　だが、カナデはそんな事など気に掛ける様子もなく、未だ疾しつ走そうの勢いを殺し切れず、こちらへ向けて無防備に駆かけてくるモミジに対し、その剣を振り下ろすのだった。

　ただ一言――。

「ここからが本当の始まりだ。僕はマカを……江馬楓を超える」

　憎悪と憧れを内包した狂きよう気きの言葉を呟いて。







エピローグ







　同好会の未来をかけ、明あけ火び率いるＡＷＰ研究部との決戦から数日後。

　時と場所は放課後の部室、思わず見とれてしまうような夕日が差し込むその部屋に奏かなでとエリナは居た。

「とにかく奏、お前はどうも強さにムラがありすぎる！」

　今日も今日とてハーフの特権でもあるややくすんだ銀色の髪を、僅かに開いている窓から吹き込んでくる風に揺ゆらすエリナ。彼女はこの時期ならば一番気持ちいいであろう窓際付近の椅い子すに座すわり、件くだんの風に揺れる髪を一ひと房ふさだけ手でくるくると弄もてあそんでいる。

　そして声をかけられた当人である奏はというと、畳たたみの上で正座をし、こちらを見下ろしてくるエリナをやや上目づかいになって見つめていた。

　先の戦いにおいて、ラストでしっかりと活かつ躍やくをした彼が、まるで怒られて反省している少女の様になっている理由は、

　――どうして僕は怒られているんだろう。

　正直、奏自身にもよくわからなかった。

　怒られる理由なんて一つもない、むしろ褒められるところしかないはずなのにエリナは――。

「よってだ、これからはさらに実戦経験を積んでもらう」

　褒めるどころか時には怒おこり、ただこれからどうすればよいかというプランばかり打ち立ててくる。

「聞いているのか奏！」

「聞いてます、はい」

「ふはははははははははははははははははっ！　ならばよい！」

　そして相変わらずエリナの笑いどころは不明である。

　これはもうあれだろうか――理解するのではなく、感じるのだ。みたいなやつだろうか。だとしたら、奏がいくらエリナの笑いポイントについて考えたところで、答えが出ないのも当然の帰結と言える。

「時に奏よ、これからどうする？」

「どうするって……実戦経験積ませるんじゃないの？　僕に」

　さっき自分で言っていただろう。

　奏はツッコミを入れたくなるが、別にさして面白おもしろいツッコミではないと判断し、グッと言葉を飲み込む。

　――というか、今の言い回しだと、僕は常に面白いツッコミを目指して攻せめているみたいに聞こえて嫌だな。

　別にそういう訳ではないのだ。

　奏は結果的にツッコミを入れることが多いだけで、決してウケを狙いに行っているわけではない……多分、無意識的に狙っているとか、そういうのもきっとないはずだ。ないはずだと信じたい。

　心の中で最近のツッコミ集を思い返して、何とも言えない苦笑いを浮うかべていると。

「いや、その件についてではない」

　エリナが信じられない事を口にする。

「同好会をこれからどうしていくか、ということだ。存続させることが出来たわけだからな、いよいよ本格的に同好会として活動していきたいのだが……ふっ、お前ならばどうする？」

「…………」

　ふっ。

「じゃねぇええええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　奏は今こそチャンス到来とでもいうかのように、その場から立ち上がり、エリナの方へと一歩踏み出だし、熱い熱い魂たましいの籠こもったシャウトをする。

「それ聞いちゃダメでしょ!?　そういうのって会長が決めるんだよね？　会長誰？　会長って誰だっけ？　あとおかしいな、エリナさんってクラスでは委員長だったよね!?　いつも皆を引っ張ってくれるクールで頼れる委員長だったよね!?」

「ふははははははははははははっ！　紹しよう介かいご苦労！」

「ふははははははははははははっ！　エリナ委員長カムバァァアアアアアック！」

　――まだだ、まだ僕のターンは終わらない！

　奏が続けざまに突っ込むならば今とばかりに、エリナの方へとさらに一歩踏み込もうとした瞬間。




「ちょっとエリナ、あの奏ってやつの事について、もっと詳しく教えなさいよね！」




　バンッと扉とびらが叩たたきつけられるかのように開く音と共に、どこかで聞いた事がある様なツンツンとした特とく徴ちよう的てきな声が聞こえてくる。

「どうしてあの奏ってやつは、固有スキルを二つ、も……」

　――ん、どうして言葉を区切るのだろう。

　奏は何だか非常に嫌な予感に駆られつつも、声がする方向を見る。

　するとそこに立っていたのは、黒くろ髪かみツインテールが目立つどこか小こ猫ねこのような雰ふん囲い気きを持つ少女、モミジの中の人こと明火の姿であった。

「…………」

「…………」

　振り向むいた先でぶつかり合う奏と明火の視線。

　――な、何でこの人は僕の事をじっと見つめているんだ。

　最近エリナとそれなりに親しい関係になってきたため、ついつい忘れがちであったが、奏は基本的に女性に対する免疫が低いのだ。

　以前、エリナのために明火に再戦を申し込んだ時はその場の勢いで何とかなったが、今はそんな勢いなど皆かい無む。したがって、可愛い女の子と数秒以上にわたって視線を合わせてしまえばどうなってしまうかは、火を見るより明らかである。

「あ、あぅう」

　頬を真っ赤に染めて視線を逸らそうとするが、奏の体は頬を染めるばかりで動こうとしてくれない。

「えぇい！　お前たちはいつまで見つめ合っているのだ！」

　見るに見かねたのか、エリナが奏の手を取って現実に引き戻もどそうとしたその時、いよいよ事は動き始める。




　ガシっ。




「ガシ？」

　思わず口に出して復唱してしまう音。

　――え、ガシって何？　何がガシって言ったの!?

　ようやく動いてくれる体。

　奏は自由になった視線を、エリナに掴まれている方とは反対の手へ向けると、そこにあったのは数日前までは思いもしなかった光景。

　ガシっとされていた、お手てを明火にガシっとされていた。

「かなで……奏！」

　猫ねこ科を思わせる明火は輝かがやくような笑えみを浮かべ、可愛らしく輝く八重歯を見せながら、未だ掴んでいる奏の手をぶんぶん振って言う。

「あんたの力に、デュアルスキルという特異性に惚ほれたわ……欲ほしい。あたしの仲間になりなさいよね！　っていうか、ならないと許さないんだからね！」

「え、いや……いきなりそんな!?」

　どこかで聞いた事のある台詞を投げかけられ、奏がさらに頬を赤らめて居ると、その気き恥はずかしさを吹きとばすかのように、グンっとエリナに手を引かれる。

「何を照れて居るのだ奏！　だいたい明火、貴様は気でも違ったのか！　奏は私の所有物であってお前のものではない、早くその手を離すのだ！」

「エリナのバーカ！　だからこうして奏をあたしの物にしに来たんじゃない！」

「ほーう。もう一度言ってみるといい……誰が、バカ、だと、誰、が？」

　例の如く威い圧あつ的な凄みを放つエリナ。

　その凄味を真正面から受けたのは、もちろん明火である――奏は内心で「あぁ、またいつものパターンか」と、明火が泣きながら退却する様を脳のう裏りに映し出したのだが、実際に起きた事象はそれとは異なる物だった。

「そ、そんなに怖こわい顔しても、今回ばかりは負けないんだからね！」

　言って、明火はエリナに対たい抗こうするかのように、奏の手を反対側から引っ張り始めたのだ。

「なっ!?」

　これにはさすがのエリナもやや驚いた声を上げるが、決して怯みはせずに奏を引っ張りながら続ける。

「誰が渡すものか、奏は私のものだ！　それ以外の何者でもないのだ！」

「絶対に、絶対に諦あきらめないんだからね！」

　ギリギリと音が聞こえそうな勢いで、両側から引っ張られるのは奏の腕うで。

　――正直、僕ぼくをこんなに必要としてくれて嬉うれしくはある。嬉しくはあるんだけどさ、エリナも紅くれ葉はさんも大切な事を忘れているんじゃないかな。

「千切れるからね!?　僕の腕が千切れちゃうからね!?　少しは考えようよ、お前ら二人そろってどれだけバカなんだよ！」







　季節は春。

　江え馬ま奏の戦いは、まだ始まったばかりだ。







あとがき







　あぁ……ＦＰＳみたいな一人称で、剣とかの接近武器を使って戦うオンライン対戦ゲームがやりたい――ボタンごとに攻撃方法が決まっているようなゲームではなく、臨機応変に攻撃パターンを無限に変えられるような、リアルをゲームにした様なそんなゲームが。

　そして、あわよくばそんなゲームを妹とプレイしたい。

　お兄ちゃん、ずるい！　とか言われながら楽しくゲームをプレイしたい。ゲームで燃えて妹で萌える……妹とゲームによる萌え燃えスパイラル。

　最強である。

　だけど問題があった――私が知っている限り、フィクションの中にしかそこまでのリアリティがあるゲームはない……いや、それよりなにより最も大きな問題は。

　俺には、妹が、いない。

　しかし、その二つの問題を一気に解決する方法をある日思いつくことになる。その方法は「ゲームがないなら」、「妹が居ないなら」作ればいい。

　理想の環境を自分で創造すれば全てが解決する――そのような考えのもとに作りだされたのが、この作品『リベンジ・オンライン』です。

　これ以上続けると、永遠と妹の良さを語るだけになりそうなので、何を言いたいのか要点だけ言いますと。

　この作品は妹とＦＰＳっぽい格闘ゲームへの惜しみない愛で構成されています。よって、それらが好きな読者の皆様、もしくは好きじゃない人も……興味を持っていただけると思います。

　それでは謝辞に移りたいと思いますが、移る前に一言だけ言わせてください。

　俺は妹が、そしてゲームが好きだ……いや、愛している！　あと狐っ娘と巫女さんが大好きだ！　部屋の中を全裸で走り回るくらい大好きなんだ！

　…………。

　………………。

　……………………。

　さて遅れましたが謝辞に移らせて頂きます。

　みなさんどうもはじめまして。ＨＪ文庫様の第二回読者グランプリでデビューする事になりました新人作家のアカバコウヨウです。

　この度は私の作品を手に取って下さった読者の皆様、誠にありがとうございます――フランクリーに言いますと、ぶっ飛びそうなくらい嬉しいです。

　リベンジ・オンラインを完成させるのに協力して下さったＨＪ文庫編集部の皆様、そして担当のＨ様。まだ素人同然の私ですので、とても迷惑かけたと思いますが、ありがとうございました。これからは拾っていただいた恩を返せるよう頑張りたいと思います。

　この作品のイラストを描いてくださった魔太郎様。今回は本当に素晴らしいイラストをありがとうございます。自分の文章が絵になって返ってくる――そんな体験が出来、とても嬉しかったです。

　そして、いつも私を支えてくださる家族……何だかんだと相談にのってくれるＴ書店の皆様や友人たち。いつもいつも本当にありがとうございました。これからも見守ってくれると嬉しいです。

　最後にこの作品を手に取って下さった皆様にもう一度感謝を。

　読んで下さっただけでなく、キャラクターに萌えたり、戦闘に燃えたり、もし私の作品が読者の皆様の心を少しでも動かせていれば、なお嬉しいです。

　では、またお会いしましょう。
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